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學
報

京
都
第
九
七
册

(二
〇
二
二
)

：

一
七
五
-二
三
四
頁

雲

岡

石

刻

錄
︱
︱
｢雲
岡
金
石
錄
﹂
改
訂
版
︱
︱

｢北
	
石
窟
寺
院
の
硏
究
﹂
班

石
松
日
奈
子
・
稻
本

泰
生
・
上
映
い
づ
み

易

丹
韵
・
王

珏
人
・
大
西
�
希
子

岡
村

秀
典
(班
長
)
・
北
村

一
仁
・
倉
本

尙
德

佐
�

智
水
・
篠
原

典
生
・
常

鈺
熙

高
志

綠

・
高
橋
早
紀
子
・
田
林

�

苫
名

悠
・
冨
岡

采
花
・
濱
田

瑞
美

檜
山

智
美
・
フ
ォ
ル
テ
=エ
リ
カ

向
井

佑
介
・
安
岡

孝
一
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例
言

・
本
稿
は
水
野
淸
一
・
長
廣
敏
雄
﹃
雲
岡
石
窟
﹄
第
二
卷
�
收
の
﹁
雲
岡
金
石

錄
﹂
に
收
錄
さ
れ
た
北
魏
か
ら
金
ま
で
の
石
刻
銘
�
を
改
め
て
檢
討
し
︑
さ

ら
に
怨
發
現
の
銘
�
を
加
え
た
﹁
雲
岡
金
石
錄
﹂
改
訂
版
で
あ
る
︒
硏
究
班

の
討
議
を
經
て
︑
倉
本
尙
德
が
�
集
し
た
︒

・
銘
�
の
揭
載
順
序
は
﹁
雲
岡
金
石
錄
﹂
に
準
じ
︑
未
收
錄
分
は
窟
番
號
順
に

�
列
し
た
︒

・
著
錄
は
一
に
示
し
た
著
錄
略
稱
を
用
い
︑
卷
數
・
頁
數
を
示
し
た
︒

・
釋
�
に
つ
い
て
は
以
下
の
方
針
と
し
た
︒

①
基
本
�
に
は
原
則
と
し
て
﹃
康
𤋮
字
典
﹄
の
字
體

(舊
字
體
)
を
用
い
︑

衣
體
字
に
つ
い
て
も
そ
れ
に
改
め
る
︒

②
た
だ
し
﹁
為
﹂﹁
万
﹂﹁
弥
﹂﹁
与
﹂﹁
浄
﹂
の
よ
う
に
︑
常
用
漢
字
︑
あ

る
い
は
そ
れ
に
類
似
す
る
字
形

(﹁
體
﹂
の
俗
字
﹁
躰
﹂
な
ど
)
に
つ
い

て
は
︑
改
め
ず
に
そ
の
ま
ま
表
記
す
る
︒
頻
出
す
る
﹁
无
﹂
に
つ
い
て

も
﹁
無
﹂
に
改
め
ず
に
そ
の
ま
ま
表
記
す
る
︒

③
字
形
類
似
に
よ
る
"
字
︑
書
き
分
け
の
#
識
が
$
い
﹁
扌
﹂
(て
へ
ん
)

と
﹁
木
﹂
(き
へ
ん
)
︑﹁
巾
﹂
(は
ば
へ
ん
)
と
﹁
忄
﹂
(り
っ
し
ん
べ
ん
)

な
ど
は
正
し
い
表
記
に
改
め
校
記
し
な
い
︒

④
一
字
と
確
'
で
き
る
(
讀
で
き
な
い
�
字
は
﹁
□
﹂
で
示
し
︑
缺
損
に

よ
り
�
字
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
字
數
を
確
定
で
き
な
い
場
合

は
﹁
丶
﹂
で
示
す
︒

⑤
改
行
箇
�
は
﹁
／
﹂
で
示
す
︒

⑥
#
圖
�
な
空
格
は
﹁
△
﹂
で
示
す
︒

⑦
句
讀
點
を
付
す
︒

・
槪
*
部
分
は
﹃
雲
岡
石
窟
﹄
原
報
吿
と
﹃
怨
�
﹄
の
解
說
內
容
を
部
分
�
に

取
り
.
み
︑
さ
ら
に
怨
し
い
知
見
を
加
え
た
も
の
で
︑
岡
村
秀
典
・
稻
本
泰

生
・
倉
本
尙
德
の
三
名
が
分
擔
し
て
執
筆
し
た
︒

・
圖
版
に
關
し
て
︑﹃
雲
岡
石
窟
﹄
原
報
吿
・
怨
�
に
揭
載
さ
れ
て
い
る
も
の

は
卷
數
と
圖
版
番
號
を
示
し
た
︒
/
記
の
な
い
も
の
は
京
都
大
學
人
�
科
學

硏
究
�
藏
拓
・
寫
眞
で
あ
る
︒
寫
眞
に
關
し
て
は
撮
影
年
を
記
し
た
︒
そ
れ

以
外
を
用
い
た
場
合
は
典
據
を
示
し
た
︒

一
︑
著
錄
略
稱

石
0

：

羅
振
玉
﹃
石
0
錄
﹄
(﹃
石
刻
1
料
怨
�
﹄
第
四
輯
︑
第
六
卷
�
收
)

源
液

：

厲
壽
田
﹃
雲
崗
石
窟
寺
源
液
考
﹄
(手
寫
本
)
一
九
三
七
年

(﹃
雲
岡
石
窟

�
年
1
﹄
�
引
)

3
一

：

3
一
・
董
玉
祥
﹁
雲
岡
第
五
〇
窟
�
5
宴
藝
6
﹂
(﹃
現
代
佛
學
﹄
一
九
六

三
年
第
二
7
)

雲
岡

：

水
野
淸
一
・
長
廣
敏
雄
﹃
雲
岡
石
窟
︱
︱
西
曆
五
世
紀
に
お
け
る
中

國
北
部
佛
敎
窟
院
の
考
古
學
�
:
査
報
吿

：

東
方
�
;
硏
究
�
:
査

昭
和
十
三
年
～
昭
和
二
十
年
﹄
京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�
雲
岡
刊
行

會
一
九
五
一
～
一
九
七
五
年

原
錄

：

水
野
淸
一
・
長
廣
敏
雄
﹁
雲
岡
金
石
錄
﹂
(﹃
雲
岡
石
窟
﹄
第
二
卷
�
收
)

試
解

：

辛
長
靑
﹁
雲
岡
第
20
窟
出
土
比
丘
尼
曇
媚
5
宴
頌
石
碑
試
解
﹂﹃
山
西

師
大
學
報

(
社
會
科
學
版
)
﹄
一
九
八
六
年
四
7

�
;

：

趙
一
德
﹃
雲
岡
石
窟
�
;
﹄
北
嶽
�
藝
出
版
社
︑
一
九
九
八
年

硏
究

：

閻
�
儒
﹃
雲
岡
石
窟
硏
究
﹄
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
︑
二
〇
〇
三
年

�
年

：

張
焯
﹃
雲
岡
石
窟
�
年
1
﹄
�
物
出
版
社
︑
二
〇
〇
六
年

?
物
@

：

岡
村
秀
典
�
﹃
雲
岡
石
窟

?
物
@
﹄
A
友
書
店
︑
二
〇
〇
六
年

辭
典

：

王
恆
�
﹃
雲
岡
石
窟
辭
典
﹄
江
蘇
美
6
出
版
社
︑
二
〇
一
二
年
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楹
聯

：

員
小
中
﹃
雲
岡
石
窟
銘
�
楹
聯
﹄
科
學
技
6
出
版
社
︑
二
〇
一
四
年

三
晉

：

許
德
合

分
册
C
�
﹃
三
晉
石
刻
大
D

大
同
市
南
郊
區
卷
・
上
�
﹄
三

晉
出
版
社
︑
二
〇
一
四
年

怨
�

：

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�
・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
�
﹃
雲
岡

石
窟
﹄
第
一
七
～
二
〇
卷
本
�
@
︑
科
學
出
版
社
東
京
︑
二
〇
一
六
・

二
〇
一
七
年

D
集

：

張
焯
C
�
﹃
雲
岡
石
窟
D
集
﹄
(
D
二
〇
卷
)
靑
島
出
版
社
︑
二
〇
一
七

年

※
諸
書
は
原
錄
を
踏
襲
す
る
も
の
が
多
い
︒
基
本
�
に
は
雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯

の
み
校
勘
に
用
い
る
︒
他
書
に
つ
い
て
は
必
*
な
場
合
に
の
み
と
り
あ
げ
る
︒

二
︑
目
錄

Ⅰ

雲
岡
金
石
錄
收
錄
銘
�

北
魏

1

爲
F
夫
侍
中
5
宴
記

正
光
□
年

(五
二
〇
～
五
二
五
)
□
G
二
十
三
日

第
四
窟
南
壁

2

妻
周
氏
爲
F
夫
5
釋
S
�
佛
彌
勒
二
軀
記

太
和
十
九
年

(四
九
五
)
四

G
二
十
八
日

第
十
一
窟
I
窓
東
側

3

淸
信
女
5
釋
S
宴
記

無
紀
年

第
十
一
窟
南
壁

4

邑
義
信
士
女
等
五
十
四
人
5
石
b
形
宴
九
十
五
區
J
諸
菩
d
記

太
和
七
年

(四
八
三
)
八
G
三
十
日

第
十
一
窟
東
壁

5

太
和
二
十
□
年
七
G
5
宴
記

太
和
二
十
□
年
七
G
十
□
日

第
十
一
窟

東
壁

6

侯
后
云
5
宴
記

無
紀
年

第
十
一
窟
東
壁

7

a
-e
佛
弟
子
5
宴
記

無
紀
年

第
十
一
窟
西
壁

8

太
和
二
十
年
七
G
記

太
和
二
十
年

(四
九
六
)
第
十
一
窟
西
壁
南
部

下
層
第
五
十
龕

9

太
和
二
十
年
弟
子
5
宴
記

太
和
二
十
年

(四
九
六
)
五
G

第
十
一
窟

西
壁

10

太
和
十
九
年
七
G
二
十
一
日
記

太
和
十
九
年

(
四
九
五
)
七
G
二
十
一

日

第
十
一
窟

11

太
和
十
三
年
5
宴
記

太
和
十
三
年

(四
八
九
)
七
G
二
十
二
日

第
十

一
d

(
怨
十
一

=

十
四
)
龕
外
東
側
壁

12

爲
F
女

(
F
父
)
5
宴
記

無
紀
年

第
十
二
窟
L
室
西
壁

13

玄
津
凝
寂
5
宴
記

□
□

(
景
I
)
元
年

(
五
〇
〇
)

第
十
二
a

(
怨
十

二

=

一
)
龕

雲岡石刻錄
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14

邑
子
等
殘
字

無
紀
年

第
十
三
窟
東
壁

15

□
僧
5
宴
記
等

無
紀
年

第
十
三
A

(
怨
十
三

=

四
)
窟
門
口
西
側

16

比
丘
尼
惠
定
5
釋
S
多
寶
彌
勒
宴
記

太
和
十
三
年
九
G
十
九
曰

(四
八

九
)
第
十
七
窟
I
窓
東
側

17

大
茹
茹
供
養
記

無
紀
年

第
十
八
窟
門
口
西
側

18

淸
信
士
5
宴
記

N
昌
四
年

(五
一
五
)
九
G
十
五
日

第
十
九
B

(
怨

十
九

=

二
)
窟
後
壁

19

佛
弟
子
5
宴
記

無
紀
年

第
二
十
窟
西
壁

20

尼
O
法
□
5
宴
記

無
紀
年

第
二
十
二

(
怨
二
十
三
)
窟
東
壁

21

老
李
自
願
5
宴
記

無
紀
年

第
二
十
七

(
怨
二
十
八
)
窟
北
壁

22

佛
弟
子
惠
奴
5
宴
記

正
始
四
年

(五
〇
七
)
八
G

第
二
十
七
B

(
怨

二
十
八

=

二
)
窟
東
壁

23

5
釋
S
宴
記

N
昌
三
年

(五
一
四
)
七
G
二
十
五
日

第
二
十
七
B

(
怨
二
十
八

=

二
)
窟
西
壁

24

爲
F
母
5
宴
記

無
紀
年

第
三
十

(
怨
三
十
一
)
窟
L
室
北
壁

25

華
堂
・
舊
宮
二
□
營
匠
5
彌
勒
七
佛
菩
d
記

無
紀
年

N
昌
四
年

(五

一
五
)
正
G
十
四
日

第
三
十
五

(
怨
三
十
五
)
窟
門
口
東
側

26

佛
弟
子
王
乙
5
宴
記

無
紀
年

第
三
十
五

(
怨
三
十
五
)
窟
門
口
東
側

27

吳
氏
爲
F
兒
吳
天
恩
5
宴
記

無
紀
年

第
三
十
八

(
怨
三
十
八
)
窟
外

壁
上
部

28

法
玉
5
宴
記

無
紀
年

第
三
十
九

(
怨
三
十
九
)
窟
門
東
側
中
央
部

遼

29

張
閒
滿
妻
等
修
宴
記

重
熙
十
七
年

(
一
〇
四
八
)

第
十
三
窟
南
壁
西
側

Ⅱ

補
�

北
魏

補
1

佛
弟
子
5
宴
記

無
紀
年

第
五
L

(
怨
五

=

一
)
窟
南
壁
西
側
佛
龕

龕
楣
・
龕
S

補
2

正
光
元
年
□
神
龍
等
5
宴
記

正
光
元
年

(五
二
〇
)
怨
五

=

四
〇
龕

北
壁
佛
龕
下

補
3

O
昭
銘
記

無
紀
年

第
六
窟
後
室
南
壁
門
拱
右
側
補
刻
龕
下
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補
4

太
和
十
九
年
刻
石

太
和
十
九
年

(四
九
五
)

第
八
窟
L
庭
部
出
土

補
5

邊
一
□
銘
記

無
紀
年

第
十
一
窟
西
壁
下
層
南
側

補
6

王
三
・
周
師
兒
銘
記

無
紀
年

第
十
二
h
龕

(第
十
二
g
︿
怨
十
二

=

四
﹀
龕
下
方
)

補
7

銘
記
殘
畫

無
紀
年

第
十
九
B

(
怨
十
九

=

二
)
窟
I
窓
北
壁
龕
右

側
供
養
人
行
列
下

補
8

比
丘
尼
曇
媚
碑

景
I
四
年

(五
〇
三
)

第
二
十
窟
L
庭
出
土

補
9

石
鉢
刻
銘

無
紀
年

第
二
十
窟
窟
L
考
古
發
掘
出
土

金

補
10

大
金
西
京
武
州
山
重
修
大
石
窟
寺
碑

皇
瓜
七
年

(一
一
四
七
)

三
︑
本
�

Ⅰ

雲
岡
金
石
錄
收
錄
石
刻

北
魏

1
︑
爲
�
夫
侍
中
�
宴
記

正
光
□
年

(五
二
〇
～
五
二
四
)
□
G
二
十
三
日

第
四
窟
南
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
一

=

五
三
︑
硏
究
二
二
一
︑
�
年
一
五
三
︑
辭
典
五
三
〇
︑
楹

聯
六
八
︑
三
晉
二
五
︑
怨
�
一
七

=

一
一
〇
︑
D
集
一

=

二
六
二
・

二
八
九

(釋
�
な
し
)

【釋
�
︼

□
□
□
□
□ 1

□
︐
非
□
□
無？

2

以
濟？

其？

源
︒
靈
X
湛

？

？
3

麗
︐
非4

□
想5

／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
□
仰6

為
F
夫
侍
中
Y
原？

太
守？

7

／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
□
世
□
□
□
F
息
□
□
□
□
□ 8

／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
□
□ 9

一
區
︒
□
F
者
託
生
浄
土
︐
西10

／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
□
之
玄
源
︐
神
光11

□
I
於？

／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
皇
祚
永
隆
︐
惠
澤
其
\
︐
／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
含
靈12

]13

識
︐
憑
茲14

□
／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
正
光
□
□
□
G
廿
三
日
丶

1

｢□
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
靈？

﹂

2

｢□
無？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
魂？

﹂

3

｢湛？

﹂

：

雲
岡
﹁
□
﹂

4

｢非
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
﹂

5

｢想
﹂

：

雲
岡
﹁
悲
﹂

6

｢仰
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
﹂

7

｢
Y
原？

太
守？

﹂

：

雲
岡
﹁
Y
□
太
□
﹂

8

｢□
□
□
□
□
﹂

：

雲
岡
﹁
濟
言

？

？

怕
減

？

？

□
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
濟
言

？

？

怕
減

？

？

氵？

﹂

9

｢□
□
﹂

：

雲
岡
﹁
F
者

？

？

﹂

10

｢西
﹂

：

雲
岡
﹁
洒？

﹂
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11

｢光
﹂

：
雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
﹂

12

｢含
靈
﹂

：

雲
岡
﹁
□
電
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
靈
﹂

13

｢
]
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
相？

﹂

14

｢茲
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
﹂

【
槪
*
︼
第
四
窟
は
中
三
7
に
中
心
S
を
も
つ
石
窟
と
し
て
開
鑿
が
は
じ
め
ら

れ
た
が
︑
洛
陽
�
都
に
と
も
な
い
︑
天
井
か
ら
上
層
部
︑
お
よ
び
下
層
南
側
の
窟

門
部
を
切
り
開
い
た
段
階
で
工
事
が
中
斷
し
︑
そ
の
後
︑
南
壁
と
西
壁
に
大
小

の
佛
龕
が
雜
然
と
`
刻
さ
れ
て
い
る
︒
5
宴
記
は
南
壁
窟
門
上
の
ほ
ぼ
中
央
︑

脆
い
砂
巖
の
上
に
細
い
線
で
�
字
が
刻
ま
れ
︑
風
;
が
著
し
い
た
め
︑
一
部
し
か

(
讀
さ
れ
て
い
な
い
が
︑
原
錄
は
�
後
の
行
を
﹁
正
光
□
□
丶
G
廿
三
日
丶
﹂
と

讀
ん
だ
︒﹁
金
碑
﹂
に
は
﹁
驗
其
?
刻
︐
年
號
頗
多
︐
內
a
正
光
五
年
︐
卽
孝
I
嗣

位
之
九
年
也
︒
然
則
此
寺
之
円
︐
c
於
神
瑞
︐
d
乎
正
光
﹂
と
あ
り
︑﹁
金
碑
﹂
に

/
釋
を
加
え
た
宿
白
は
︑
そ
の
﹁
正
光
五
年
﹂
が
第
四
窟
の
﹁
正
光
□
年
﹂
5
宴

記
に
あ
た
る
の
か
否
か
は
わ
か
ら
な
い
と
し
つ
つ
︑
正
光
四
年

(五
二
三
)
に
柔

然
が
e
入
し
︑
ま
た
北
都
を
め
ぐ
る
六
鎭
の
反
亂
が
相
f
い
だ
こ
と
か
ら
︑﹁
金

碑
﹂
に
﹁
d
乎
正
光
﹂
と
い
う
よ
う
に
︑
正
光
年
閒
に
雲
岡
石
窟
の
5
營
が
停
止

さ
れ
た
と
考
え
て
い
る(1
)
︒
5
宴
記
の
直
上
に
は
彫
宴
が
な
く
︑
直
下
に
は
尖
拱
龕

の
輪
郭
だ
け
を
線
刻
し
た
未
完
成
龕
が
あ
り
︑
こ
れ
は
冩
眞
右

(西
)
側
の
比

�
�
大
き
な
坐
佛
龕
に
と
も
な
う
の
だ
ろ
う
か

(圖
1
-
1
)
︒
そ
う
だ
と
し
て
も
︑

そ
の
佛
龕
は
龕
の
內
壁
や
拱
額
な
ど
の
仕
上
げ
が
未
完
成
で
あ
り
︑
彫
刻
の
完

成
L
に
5
宴
記
を
刻
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
︒
こ
の
5
宴
記
に
み
え
る
﹁
託
生
浄

土
﹂
の
句
に
李
治
國
ら
は
淨
土
信
仰
の
液
行
を
指
摘
し
て
い
る(2
)
︒
(岡
村
)

(1
)

宿
白
﹁
“
大
金
西
京
武
州
山
重
修
大
石
窟
寺
碑
”
校
/

︱
︱
怨
發
現
�

大
同
雲
崗
石
窟
寺
歷
1
材
料
�
初
步
整
理
﹂﹃
北
京
大
學
學
報

(
人
�
科
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學
)
﹄
一
九
五
六
年
第
一
7
︒

(2
)

李
治
國
・
丁
I
夷
﹁
第
三
八
窟
の
窟
形
式
お
よ
び
彫
刻
藝
6
に
つ
い

て
﹂
(雲
岡
石
窟
�
物
保
管
�
�
﹃
中
國
石
窟

雲
岡
石
窟
﹄
第
二
卷
︑
Y
凡

社
︑
一
九
九
〇
年
)
︒

2
︑
妻
周
氏
爲
�
夫
�
釋
"
�
佛
彌
勒
二
軀
記

太
和
十
九
年
四
G
二
十
八
曰

(四
九
五
)

第
十
一
窟
I
窓
東
側

【
著
錄
︼
雲
岡
八
・
九

=

四
五
︑
�
;
三
五
二
︑
源
液
︑
�
年
一
三
四
︑
辭
典

五
四
三
︑
楹
聯
三
五
︑
三
晉
一
四
︑
怨
�
一
九

=

五
二
︑
D
集
九

=

六
・
七
・
二
三
〇
・
二
三
四
・
二
三
五
・
三
八
九

(釋
�
な
し
)

【釋
�
︼

F
息
思
須？

1

／

F？

夫
田
�
虎 2

／

比
丘
超
忍 3

／

比
丘
惠
空
侍
佛

唯 4

大
代5

太
和
十
九
年
四
／

G
廿
八
日
律 6

仲
呂
︐
胃 7

︐
昏 8

／

七
︐
妻
周 9

為
F
夫
故
常
／

山
太
守
田
�
虎10

・
F
息
思
／

須？
11

・
F
女
阿
貴12

513

S
�
佛
・
／

弥
勒
二14

軀
︒

印
為
F
夫
・
F15

／

息
男16

女
生
〻
之
値
レ

處17

o
／

三
寶
︐
弥
勒
下
生
︐
當
在
初
首18

︒
／

若
墮
三
塗
︐
p
令19

解
脫
︐
／

問
法
解
空20

︐
悟
无
生
忍
︒
]
識21

／

一
切
�
三
a
同
福
慶22

︐
�
／

願
如
是23

︒
／

比
丘
尼
法
才24

丶
／

比
丘
尼
法
□25

／

□
□
周
黛？
26

／

F
息
女
阿
貴27

1

｢
F
息
思
須？

﹂

：

雲
岡
﹁
比
丘
丶
丶
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
丶
﹂︒

2

｢
F？

夫
田
�
虎
﹂

：

雲
岡
﹁
比
丘
O
丶
﹂︑
原
錄
﹁
丶
丶
丶
﹂︑
楹
聯
﹁
比
丘

田
�
蓮
﹂︒

3

｢超
忍
﹂

：

雲
岡
﹁
丶
丶
﹂︑
原
錄
﹁
□
□
﹂︑
楹
聯
﹁
趙
忍

？

？

﹂︒

4

｢唯
﹂

：

源
液
﹁
惟
﹂︒

5

｢代
﹂

：

字
形
は
﹁
伐
﹂
に
s
い
︒

6

｢律
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
弟
﹂︒

7

｢胃
﹂

：

雲
岡
﹁
淍？

﹂︑
原
錄
﹁
凋？

﹂︑
源
液
﹁
O
﹂︒

8

｢昏
﹂

：

雲
岡
﹁
昬？

﹂
(﹁
昏
﹂
の
衣
體
字
)
︑
源
液
﹁
俗
﹂︒

9

｢
周
﹂

：

源
液
﹁
同
﹂︒

10

｢虎
﹂

：

源
液
﹁
原
﹂︒

11

｢須
﹂

：

源
液
﹁
顏
﹂︒

12

｢貴
﹂

：

源
液
﹁
賁
﹂︑
雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
覺
﹂︒

13

｢
5
﹂

：

源
液
﹁
5
釋
﹂︑
雲
岡
・
原
錄
﹁
釋
﹂︒﹁
5
﹂
の
下
に
あ
る
べ
き

﹁
釋
﹂
字
が
脫
落
︒

14

｢弥
勒
二
﹂

：

源
液
﹁
石
宴
三
﹂

15

｢
F
﹂

：

源
液
な
し

16

｢男
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
F
﹂
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17

｢之
値
レ

處
o
﹂

：

雲
岡
﹁
値
慶
u
﹂︑
原
錄
﹁
値
慶

？

？

u
﹂︑
楹
聯
﹁
□
値
慶

？

？

u
﹂︒
轉
倒
符
あ
り
︒
本
來
の
句
は
﹁︹
生
〻
︺
之
處
︐
値
o
︹
三
寶
︺﹂

18

｢當
在
初
首
﹂

：

源
液
﹁
得
O
圖
﹂︑
雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
O
﹂︒

19

｢令
﹂

：

雲
岡
﹁
洽
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
合
﹂︒
�
#
か
ら
も
﹁
令
﹂
が
正
し
い
︒

20

｢空
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
之？

﹂︒

21

｢
]
識
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
時？

﹂︑
源
液
は
こ
の
行
を
﹁
仰
慈
正

覺
無
邊
衆
生
幷
﹂
と
す
る
︒

22

｢一
切
�
三
a
同
福
慶
﹂

：

源
液
﹁
一
切
�
F
胥
同
斯
慶
﹂︒
本
來
は
﹁
一

切
三
a
�
同
福
慶
﹂
と
刻
む
べ
き
︒

23

｢是
﹂

：

源
液
な
し
︑
雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
此
﹂︒

24

｢法
才
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
丶
丶
﹂︑
楹
聯
﹁
法？

子
﹂︒

25

｢法
□
﹂

：

楹
聯
﹁
法
土？

﹂

26

｢□
□
周
黛？

﹂

：

雲
岡
﹁
比
丘
周
丶
﹂︑
原
錄
﹁
比
丘
□
丶
﹂︑
楹
聯
﹁
比
丘

周
代
﹂︒

27

｢
F
息
女
阿
貴
﹂

：

雲
岡
﹁
比
丘
女
阿
O
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
比
丘
阿
O

？

？

﹂︒

【
槪
*
︼
第
十
一
窟
は
中
心
S
を
も
つ
石
窟
と
し
て
L
三
7
に
開
鑿
が
は
じ
め

ら
れ
た
が
︑
天
井
と
中
心
S
上
層
部
の
彫
刻
に
著
手
し
た
段
階
で
工
事
が
中
斷

し
︑
東
壁
�
上
層
の
太
和
七
年
龕

(
5
宴
記
6
)
以
後
︑
周
壁
に
大
小
の
佛
龕

が
`
刻
さ
れ
て
い
る
︒

こ
の
5
宴
記
は
I
窓
東
側
下
層
の
太
和
十
九
年
龕
の
下
段
に
刻
ま
れ
る
︒
周

圍
に
は
荒
v
り
の
鑿
痕
が
あ
り
︑
縱
長
の
長
方
形
に
區
劃
し
た
上
緣
部
に
帷
幕
︑

上
段
に
0
脚
菩
d
の
楣
拱
龕
︑
中
段
に
坐
佛
の
尖
拱
龕
︑
下
段
に
5
宴
銘
と
そ

の
左
右
に
供
養
者
列
宴
を
�
し
て
い
る
︒

5
宴
記
に
よ
れ
ば
︑﹁
大
代
太
和
十
九
年
四
G
廿
八
日
律
仲
呂
︐
胃
︐
昏
七
﹂

と
あ
る

(楹
聯
三
五
)
︒﹃
呂
氏
春
秋
﹄
孟
夏
紀
に
﹁
孟
夏
之
G
︐
⁝
⁝
律
中
仲

呂
︒
﹂
と
あ
り
︑﹁
律
﹂
は
十
二
律
︑
高
誘
/
に
﹁
仲
呂
︐
陰
律
也
︒
﹂
と
い
う
︒

十
二
律
で
そ
れ
は
四
G
に
當
た
る
︒
ま
た
︑﹃
呂
氏
春
秋
﹄
季
春
紀
に
﹁
季
春
之

G
︐
日
在
胃
︐
昏
七
星
中
︒
﹂
と
あ
り
︑
高
誘
/
に
﹁
胃
︐
西
方
宿
︒﹂﹁
七
星
︐

南
方
宿
︐
⁝
是
G
昏
旦
時
皆
中
於
南
方
也
︒﹂
と
あ
る
か
ら
︑﹁
昏
七
﹂
は
二
十

八
宿
で
暮
れ
方
に
七
星
が
南
中
す
る
こ
と
を
い
う
の
だ
ろ
う
︒
十
二
律
・
二
十

八
宿
で
G
日
を
表
す
例
に
大
同
沙
嶺
北
魏
壁
畫
墓
出
土
漆
皮
�
字
の
﹁
⁝
⁝
元

年
歲
f
豕
韋
G
円
中
呂
廿
一
日
丁
未
﹂
が
あ
る(1
)
︒
陳
垣
﹃
二
十
1
朔
閏
表
﹄
を

も
と
に
報
吿
者
は
そ
れ
を
北
魏
太
N
元
年

(
四
三
五
)
に
比
定
し
て
い
る
︒

5
宴
の
願
C
は
故
常
山
太
守
田
�
虎
の
妻
周
氏
で
あ
り
︑
夫
の
田
�
虎
︑
息

子
の
田
思
須？

︑
娘
の
田
阿
貴
を
F
く
し
︑
そ
の
冥
福
を
祈
り
釋
S
と
彌
勒
宴
を

5
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
願
�
に
よ
れ
ば
︑
F
者
が
生
ま
れ
變
わ
っ
た
先
々
で
三

寶
に
會
い
︑
彌
勒
菩
d
が
下
生
し
た
折
に
︑
龍
華
樹
下
に
お
け
る
三
度
の
說
法

の
う
ち
︑
�
初
の
會
座
に
參
與
で
き
る
こ
と
を
願
い
︑
三
塗
に
墮
ち
た
場
合
は
︑

p
や
か
に
脫
出
し
︑
佛
に
敎
え
を
質
問
し
空
を
理
解
し
︑
無
生
法
忍
を
悟
る
こ

と
を
願
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑
衆
生
を
表
す
場
合
に
﹁
]
識
﹂
と
い
う
語
を
用
い

て
い
る
の
は
5
宴
記
1
と
共
3
す
る
︒
(
岡
村
)

田
�
虎
は
﹃
北
1
﹄
卷
八
五

(﹃
魏
書
﹄
卷
八
七
に
も
收
錄
︒
﹃
北
1
﹄
か
ら
の
補
綴

卷
)
の
石
祖
興
傳
に
み
え
る
常
山
太
守
田
�
彪
で
あ
る
︒﹁
彪
﹂
は
{
の
高
祖
李

淵
の
祖
父
﹁
李
虎
﹂
の
|
諱
で
あ
り
︑﹁
�
彪
﹂
で
は
な
く
﹁
�
虎
﹂
の
方
が
本
來

の
名
で
あ
る
︒
常
山
郡
は
定
州
に
屬
す
る
︒
傳
に
よ
れ
ば
︑
常
山
太
守
の
田
�
彪

は
常
山
郡
の
郡
治
が
置
か
れ
た
九
門
縣
令
和
眞
ら
と
と
も
に
F
く
な
っ
た
︒
か

れ
ら
の
葬
儀
は
地
元
の
人
士
で
あ
る
石
祖
興
が
私
財
を
投
じ
て
世
話
を
し
た
︒

孝
�
}
が
そ
れ
を
表
頴
し
~
二
�
を
與
え
上
5
と
し
た
と
い
う
︒
(倉
本
)

銘
�
の
兩
側
に
供
養
者
列
が
あ
り
︑
左
側
に
比
丘
二
人
と
男
性
二
人
︑
右
側

に
比
丘
尼
二
人
と
女
性
二
人
が
竝
ん
で
合
掌
し
て
い
る
︒
上
の
�
宴
は
す
で
に

中
國
式
�
制
に
變
;
し
て
い
る
が
︑
俗
形
の
供
養
者
宴
は
四
人
と
も
鮮
卑
裝
で
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2-2 妻周氏爲F夫5釋S�佛彌勒二軀記 (怨� Pl. 19-7)

2-1 妻周氏爲F夫5釋S�佛彌勒二軀佛龕と供養者列宴

(左：東京大學東洋�;硏究�藏拓、右：原報吿 Pl. 8-9)



あ
る
︒
比
丘
と
比
丘
尼
は
著
衣
の
表
現
が
衣
な
り
︑
比
丘
尼
は
腕
か
ら
袖
が
長

く
垂
下
し
て
い
る
︒
原
報
吿
の
圖
版
解
說
は
︑
男
性
供
養
者
の
榜
題
を
L
か
ら

﹁
比
丘
惠
空
侍
佛
﹂︑﹁
比
丘
□
□
﹂︑﹁
比
丘
O
□
﹂︑﹁
比
丘
□
□
﹂
と
し
︑
女

性
供
養
者
の
榜
題
を
L
か
ら
﹁
比
丘
尼
□
□
﹂︑﹁
比
丘
尼
法
□
﹂︑﹁
比
丘
周

□
﹂︑﹁
比
丘
女
阿
O
﹂
と
讀
ん
だ
︒
今
囘
改
め
て
釋
讀
し
︑
俗
形
供
養
者
に
は

﹁
比
丘
﹂
と
い
う
�
書
き
が
な
く
︑
左
側
は
F
夫
と
F
息
︑
右
側
は
妻
の
周
氏

と
F
娘
で
あ
る
こ
と
が
(
I
し
た
︒
(
岡
村
)

(1
)

趙
瑞
民
・
劉
俊
喜
﹁
大
同
沙
嶺
北
魏
壁
畫
墓
出
土
漆
皮
�
字
考
﹂﹃
�

物
﹄
二
〇
〇
六
年
第
一
〇
7

3
︑
淸
信
女
�
釋
"
宴
記

第
十
一
窟
南
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
八
・
九

=

五
五
︑
�
年
一
二
〇
︑
辭
典
五
二
九
︑
楹
聯
四
三
︑

三
晉
一
七
︑
怨
�
一
九

=

五
五
︑
D
集
九

=

二
五
七

(
D
景
寫
眞
)

【釋
�
︼

淸
信
女？

1

／
王
□
母2

5
／
釋
加
牟
尼
佛
／
息？

田
□
虎 3

／
丶
丶
覺
□

1

｢女？

﹂

：

雲
岡
﹁
女
七
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
女
爲？

﹂︒

2

｢王
□
母
﹂

：

雲
岡
﹁
世
父
母
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
F
父
母
﹂︒

3

｢息？

田
□
虎
﹂

：

雲
岡
﹁
身
口
安
康
﹂
原
錄
・
楹
聯
﹁
身
□
安
康

？

？

﹂︒

【
槪
*
︼
第
十
一
窟
南
壁
西
側
下
層
に
瓦
葺
き
三
層
塔
形
が
あ
り
︑
そ
の
相
輪

の
右
側
に
高
さ
一
六
セ
ン
チ
の
小
さ
な
`
刻
の
坐
佛
龕
が
あ
る
︒
�
宴
は
雙
領

下
垂
式
に
著
衣
す
る
︒
洛
陽
�
都
後
の
5
宴
で
あ
ろ
う
︒
5
宴
記
は
龕
の
下
に

東 方 學 報

184

2-3 妻周氏爲F夫5釋S�佛彌勒二軀記 (東京大學東洋�;硏究�藏拓)



刻
ま
れ
︑
女
性
が
願
C
と
な
っ
て
七
世
の
祖
先
の
た
め
に
釋
S
佛
を
5
宴
し
た

こ
と
を
記
し
て
い
る
︒
(岡
村
)

4
︑
邑
義
信
士
女
等
五
十
四
人
�
石
3
形
宴
九
十
五
區
	
諸
菩
8
記

太
和
七
年

(四
八
三
)
八
G
三
十
日

第
十
一
窟
東
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
八
・
九

=

四
九
︑
�
;
三
一
八
︑
硏
究
九
七
︑
�
年
一
一
九
︑

辭
典
五
八
︑
楹
聯
二
五
︑
三
晉
一
〇
︑
漢
魏
三
・
二
六
二
︑
怨
�
一

九

=

六
二
︑
D
集
九

=

釋
論
七
・
一
九
五
・
二
〇
二
～
二
一
一
・
三

八
七

【釋
�
︼

(上
層
)

邑
師
O
育
／

�
殊
師
利
菩
d
／

大
勢
志 1

菩
d
／

觀
世
�
菩
d
／

(下
層
)

邑
師
�
I
／

邑
師
曇
秀
／

邑
師
法
宗
／

太
和
七
年
︐
歲
在
癸
亥
︐
八
G
卅
日
︐
邑
義
／

信
士
女
等
五
十
四
人
︐
自
惟
�
因
不
積
︐
生
在
／

末
代
︐
甘
寢
昏
境
︐
靡
由
自
覺
︒
�
善
�
鍾
︐
u
／

値
�
C
︐
O
敎
天
下
︐
紹
隆
三
寶
︐
慈
被
十
方
︐
／
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3 淸信女5釋S宴記とその周邊

(右：原報吿 Pl. 8-67C、左上：原報吿 Pl. 8-66A部分、左下：原報吿補?拓 5C)



澤
液
无
外
︐
乃
�
萇 2

夜
改
昏
︐
久
寢
斯
悟
︒
弟
／

子
等
得
蒙
法
潤
︐
信
心
開
\
︐
#
欲
仰
詶
洪
／

澤
︐
莫
能
從
�
︒
是
以
共
相
勸
合
︐
爲
國
興
／

福
︐
敬
5
石
b
形
宴
九
十
五
區
J
諸
菩
d
︒
／

願
以
此
福
︐
上
爲
／

皇
}
陛
下
・
太
皇
太
后
・
皇
子
︐
德
合
乾
巛
︐
／

威
踰
轉
輪
︐
神
被
四
天
︐
國
祚
永
康
︐
十
方
歸
／

伏
︐
光
揚
三
寶
︐
億
劫
不
隧
︒
印
願
義
諸
人
／

命
�
諸
師
︐
七
世
父
母
︐
內
外
親
族
︐
神
栖
高
境
︐
／

安
養
光
接
︐
託
育
寶
花
︐
永
辭
穢
質
︐
證
／

悟
无
生
︐
位
超
群
首
︒
若
生
人
天
︐
百
味
天
衣
︐
／

隨
#
湌 3

�
︒
若
a
宿
殃
︐
墮
洛
三
�
︐
長
／

辭
八
難
︐
永
与
苦
別
︒
印
願
同
邑
諸
人
︐
從
／

今
已
�
︐
O
心
日
隆
︐
戒
行
淸
�
︐
I
鑒
／

實
相
︐
暈
揚
ï
日
︐
�
四
液
傾 4

竭
︐
O
風
／

堂
�
︐
�
慢
山
�
頹
︐
生
死
永
畢
︐
佛
性
I
／

顯
︐
登
階
�
地
︒
未
成
佛
閒
︐
願
生
生
之
處
︐
／

常
爲
法
善
知
識
︐
以
法
相
親
︐
�
止
俱
�
︐
／

形
容
影
嚮
︐
常
行
大
士
八
万
諸
行
︐
;
度
／

一
切
︐
同
等
正
覺
︒
�
J
累
劫
先
師
・
七
世
父
︒

1

｢志
﹂

：
原
錄
﹁
至
﹂

2

｢萇
﹂

：
雲
岡
・
原
錄
﹁
長
﹂

3

｢
湌
﹂

：

原
錄
・
楹
聯
﹁
飡
﹂

4

｢傾
﹂

：

楹
聯
﹁
頃
﹂

【
槪
*
︼
こ
の
太
和
七
年

(四
八
三
)
5
宴
記
は
︑
第
十
一
窟
の
開
鑿
が
中
止
さ

れ
た
後
︑
東
壁
南
端
の
�
上
層
に
`
刻
さ
れ
た
5
宴
區
の
�
下
段
に
刻
ま
れ
て

い
る
︒
5
宴
區
は
高
さ
三
・
一
︑
幅
二
・
三
メ
ー
ト
ル
の
長
方
形
で
︑
天
井
と

區
劃
す
る
蓮
瓣
�
帶
の
下
に
奏
樂
天
人
列
龕
と
帷
幕
が
あ
り
︑
そ
の
下
は
大
き

く
三
區
劃
に
縱
割
り
さ
れ
て
い
る
︒
中
央
の
區
劃
は
上
下
五
段
に
分
け
︑
上
か

ら
0
脚
菩
d
の
楣
拱
龕
︑
二
基
竝
列
の
坐
佛
尖
拱
龕
︑
二
佛
竝
坐
の
尖
拱
龕
︑

三
菩
d
竝
坐
宴
︑
5
宴
銘
區
が
�
置
さ
れ
る
︒
三
菩
d
竝
坐
宴
の
右
側
に
は

﹁
觀
世
�
菩
d
／
大
勢
志
菩
d
﹂︑
左
側
に
は
﹁
�
殊
師
利
菩
d
﹂
と
い
う
榜
題

が
あ
る
︒
左
右
の
區
劃
は
坐
佛
龕
を
竝
べ
た
上
層
と
供
養
者
列
の
下
層
と
に
二

分
で
き
る
︒
上
層
は
左
右
と
も
縱
一
一
行

×

橫
四
列
の
計
四
四
基
の
坐
佛
龕
か

ら
な
る
︒
た
だ
し
︑
�
上
層
右
端
の
一
龕
は
何
ら
か
の
理
由
で
缺
落
し
︑
代
わ

り
に
右
側
�
上
層
の
供
養
者
列
に
一
龕
を
加
え
て
い
る
︒
こ
の
こ
と
は
左
右
各

四
四
基
の
佛
龕
を
5
宴
す
る
必
然
�
な
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
を
�
示
す
る
︒
下

層
は
上
下
各
二
段
か
ら
な
る
︒
5
宴
記
は
下
二
段
分
を
占
め
︑
そ
の
右
に
比
丘

一
體
︑
左
に
比
丘
三
體
を
大
き
く
あ
ら
わ
し
︑
左
の
比
丘
に
そ
れ
ぞ
れ
﹁
邑
師

法
宗
﹂・﹁
邑
師
曇
秀
﹂・﹁
邑
師
�
I
﹂
の
名
を
刻
む
︒
俗
形
の
供
養
者
列
は
︑

比
丘
の
後
ろ
に
二
段
︑
そ
の
上
に
二
段
の
計
四
段
に
分
け
︑
右
側
に
女
性
︑
左

側
に
男
性
を
小
さ
く
�
列
し
て
い
る
︒
い
ず
れ
も
鮮
卑
裝
で
あ
る
︒
た
だ
し
︑

上
段
の
先
頭
だ
け
は
左
右
と
も
僧
形
で
︑
左
側
の
先
頭
に
は
﹁
邑
師
O
育
﹂
と

い
う
榜
題
が
あ
る
︒
供
養
者
の
數
を
み
る
と
︑
右
側
第
一
段
は
比
丘
一
體
と
女

性
六
體
︑
第
二
段
か
ら
第
四
段
は
そ
れ
ぞ
れ
女
性
一
〇
體
︑
左
側
第
一
段
は
比

丘
一
體
と
男
性
五
體
︑
第
二
段
は
男
性
七
體
︑
第
三
・
第
四
段
は
そ
れ
ぞ
れ
男

性
二
體
で
あ
る
︒
し
た
が
っ
て
︑
供
養
者
の
總
計
は
︑﹁
邑
師
﹂
四
體
︑
比
丘

二
體
︑
俗
形
の
女
性
三
六
體
︑
男
性
一
六
體
と
な
る
︒
5
宴
銘
に
願
C
は
﹁
邑

義
信
士
女
等
五
十
四
人
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
︑
そ
れ
は
俗
形
の
女
性
三
六

體
と
男
性
一
六
體
に
比
丘
二
體
を
加
え
た
計
五
四
體
に
な
る
︒
あ
る
い
は
左
側
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の
破
損
部
に
男
性
が
二
體
あ
っ
た
と
す
れ
ば
︑
比
丘
を
含
ま
な
い
女
性
三
六
體

と
男
性
一
八
體
の
計
五
四
體
に
な
ろ
う
︒

5
宴
銘
に
い
う
﹁
石
b
形
宴
九
十
五
區
J
諸
菩
d
﹂
に
つ
い
て
︑
原
報
吿
第

八
卷
圖
版
三
一
の
解
說
は
︑
中
央
區
�
下
段
の
三
菩
d
宴
は
こ
の
﹁
諸
菩
d
﹂

で
﹁
形
宴
九
十
五
區
﹂
は
﹁
中
央
龕
の
五
�
と
小
龕
九
十
と
を
さ
す
も
の
﹂
と

し
た
︒
そ
の
後
︑
長
廣
敏
雄
は
︑
中
央
區
の
形
宴
は
0
脚
菩
d
宴
龕
一
區

+

佛

坐
宴
龕
二
區

+

二
佛
竝
坐
宴
龕
一
區

+

三
菩
d
宴
三
區

=

七
區
と
數
え
︑
左
右

の
區
劃
に
あ
る
八
八
龕
は
五
十
三
佛
と
三
十
五
佛
を
合
し
た
八
十
八
佛
で
あ
り
︑
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4-2 邑義信士女等五十四人5石b形宴九十五區J諸菩d記

(上：原報吿 Pl. 8-30部分、下：怨� Pl. 19-42)

4-1 邑義信士女等五十四人5石b形宴と三菩d榜題

(左：怨� Pl. 19-42、右：1939年羽舘易撮影)



七
區

+

八
八
區

=

九
五
區
に
な
る
と
結
論
づ
け
た(1
)
︒
第
十
一
窟
南
壁
拱
門
上
の

第
二
五
b
龕
に
も
0
脚
菩
d
宴
の
左
右
に
縱
四
段

×

橫
一
一
列
に
重
層
す
る
八

八
基
の
坐
佛
龕
が
あ
り
︑
そ
こ
に
八
十
八
佛
の
信
仰
を
み
る
長
廣
の
推
論
は
�

當
で
あ
ろ
う
︒

5
宴
銘
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
﹁
石
b
﹂
は
﹁
邑
義
信
士
女
等
五
十
四
人
﹂
が
﹁
邑

師
法
宗
﹂
・
﹁
邑
師
曇
秀
﹂
・
﹁
邑
師
�
I
﹂
や
﹁
邑
師
O
育
﹂
ら
の
指
�
の
も
と

に
5
宴
し
た
も
の
で
あ
る
︒
そ
の
﹁
邑
義
﹂
や
太
和
七
年
に
お
け
る
5
宴
の
歷
1

�
#
義
に
つ
い
て
は
多
く
の
硏
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
お
り
︑
詳
細
は
怨
�
第

十
九
卷
の
四
六
～
五
〇
頁
な
ら
び
に
六
二
～
六
四
頁
を
參
照
さ
れ
た
い
︒
(岡
村
)

(1
)

長
廣
敏
雄
﹁
雲
岡
石
窟
の
謎
﹂
(﹃
佛
敎
藝
6
﹄
一
三
四
號
︑
一
九
八
一
年
︑

同
﹃
中
國
美
6
論
集
﹄︑
�
談
社
︑
一
九
八
四
年
に
再
錄
)
︒

5
︑
太
和
二
十
□
年
七
�
�
宴
記

太
和
二
十
□
年
七
G
十
□
日

第
十
一
窟
東
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
八
・
九

=

五
六
︑
�
年
一
二
〇
︑
辭
典
五
二
九
︑
楹
聯
四
七
︑

三
晉
一
五
︑
怨
�
一
九

=

六
四
︑
全
集
九

=

一
四
五

(
D
景
冩
眞
)

【釋
�
︼

太
和
廿？

丶 1

／
七
G
十
丶 2

／
為
□
□
丶 3

／
初？

□
丶
丶 4

／
自？

為？

丶
丶 5

／
5
︒

1

｢廿？

丶
﹂

：

雲
岡
﹁
□
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
﹂

2

｢丶
﹂

：

雲
岡
な
し

3

｢為
□
□
丶
﹂

：

雲
岡
﹁
爲
丶
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
爲
丶
丶
﹂

4

｢初？

□
丶
丶
﹂

：

雲
岡
﹁
丶
丶
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
丶
﹂

5

｢自？

為？

丶
丶
﹂

：

雲
岡
﹁
丶
丶
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
丶
﹂

【
槪
*
︼
第
十
一
窟
東
壁
の
太
和
七
年
龕
の
下
方
に
縱
十
三
行

×

橫
十
四
列
か

ら
な
る
千
佛
龕
が
あ
り
︑
中
央
下
に
は
初
轉
法
輪
の
大
き
な
坐
佛
龕
が
あ
る
︒
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5-1(右)千佛龕 (原報吿 Pl. 8-27部分)

5-2(左上)太和二十□年七G5宴記とその周邊 (怨� Pl. 19-43)

5-3(左下)太和二十□年七G5宴記 (倉本撮影)



そ
の
下
に
南
か
ら
單
層
塔
形
と
小
さ
な
三
基
の
坐
佛
龕
が
竝
列
し
︑
こ
の
5
宴

記
は
一
番
南
側
の
龕
の
下
に
刻
ま
れ
る
︒
銘
�
の
下
二
字
ほ
ど
は
下
の
第
三
二

龕
に
よ
っ
て
v
ら
れ
て
い
る
︒
三
龕
の
�
宴
は
す
べ
て
雙
領
下
垂
式
に
著
衣
す

る
︒
(岡
村
)

6
︑
侯
后
云
�
宴
記

第
十
一
窟
東
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
八
・
九

=

五
六
︑
�
年
一
二
〇
︑
辭
典
五
二
九
︑
楹
聯
四
四
︑

三
晉
一
七
︑
怨
�
一
九

=

六
四
︑
D
集
九

=

一
四
五
・
一
五
八
・
一

五
九
・
三
八
三

【釋
�
︼

侯1

／
后
／
云
／
為
／
F
／
母
︒

1

｢侯
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
候
﹂

【
槪
*
︼
こ
の
5
宴
記
は
L
項
5
の
三
龕
の
上
に
︑
向
か
っ
て
右
か
ら
左
に
一

�
字
ず
つ
計
六
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
︒
そ
の
上
に
初
轉
法
輪
龕
の
寶
壇
中
央
の

銘
區
を
破
壞
す
る
小
さ
な
二
龕
が
`
刻
さ
れ
て
お
り
︑
そ
れ
に
對
應
す
る
5
宴

記
で
あ
ろ
う
︒
(岡
村
)

7
a

-
e

︑
佛
弟
子
�
宴
記

第
十
一
窟
西
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
八
・
九

=

五
五
︑
�
年
一
二
〇
︑
硏
究
一
〇
四
︑
辭
典
五
二
九
︑

楹
聯
四
四
︑
三
晉
一
六
︑
怨
�
一
九

=

六
四
︑
D
集
九

=

一
〇
〇
・

一
〇
一
・
三
七
八

a

︑
佛
弟
子
�
藥
師
宴
記

七
佛
立
宴
を
南

(
窟
口
)
側
か
ら
數
え
た
第
四
宴
と
第
五
宴
と
の
閒

【釋
�
︼

佛
弟
子
鷺 1

□
／
彪？

2

發
心
5
藥
師
／
液 3

離
光
宴
一
軀
︒
／
願
〻
從
心
︒
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6 侯后云5宴記 (岡村撮影)



1

｢
鷺
﹂

：
雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
%
﹂

2

｢彪？

﹂
：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
﹂

3

｢
液
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
留
﹂

b

︑
弟
子
�
宴
記

七
佛
立
宴
を
南
側
か
ら
數
え
た
第
四
宴
と
第
五
宴
と
の
閒

【釋
�
︼

弟
子
白
齊
？

？
4

／
5
宴
一
區
︒
／
願
〻
從
心
︒

4

｢白
齊
？

？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
□
﹂

c

︑
弟
子
王
氏
�
宴
記七

佛
立
宴
を
南
側
か
ら
數
え
た
第
二
宴
と
第
三
宴
と
の
閒
︒

【釋
�
︼

弟
子
王 5

丶
丶
丶
為
七
／
世
父
母
︐
發
心
丶
丶
丶
／
□
母
為
丶
丶
丶
佛
／
丶
丶
妻

% 6

丶
丶
G
日
︒

5

｢王
﹂

：

雲
岡
・
怨
�
﹁
壬
﹂

6

｢%
﹂

：

雲
岡
﹁
初
﹂

d

︑
佛
弟
子
�
宴
記

七
佛
立
宴
の
南
か
ら
數
え
た
第
四
宴
と
第
五
宴
と
の
閒
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7a 5宴記
(上：原報吿 Pl. 8-65A部分、

下：原報吿補?拓 5A)

7a、7b、7d 5宴記とその周邊、第四宴と
第五宴の閒 (怨� Pl. 19-38)

7b 5宴記
(原報吿 Pl. 8-65B部分)



【釋
�
︼

佛
弟
子
／
□
□
□
／
發
心
5
／
宴
一
區
︒
父
母
男
女
／
□
□
□
□

e

︑
賀
若
步
洛
敦
�
多
寶
宴
記

七
佛
立
宴
を
南
か
ら
數
え
た
第
五
宴
と
第
六
宴
の
閒

雲岡石刻錄
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7c 5宴記とその周邊、第
二宴と第三宴との閒
(怨� Pl. 19-37)

← 7c 5宴記
(上：原報吿 Pl. 8-65C、

下：原報吿補?拓 5D)

7d 5宴記
(上：原報吿 Pl. 8-65D、

下：原報吿補?拓 5B)

7e 5宴記 (原報吿補?拓 5C)

7eと 9 太和二十年5宴記周邊、
第五宴と第六宴の閒
(岡村撮影)



【釋
�
︼

佛
弟
子
賀
若
步
／
洛
敦
發
心
5
多
寶
／
宴
一
區
︒
善
願
從
心
︒

【
槪
*
︼
第
十
一
窟
西
壁
の
中
央
に
南
北
幅
七
・
二

×

高
さ
二
・
五
メ
ー
ト
ル

の
長
大
な
屋
形
龕
が
あ
り
︑
七
佛
立
宴
が
竝
ん
で
い
る
︒
七
佛
は
す
べ
て
波
狀

髮
で
︑
中
國
式
�
制
で
あ
る
︒
中
三
7
の
5
宴
で
あ
ろ
う
︒
佛
立
宴
の
閒
に
は

不
規
則
に
5
宴
さ
れ
た
多
數
の
佛
龕
が
あ
り
︑
7
の
a
～
e
と
後
営
の
9
の
5

宴
記
が
確
'
さ
れ
て
い
る
︒
a
～
e
に
は
﹁
佛
弟
子
﹂
で
は
じ
ま
る
銘
�
を
ま

と
め
て
い
る
︒
い
ず
れ
も
紀
年
は
な
い
が
︑
洛
陽
�
都
後
の
`
刻
で
あ
ろ
う
︒

南
か
ら
數
え
た
第
二
宴
と
第
三
宴
と
の
閒
に
あ
る
5
宴
記
c
は
︑
高
さ
¡
一

〇
セ
ン
チ
の
小
佛
龕
三
基
が
中
央
部
を
破
壞
し
て
`
刻
さ
れ
て
お
り
︑
四
行
¡

三
〇
字
が
殘
存
す
る
の
み
で
あ
る
︒
5
宴
銘
の
上
端
か
ら
三
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
離

れ
た
上
方
︑
七
佛
立
宴
の
頭
部
の
橫
に
比
�
�
大
き
な
二
佛
竝
坐
龕
が
あ
り
︑

そ
れ
に
と
も
な
う
5
宴
記
で
あ
ろ
う
か
︒
二
佛
は
と
も
に
禪
定
形
で
︑
右
方
佛

は
雙
領
下
垂
式
︑
左
方
佛
は
3
�
式
で
あ
り
︑
左
右
で
著
衣
が
衣
な
っ
て
い
る
︒

南
か
ら
數
え
た
第
四
宴
と
第
五
宴
と
の
閒
に
は
︑
上
か
ら
順
に
a
︑
b
︑
d

の
5
宴
記
が
存
在
す
る
︒
第
二
・
第
三
宴
閒
と
同
じ
よ
う
に
七
佛
立
宴
の
頭
部

の
橫
に
大
き
な
二
佛
竝
坐
龕
が
あ
り
︑
下
に
は
一
對
の
大
き
な
供
養
者
が
向
き

合
っ
て
い
る
︒
そ
の
下
に
大
小
三
基
の
坐
佛
龕
が
あ
り
︑
北
側
の
大
き
い
龕
は

高
さ
二
一
セ
ン
チ
︑
�
宴
は
い
ず
れ
も
禪
定
形
で
あ
る
︒
そ
の
下
に
四
行
二
一

字
の
5
宴
記
a
が
あ
り
︑
佛
弟
子
某
が
發
心
し
て
﹁
藥
師
液
離
光
宴
一
軀
﹂
を

5
宴
し
︑
あ
ら
ゆ
る
願
い
が
思
い
の
ま
ま
に
な
る
よ
う
に
願
っ
た
と
あ
る
︒
原

報
吿
第
八
卷
圖
版
六
五
A
の
解
說
に
あ
る
よ
う
に
︑﹁
藥
師
﹂
は
北
魏
代
の
5

宴
記
に
は
ほ
と
ん
ど
例
を
み
な
い
佛
名
だ
が
︑
龍
門
古
陽
窟
の
孝
昌
元
年

(五

二
五
)
比
丘
尼
僧
□
5
宴
記
に
は
﹁
敬
5
彌
勒
宴
一
堪
︐
觀
�
藥
師
﹂
(石
刻
六

五
二
)
と
あ
り
︑
單
獨
で
は
な
く
︑
彌
勒
・
觀
�
と
竝
稱
さ
れ
て
い
る
︒
北
	

7
の
怨
出
¢
料
と
し
て
鄴
城
?
址
か
ら
出
土
し
た
東
魏
元
象
元
年

(五
三
八
)

比
丘
尼
O
¤
5
藥
師
宴
が
あ
る(1
)
︒
そ
の
5
宴
記
に
﹁
元
象
元
年
七
G
十
五
日
比

丘
尼
O
¤
敬
5
藥
師
宴
一
區
﹂
と
あ
る
が
︑
5
形
に
お
い
て
他
の
如
來
と
特
段

の
差
衣
は
な
い
︒

a
の
下
に
は
三
基
の
小
さ
な
坐
佛
龕
が
あ
り
︑
右
上

(北
側
)
の
龕
は
高
さ

一
三
セ
ン
チ
︑
上
に
5
宴
記
a
が
先
行
し
て
存
在
し
た
た
め
拱
額
を
刻
ま
な
い

が
︑
下
に
四
行
十
二
字
の
5
宴
記
b
が
あ
る
︒
こ
の
三
龕
の
下
方
に
高
さ
一
一

セ
ン
チ
の
小
龕
が
あ
り
︑
禪
定
形
の
佛
坐
宴
を
彫
刻
し
て
い
る
︒
龕
の
下
か
ら

右
側
に
か
け
て
五
行
二
〇
字
か
ら
な
る
5
宴
記
d
が
あ
る
︒

南
か
ら
數
え
た
第
五
宴
と
第
六
宴
と
の
閒
に
は
︑
e
と
後
営
す
る
9
の
5
宴

記
が
あ
る
︒
七
佛
立
宴
の
頭
部
の
橫
に
0
脚
菩
d
宴
を
C
�
と
す
る
大
き
な
楣

拱
龕
が
あ
り
︑
そ
の
直
下
に
大
小
二
基
の
坐
佛
龕
が
竝
列
す
る
︒
右
側
の
大
龕

の
下
に
三
行
二
〇
字
か
ら
な
る
5
宴
記
e
が
あ
る
︒
そ
の
﹁
佛
弟
子
賀
若
步
洛

敦
﹂
に
つ
い
て
閻
�
儒
は
﹃
周
書
﹄
卷
二
八
に
立
傳
さ
れ
る
賀
若
敦
に
比
定
す

る(2
)
︒
し
か
し
︑
か
れ
は
大
瓜
二
年

(五
三
六
)
に
十
七
歲
で
あ
っ
た
の
で
︑
年

齡
か
ら
み
る
と
別
人
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
︒
ま
た
︑
銘
�
に
は
﹁
多
寶
宴
一

區
﹂
を
5
っ
た
と
記
す
︒
多
寶
宴
と
あ
る
場
合
︑
3
例
で
は
釋
S
多
寶
の
二
佛

竝
坐
宴
を
指
す
が(3
)
︑
こ
の
5
宴
記
の
周
圍
に
は
見
當
た
ら
な
い
︒
大
小
二
基
の

坐
佛
龕
を
釋
S
多
寶
に
見
立
て
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

5
宴
記
の
語
句
に
つ
い
て
は
︑
b
を
除
く
a
か
ら
e
ま
で
み
な
﹁
發
心
﹂
と

い
う
語
を
用
い
て
い
る
點
が
共
3
す
る
︒
ま
た
﹁
願

(善
)
願
從
心
﹂
と
い
う

語
も
a
・
b
・
e
に
み
え
る
︒
後
営
す
る
9
の
5
宴
記
は
太
和
二
十
年
の
紀
年

を
a
し
︑
a
～
e
の
5
宴
記
も
ほ
ぼ
同
時
7
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
︒
(
岡
村
)

(1
)

中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
�
・
河
北
省
�
物
硏
究
�
・
河
北
省
臨
漳

縣
�
物
旅
游
局
�
﹃
鄴
城
�
物
菁
華
﹄
�
物
出
版
社
︑
二
〇
一
四
年
︑
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一
四
三
頁

(2
)

閻
�
儒
﹃
雲
岡
石
窟
硏
究
﹄
廣
西
師
範
大
學
出
版
社
︑
二
〇
〇
三
年
︑

一
〇
四
頁

(3
)

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
美
6
館
�
藏
の
N
興
二
年

(四
七
二
)

金
銅
佛
は
︑
二
佛
竝
坐
宴
を
表
わ
し
︑
銘
に
﹁
多
寶
一
區
﹂
と
記
し
て

い
る
が
︑
單
獨
の
佛
坐
宴
を
﹁
多
寶

(
宴
)
一
區
﹂
と
す
る
例
は
寡
聞

に
し
て
知
ら
な
い
︒

8
︑
太
和
二
十
年
七
�
記

太
和
二
十
年

(四
九
六
)

第
十
一
窟
西
壁
南
部

下
層
第
五
十
龕

【
著
錄
︼
雲
岡
八
・
九

=

五
六
︑
�
年
一
三
六
︑
辭
典
五
二
七
︑
楹
聯
四
六
︑

怨
�
一
九

=

六
四
︑
D
集
九

=

六
七
・
三
七
六

(釋
�
な
し
)

【釋
�
︼

太
和
廿
年
七
G
︒

【
槪
*
︼
第
十
一
窟
西
壁
の
七
佛
立
宴
龕
の
南
端
︑
南
か
ら
數
え
て
第
一
宴
と

第
二
宴
の
下
に
0
脚
菩
d
を
C
�
と
す
る
大
き
な
楣
拱
龕

(第
四
二
龕
)
が
あ

り
︑
そ
の
中
央
下
に
二
佛
竝
坐
龕

(第
四
九
龕
)
と
坐
佛
龕

(第
五
〇
龕
)
が
竝

列
し
て
い
る
︒
第
五
〇
龕
の
C
�
は
3
�
の
佛
坐
宴
で
︑
尖
拱
龕
の
拱
額
に
は

七
佛
を
淺
§
彫
す
る
︒
龕
下
の
寶
壇
に
は
表
面
を
Y
ら
に
す
る
鑿
痕
が
あ
り
︑

右
端
に
縱
書
き
で
﹁
太
和
廿
年
七
G
﹂
と
い
う
銘
�
が
一
行
だ
け
刻
ま
れ
て
い

る
︒
拓
本
は
縱
一
一

×

橫
二
四
セ
ン
チ
︒
第
八
窟
L
庭
部
か
ら
出
土
し
た
長
方

形
の
石
刻
斷
片

(殘
高
七
・
一

×

殘
幅
八
・
七
セ
ン
チ
)
は
︑
殘
存
面
の
右
端
に

一
行
だ
け
﹁
□
和
十
九
年
歲
﹂
と
刻
ん
だ
類
例
で
あ
る

(補
4
)
︒
こ
の
太
和
二
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8-1 太和二十年七G記とその周邊

(原報吿 Pl. 8-52部分)

8-2 太和二十年七G記

(上：岡村撮影、下：怨� Pl. 18-34b)



十
年
龕
の
�
置
か
ら
み
て
︑
上
に
位
置
す
る
第
四
二
龕
や
七
佛
立
宴
龕
は
い
ず

れ
も
四
九
六
年
以
L
の
5
宴
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
(岡
村
)

9
︑
太
和
二
十
年
弟
子
�
宴
記

太
和
二
十
年

(四
九
六
)
五
G

第
十
一
窟
西
壁
七
佛
立
宴
の
南
か
ら
數
え
て
第
五
宴
と
第
六
宴
の
閒

【
著
錄
︼
�
年
一
三
六
︑
辭
典
五
二
七
︑
楹
聯
四
六
︑
三
晉
一
五
︑
D
集
九

=

一
〇
〇
・
三
七
八

【釋
�
︼

太
和
廿
年
／
五
G
丶
／
弟
子
丶
／
為
丶
丶
丶

【
槪
*
︼
第
十
一
窟
西
壁
の
七
佛
立
宴
龕
の
南
か
ら
數
え
た
第
五
宴
と
第
六
宴

と
の
閒
︑
上
営
し
た
5
宴
記
7
e
の
直
下
に
3
�
の
佛
坐
宴
を
C
�
と
す
る
尖

拱
龕
が
あ
り
︑
そ
の
下
に
こ
の
5
宴
記
が
刻
ま
れ
て
い
る
︒
銘
�
の
下
¨
は
`

刻
の
坐
佛
龕
に
よ
っ
て
破
壞
さ
れ
る
︒
七
佛
立
宴
龕
が
中
三
7
に
位
置
づ
け
ら

れ
る
な
ら
ば
︑
そ
の
完
成
か
ら
ほ
ど
な
く
し
て
龕
下
や
龕
內
の
空
い
た
壁
面
を

利
用
す
る
`
刻
龕
が
5
宴
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
︒
(
岡
村
)

10
︑
太
和
十
九
年
七
�
二
十
一
日
記

太
和
十
九
年

(四
九
五
)
七
G
二
十
一
日

第
十
一
窟

不
詳

【
著
錄
︼
楹
聯
三
八

【釋
�
︼

太
和
？

？

十
九
年
七
G
廿
一
日
︒

【
槪
*
︼
原
錄
は
第
十
一
窟
と
の
み
記
す
が
︑
原
錄
を
は
じ
め
諸
本
に
は
そ
の

�
在
が
示
さ
れ
て
い
な
い
︒
(
岡
村
)

11
︑
太
和
十
三
年
�
宴
記

太
和
十
三
年

(四
八
九
)
七
G
二
十
二
日

第
十
一
d

(
怨
十
一

=

十
四
)
龕
外
東
側
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
一
〇

=

二
五
︑
硏
究
一
七
九
︑
�
年
一
二
六
︑
辭
典
五
二
七
︑

楹
聯
三
一
︑
怨
�
一
九

=

九
九
︑
D
集
九

=

三
三
九
・
三
九
七

(釋

�
な
し
)

【釋
�
︼

太
和
十
三
年
七
G
廿1

二
日
／
□
□
敬？

5
︒
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9 太和二十年弟子5宴記 (原報吿補?拓 5E)



1

｢廿
﹂

：
雲
岡
﹁
十
﹂︒

【
槪
*
︼

第
十
一
窟
の
外
壁
に
は
大
小
樣
々
な
窟
龕
が
う
が
た
れ
︑
�
も
大

き
い
の
が
同
窟
I
窓
東
©
の
第
十
一
A
窟
で
あ
る
︒
第
十
一
d
龕
は
そ
の
東
下

に
位
置
し
︑
龕
內
に
中
國
式
�
制
の
二
佛
竝
坐
宴
が
5
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
兩

窟
龕
の
切
り
合
い
關
係
か
ら
︑
第
十
一
d
龕
が
先
に
制
作
さ
れ
︑
こ
れ
を
e
食

す
る
よ
う
に
第
十
一
A
窟
が
開
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒

こ
の
紀
年
銘
は
︑
第
十
一
d
龕
の
外
壁
東
面
の
北
緣
に
刻
さ
れ
て
い
る
︒
し

か
し
同
龕
の
銘
區
は
別
に
確
保
さ
れ
て
お
り
︑
基
壇
部
中
央
の
區
畫
が
こ
れ
に

あ
た
る

(
�
字
は
確
'
で
き
な
い
)
︒
太
和
銘
に
對
應
す
る
の
は
︑
外
壁
東
面
の
︑

銘
の
南
©
に
位
置
す
る
小
坐
佛
龕
で
あ
る
︒
5
宴
が
大
破
し
て
原
形
を
留
め
な

い
點
が
惜
し
ま
れ
る
が
︑
當
該
銘
は
周
邊
諸
龕
の
年
代
設
定
に
指
標
を
與
え
る

貴
重
な
1
料
で
あ
る(1
)
︒
(稻
本
)

(1
)

楹
聯
三
一
頁
︒

12
︑
爲
�
女

(亡
父
)

�
宴
記

第
十
二
窟
L
室
西
壁

【
著
錄
︼
楹
聯
四
八
︑
三
晉
一
六
︑
怨
�
十
九

=

七
三

(銘
�
言
J
な
し
)
︑
D
集

一
〇

=

七
五
～
七
七

(銘
�
は
見
え
ず
)
・
三
三
八

【釋
�
︼

爲
F
／
女1

貴
□ 2

／
5
宴
丶

1

｢女
﹂

：

原
錄
﹁
父
﹂︑
楹
聯
に
從
う
︒

2

｢貴
□
﹂

：

原
錄
﹁
丶
丶
﹂︑
楹
聯
﹁
覺
□
﹂︒
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11 第十一窟外壁と太和十三年5宴記
(5宴記は□の部分)

(上：原報吿 Pl. 10-82部分)

(右：原報吿 Pl. 10-51部分)



【
槪
*
︼
第
十
二
窟
L
室
西
壁
下
層
に
は
D
面
に
火
龍
:
伏
を
C
題
と
す
る
二

佛
龕
が
あ
る

(南
端
は
後
世
の
泥
塑
が
北
魏
5
宴
を
ª
蓋
し
︑
詳
細
不
I
)
︒
中
央
の

坐
佛
龕
內
左
側
面
の
�
上
部
に
二
佛
竝
坐
の
`
刻
龕
が
あ
り
︑
5
宴
記
は
そ
の

上
部
に
刻
ま
れ
て
い
る

(楹
聯
四
八
)
︒
一
九
三
九
年
に
撮
影
さ
れ
た
原
報
吿
第

九
卷
圖
版
二
二
の
寫
眞
で
は
龕
內
に
s
世
の
泥
塑
が
殘
っ
て
い
る
が
︑
一
九
四

四
年
に
撮
影
さ
れ
た
寫
眞
で
は
そ
れ
が
剝
離
さ
れ
て
お
り
︑
こ
の
5
宴
記
は
そ

の
作
業
中
に
發
見
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
(
岡
村
)

13
︑
玄
津
凝
寂
�
宴
記

□
□

(
景
明
)
元
年

(五
〇
〇？

)

第
十
二
a

(
怨
十
二

=

一
)
龕

【
著
錄
︼
雲
岡
一
〇

=

二
九
︑
�
年
一
二
六
︑
辭
典
五
三
四
︑
楹
聯
四
九
︑
三

晉
一
七
︑
怨
�
一
九

=

一
〇
八
︑
D
集
一
〇

=

三
〇
五
・
三
五
六

【釋
�
︼

玄
津1

凝
寂
丶
丶
丶
丶
／
現
其
深 2

□
丶
丶
丶
丶
／
以
顯
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／
必
內

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／
5
宴
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／
丶
元
年
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／

1

｢津
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
D
集
﹁
事
﹂︑
楹
聯
﹁
律
﹂︒

2

｢深
﹂

：

雲
岡
﹁
□
﹂︑
原
錄
﹁
寂
﹂︑
楹
聯
に
從
う
︒

【
槪
*
︼
第
十
二
窟
の
外
壁
は
︑
正
面
三
閒
の
開
口
部
を
も
つ
︒
第
十
二
a
龕

(
怨
十
二

=

一
窟
)
は
三
閒
の
う
ち
東
脇
の
閒
の
東
«
め
上
に
位
置
し
︑
龕
口
の
左

右
に
︑
一
對
の
七
層
塔
形
を
あ
ら
わ
す
︒
後
壁
に
中
國
式
�
制
の
坐
佛
を
C
�

と
す
る
五
�
宴
を
5
り
︑
兩
側
壁
に
小
さ
い
千
佛
龕
を
列
ね
る
︒
外
壁
基
臺
部

中
央
に
長
方
形
の
銘
區
を
設
け
︑
そ
の
左
右
に
各
五
體
の
供
養
者
と
︑
一
體
の
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12 爲F女5宴記周邊 (怨� Pl. 19-59部分)



內
向
き
の
獅
子
宴
を
彫
出
す
る
︒
C
�
の
5
形
か
ら
�
都
後
の
制
作
と
み
な
さ

れ
︑
原
報
吿
の
解
說

(第
十
卷
二
九
頁
)
は
刻
銘
中
の
﹁
元
年
﹂
を
景
I
元
年

(五

〇
〇
)
に
あ
て
る
が
︑
年
號
部
分
は
(
讀
不
能
で
定
め
が
た
い
︒
な
お
佛
法
を
贊

嘆
す
る
冒
頭
の
字
句
は
︑
從
來
の
讀
み
を
改
め
﹁
玄
津
﹂
と
釋
讀
し
た
︒
(
稻
本
)

14
︑
邑
子
等
殘
字

第
十
三
窟
東
壁

【
著
錄
︼
�
年
一
二
六
︑
辭
典
五
二
七
︑
楹
聯
五
二
︑
三
晉
一
五
︑
怨
�
一
九

=

九
七
︑
D
集
一
一

=

七
九

(
D
景
冩
眞
)

【釋
�
︼

a
︑
弟？

二
辰？

子
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13-1 玄津凝寂5宴記と佛龕

(原報吿 Pl. 10-98)

13-2 玄津凝寂5宴記

(上：怨� Pl. 19-142B、下：原報吿補?拓 4B)

14-1 e「邑子賈」刻銘周邊 (原報吿 Pl. 10-30部分)

14-2 e「邑子賈」刻銘と供養者宴 (怨� Pl. 19-121)



b
︑
法
丶
丶
／
光？

丶
丶

c
︑
丶
／
丶
／
F？

／
父
／
□
／
？

d
︑
願
丶
丶
中
正

e
︑
邑
子
賈

f
︑
佛
弟
子
丶
丶
／
爲
F？

丶
丶

【
槪
*
︼

原
錄
は
第
十
三
窟
東
壁
の
題
記
と
し
て
五
種
を
®
錄
す
る
が
︑
位

置
¯
報
を
缺
く
︒
楹
聯
も
�
在
不
I
と
す
る
︒
し
か
し
e
﹁
邑
子
賈
﹂
の
み
は

水
野
・
長
廣
ら
に
よ
る
:
査
時
の
寫
眞

(圖
14
-
2
參
照
)
に
寫
っ
て
お
り
︑
佛

龕
の
基
部
に
竝
ぶ
供
養
者
宴
中
の
一
人
に
付
さ
れ
た
傍
題
と
(
I
す
る
︒

本
窟
東
壁
に
お
け
る
佛
龕
の
�
置
は
基
本
�
に
五
層
°
成
で
︑
第
三
層
に
は

橫
一
列
に
三
龕
が
竝
ぶ
︒
南
龕
は
二
佛
竝
坐
宴
を
入
れ
た
尖
拱
龕
︑
中
龕
は
0

脚
菩
d
の
兩
脇
に
¨
跏
思
惟
の
菩
d
を
�
す
る
楣
拱
龕
︑
北
龕
は
獨
�
で
禪
定

相
・
3
�
の
佛
坐
宴

(頭
部
後
補
)
を
お
く
尖
拱
龕
で
あ
る
︒
こ
の
三
龕
は
上

下
の
緣
が
一
致
す
る
が
橫
幅
が
衣
な
る
︒
特
筆
す
べ
き
は
下
緣
に
帶
狀
の
區
畫

を
設
け
︑
三
龕
を
3
し
て
の
供
養
者
列
宴
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
點
で
︑
一
つ
の

信
徒
團
體
が
規
模
の
衣
な
る
三
龕
を
同
時
に
供
養
し
た
こ
と
を
物
語
る
︒
こ
の

區
畫
に
は
﹁
阿
彌
陀
佛
﹂
と
い
う
後
世
の
墨
書
の
あ
る
長
方
形
の
銘
區
を
中
心

に
︑
北
側
十
九
人
︑
南
側
二
〇
人
で
°
成
さ
れ
る
行
列
が
︑
向
き
合
う
よ
う
に

�
さ
れ
る
︒
南
北
と
も
先
頭
の
二
體
が
比
丘
︑
他
は
す
べ
て
在
家
の
胡
人
男
性

で
あ
る
︒
在
家
の
胡
人
は
い
ず
れ
も
先
端
の
折
れ
た
²
子
を
か
ぶ
り
︑
裾
の
長

い
筒
袖
の
衣
と
ズ
ボ
ン
を
著
用
し
た
X
で
あ
る
︒

圖
14
-
2
に
寫
る
の
は
南
側
の
先
頭
四
名
で
あ
り
︑﹁
邑
子
賈
﹂
の
題
記
は
二

番
目
と
三
番
目
の
人
物
の
閒
に
確
'
で
き
る
︒
(稻
本
)

15
︑
□
僧
�
宴
記
等

第
十
三
A

(
怨
十
三

=

四
)
窟
門
口
西
側

【
著
錄
︼
�
年
一
二
六
︑
辭
典
五
二
七
︑
楹
聯
五
二
︑
三
晉
一
六

【釋
�
︼

a
︑
□
□
僧
□
／
□
父
□
□
／
丶
丶
／
丶
／
丶
丶
□
5
宴
一
丶

b
︑
佛
弟
子
丶
／
為？

父
母
／
□
5
□
／
丶
丶
丶

c
︑
比
丘
�
□
丶

d
︑
□
州
O？

人
僧
丶
丶

e
︑
丶
丶
／
O
人
／
僧
閤？

f
︑
□
／
□
／
³
／
5

g
︑
丶
丶
／
郭？

丶

【
槪
*
︼

第
十
三
A

(
怨
十
三

=

四
)
窟
は
︑
第
十
三
窟
の
西
©
に
位
置
す
る
︑

L
壁
に
列
S
を
も
つ
未
完
成
窟
で
あ
る
︒
原
錄
は
門
口
西
側
の
題
記
と
し
て
七

種
を
®
錄
す
る
も
の
の
位
置
¯
報
を
缺
き
︑
楹
聯
も
�
在
不
I
と
す
る
︒
(稻
本
)

16
︑
比
丘
尼
惠
定
�
釋
"
多
寶
彌
勒
宴
記

太
和
十
三
年
九
G
十
九
曰

(四
八
九
)

第
十
七
窟
I
窓
東
側

【
著
錄
︼
雲
岡
一
二

=

四
六
︑
�
;
三
四
九
︑
硏
究
二
〇
︑
�
年
一
二
六
︑
辭

典
五
五
九
︑
楹
聯
三
三
︑
三
晉
一
三
︑
怨
�
二
〇

=

八
九
︑
D
集
一

四

=

釋
論
五
・
一
六
二
・
一
六
三
・
一
七
二
・
二
八
八

【釋
�
︼

大 1

代
太
和
十
三
年
歲
／
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在
己
巳
九
G
壬
寅
朔
／

十
九
日
庚
申
︐
比
丘
尼
惠
／

定
身
o 2

重
患
︐
發
願
5
／

釋
加
・
多
寶
・
弥
勒
宴
三
／

區
︒
願
患
´
除
︐
願
現
世
／

安
隱
︐
戒
行
猛
利
︐
O
心
／

日
增
︐
誓
不
¶
轉
︒
以
此
／

5
宴
功
德
︐
�
J
七
世
／

父
母
︐
累
劫
諸
師
︐
无
邊
／

衆
生
︐
咸
同
斯
慶
︒

1

｢大
﹂

：

雲
岡
﹁
太
﹂

2

｢
o
﹂

：

雲
岡
﹁
在
﹂

【
槪
*
︼
第
十
七
窟
の
I
窓

(
高
さ
五
・
五
︑
幅
四
・
九
メ
ー
ト
ル
)
に
は
︑
東
西

兩
面
に
佛
龕
が
5
ら
れ
る
︒
こ
の
太
和
十
三
年

(
四
八
九
)
銘
5
宴
記
は
︑
東

面
の
上
下
二
龕
が
一
體
;
し
た
複
合
龕
に
屬
し
︑
下
龕
寶
壇
中
央
に
位
置
す
る
︒

龕
の
C
�
は
上
龕

(
楣
拱
龕
)
が
0
脚
菩
d
宴
︑
下
龕

(尖
拱
龕
)
が
二
佛
竝
坐

宴
を
入
れ
た
尖
拱
龕
で
あ
る
︒
�
宴
の
著
衣
は
い
ず
れ
も
西
方
式
で
︑
同
年
の

時
點
に
お
い
て
な
お
︑
こ
の
�
制
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
證
す
る
作
例
と

し
て
重
*
で
あ
る
︒

本
5
宴
記
は
︑
比
丘
尼
惠
定
が
自
身
の
重
病
の
Y
�
を
願
い
︑
彌
勒
・
釋

S
・
多
寶
宴
を
5
っ
た
こ
と
を
営
べ
る
︒
そ
れ
以
外
の
祈
願
の
內
容
は
︑
現
世

の
脩
行
に
關
す
る
こ
と
が
中
心
で
あ
る
︒
自
身
以
外
に
七
世
の
父
母
・
纍
劫
の

師
僧
・
あ
ら
ゆ
る
衆
生
に
5
宴
の
功
德
が
J
ぶ
こ
と
を
祈
願
し
て
い
る
︒
�
違

は
︑
銘
區
の
三
分
の
二
ほ
ど
を
埋
め
る
に
止
ま
る
︒
長
廣
敏
雄
は
銘
區
の
左
右
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に
各
四
人
︑
計
八
人
が
立
ち
竝
ぶ
供
養
者
の
D
員
を
比
丘
尼
と
み
な
し
︑
武
州

山
石
窟
寺
の
西
頭
に
あ
っ
た
と
い
う
尼
寺
に
い
た
と
推
定
す
る(1
)
︒

曇
¸
五
窟
周
邊
で
は
畫
一
�
な
小
千
佛
龕
が
刻
ま
れ
︑
外
壁
D
體
を
ª
っ
て

い
る
︒
こ
の
千
佛
は
本
窟
の
I
窓
・
拱
門
の
周
圍
に
も
刻
ま
れ
る
が
︑
こ
の
四

八
九
年
銘
龕
を
e
食
し
て
お
ら
ず
︑
少
な
く
と
も
第
十
七
窟
周
邊
で
は
同
年
を

�
ら
な
い
こ
と
が
I
白
で
あ
る
︒
千
佛
龕
は
非
常
に
廣
い
範
圍
に
J
ん
で
お
り
︑

杭
侃
は
中
國
式
著
衣
を
ま
と
う
第
十
六
窟
本
�
と
第
十
九
B
窟
本
�
の
改
作
が

完
成
し
た
の
ち
︑
曇
¸
五
窟
に
お
け
る
�
後
の
}
室
C
�
の
5
宴
と
し
て
制
作

が
行
わ
れ
た
と
考
え
る(

2
)
︒
一
方
︑
四
八
九
年
銘
龕
と
向
か
い
合
う
I
窓
西
側
で

は
︑
小
千
佛
龕
は
窟
L
円
築
の
梁
孔
を
|
け
て
5
ら
れ
て
い
る
︒
こ
の
事
實
は

第
十
四
窟
か
ら
第
二
十
窟
に
J
ぶ
窟
L
円
築
が
︑
四
八
九
年
の
直
後
に
千
佛
5

宴
と
一
聯
の
事
業
と
し
て
︑
}
室
に
よ
っ
て
円
立
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
物
語
る(

3
)
︒

二
佛
竝
坐
宴
の
上
に
0
脚
菩
d
宴
を
�
置
す
る
°
成
は
︑
當
該
佛
龕
に
先
ん

ず
る
第
七
窟
C
室
北
壁
に
�
も
典
型
�
な
も
の
が
み
ら
れ
︑
佛
塔
表
現
と
融
合

し
た
事
例

(第
十
一
窟
や
第
六
窟
に
み
ら
れ
る
)
に
お
い
て
は
︑
こ
の
二
つ
の
�

種
が
寶
塔
の
初
層
と
上
層

(
C
に
第
二
層
)
に
�
當
さ
れ
て
い
る
︒
二
佛
竝
坐

宴
の
依
據
す
る
法
華
信
仰
と
彌
勒
信
仰
の
結
合
の
根
據
に
つ
い
て
は
︑
兜
¹
天

上
へ
の
轉
生
が
﹃
法
華
經
﹄
�
賢
菩
d
勸
發
品
に
說
か
れ
る
こ
と
が
關
係
し
て

い
る
と
い
う
見
解
が
參
考
に
な
る(

4
)
︒
(稻
本
)

(1
)

長
廣
敏
雄
﹁
雲
岡
石
窟
の
謎
﹂
(﹃
佛
敎
藝
6
﹄
一
三
四
︑
一
九
八
一
年
︒

﹃
中
國
美
6
論
集
﹄
�
談
社
︑
一
九
八
四
年
に
再
錄
)
︒
雲
岡
の
尼
寺
に
言
J

す
る
1
料
と
し
て
酈
O
元
﹃
水
經
/
﹄
卷
十
三
の
﹁
武
州
川
水
印
東
南

液
︐
水
側
a
石
︐
祗
洹
舍
幷
諸
窟
室
︐
比
丘
尼
�
居
也
︒
其
水
印
東
轉
︐

徑
靈
巖
南
﹂︑
O
宣
﹃
廣
弘
I
集
﹄
卷
二
の
﹁
谷
深
三
十
里
︐
東
爲
僧

寺
︐
名
曰
靈
巖
︒
西
頭
尼
寺
︐
各
鑿
石
爲
龕
︐
容
千
人
﹂
(﹃
大
正
怨
脩

大
藏
經
﹄
第
五
二
卷
一
〇
三
頁
下
)
な
ど
の
記
事
が
あ
り
︑
辛
長
靑
他

﹁
雲
岡
出
土
比
丘
尼
曇
媚
5
宴
頌
碑
�
考
釋
﹂
(﹃
法
�
﹄
一
九
八
三
年
五

7
)
︑
陸
屹
峰
・
員
海
瑞
﹁
雲
岡
石
窟
尼
寺
考
﹂
(﹃
�
物
季
刊
﹄
一
九
八
九

年
第
一
7
︑
雲
岡
石
窟
�
物
硏
究
�
�
﹃
雲
岡
百
年
論
�
¼
集

(一
)﹄
�
物
出

版
社
︑
二
〇
〇
五
年
に
再
錄
)
な
ど
の
硏
究
が
參
照
さ
れ
る
︒

(2
)

杭
侃
﹁
雲
岡
第
二
十
窟
西
壁
坍
塌
�
時
閒
與
曇
¸
五
窟
�
初
�
布
局
設

計
﹂
(﹃
�
物
﹄
一
九
九
四
年
第
十
7
)
︒

(3
)

岡
村
秀
典
﹁
圖
版
解
說

第
二
十
窟
﹂
(京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�
・
中
國

社
會
科
學
院
考
古
硏
究
�
﹃
雲
岡
石
窟

第
二
十
卷
﹄
二
〇
一
六
年
)
︑
一
三
九

頁
︒

(4
)

久
野
美
樹
﹁
二
佛
竝
坐
宴
考
﹂
(﹃
M
U
S
E
U
M
﹄
四
四
六
︑
一
九
八
八
年
)
︒

﹃
妙
法
蓮
華
經
﹄
卷
八

�
賢
菩
d
勸
發
品
﹁
若
a
人
Á
持
讀
誦
︐
解

其
義
趣
︐
是
人
命
d
︐
爲
千
佛
Â
手
︐
令
不
恐
怖
︐
不
墮
惡
趣
︐
卽
�

兜
¹
天
上
彌
勒
菩
d
�
︒
彌
勒
菩
d
a
三
十
二
相
︐
大
菩
d
衆
�
共
圍

繞
︐
a
百
千
萬
億
天
女
眷
屬
︐
而
於
中
生
︒﹂
(﹃
大
正
怨
脩
大
藏
經
﹄
第

九
卷
六
一
頁
下
段
)
︒

17
︑
大
茹
茹
供
養
記

第
十
八
窟
門
口
西
側

【
著
錄
︼
石
0
三

=

一
六
︑
雲
岡
一
二

=

五
八
︑
�
;
三
〇
三
︑
硏
究
二
九
︑

�
年
一
五
二
︑
辭
典
五
一
七
︑
楹
聯
六
六
︑
三
晉
二
五
︑
怨
�
二
〇

=

一
〇
二
︑
D
集
一
五

=

釋
論
一
一
・
一
三
六
～
一
三
八
・
三
二
二

【釋
�
︼

大
茹
茹
國？

1

丶
丶
丶
丶
丶
／
可
敦
因 2

丶
丶
丶
丶
丶
丶
／
徑
斯
□ 3

丶
丶
丶
丶
丶
丶
／
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維？
4

□ 5

丶
丶
丶
丶
丶
丶
／
壤？

6

乃
□
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／
满
□
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／
載

之
□
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／
何
常 7

乎 8

丶
丶
丶
丶
丶
丶
／
以
茲
�
福
丶
丶
丶
丶
丶
／
谷

渾
國？

9

人
丶
丶
丶
丶
丶
／

方10

妙
洛？
11

□
丶
丶
丶
丶
丶
／
□
□
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／

1

｢國？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
丶
﹂・
石
0
な
し
︒
く
に
が
ま
え
の
部
分
が
か
ろ

う
じ
て
確
'
で
き
る
︒

2

｢因
﹂

：

石
0
な
し

3

｢□
﹂

：

雲
岡
﹁
故？

﹂

4

｢維？

﹂

：

石
0
﹁
□
﹂︑
雲
岡
﹁
淮？

﹂

5

｢□
﹂

：

石
0
﹁
雲
﹂

6

｢壤？

﹂

：

石
0
﹁
讓
﹂︑
雲
岡
﹁
□
﹂

7

｢常
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
掌
﹂

8

｢乎
﹂

：

石
0
﹁
子
﹂

9

｢國？

﹂

：

石
交
・
雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
﹂

10

｢方
﹂

：

石
0
﹁
玄
﹂

11

｢洛？

﹂

：

石
0
・
雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
﹂

【
槪
*
︼
こ
の
石
刻
銘
は
第
十
八
窟
拱
門
西
面
に
竝
ぶ
佛
龕
の
中
層
︑
二
佛
竝

坐
龕
の
寶
壇
中
央
に
刻
さ
れ
る
︒

冒
頭
に
﹁
大
茹
茹
﹂
(柔
然
)
︑﹁
可
敦
﹂
(
可
賀
敦
︒
可
汗
の
妻
)
と
い
う
語
が

見
え
︑
北
	
に
お
け
る
雲
岡
石
窟
に
お
い
て
柔
然
も
活
動
し
た
こ
と
を
示
す
1

料
と
し
て
貴
重
で
あ
る
︒
さ
ら
に
︑﹃
魏
書
﹄
の
記
営
に
よ
り
﹁
柔
然
﹂
が
自

稱
と
さ
れ
て
き
た
中
で
︑﹁
茹
茹
﹂
が
自
稱
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
點
で
も
#

義
が
大
き
い
︒
ま
た
吐
谷
渾
を
想

さ
せ
る
﹁
谷
渾
﹂
の
二
字
を
含
む
點
も
/

目
さ
れ
る
︒
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た
だ
し
缺
損
部
分
が
多
い
た
め
內
容
把
握
が
困
難
で
あ
り
︑
こ
れ
が
佛
宴
を

5
っ
た
こ
と
を
記
す
5
宴
記
か
︑
こ
こ
を
訪
れ
た
こ
と
を
記
す
の
み
の
來
訪
記

か
︑
さ
ら
に
は
︑
こ
の
刻
銘
の
年
代
に
つ
い
て
も
#
見
が
分
か
れ
て
い
る
︒
原

報
吿
は
5
宴
を
太
和
十
年
代

(四
八
六
～
四
九
六
)
と
し
︑
趙
一
德
は
孝
�
}
が

Y
城
に
い
た
時
7
四
七
二
～
四
九
二
年
と
す
る(1
)
︒
閻
�
儒
は
北
魏
と
柔
然
が
友

好
で
あ
っ
た
太
和
十
年

(四
八
六
)
～
十
六
年

(四
九
二
)
と
す
る(2
)
︒
一
方
︑
張

焯
は
こ
れ
を
來
訪
記
と
み
な
し
︑
刻
銘
の
時
7
は
正
光
四
年

(五
二
三
)
の
可

能
性
が
�
も
高
い
と
す
る(

3
)
︒
周
洩
洲
は
こ
れ
を
5
宴
銘
記
と
し
︑
刻
銘
の
年
代

は
五
三
四
～
五
五
二
年
の
可
能
性
が
高
い
と
す
る(4
)
︒
北
魏
時
代
︑
柔
然
の
可

汗
・
可
敦
自
身
が
Y
城
ま
で
來
た
記
錄
は
阿
Æ
瓌
以
外
に
は
見
ら
れ
な
い
︒
刻

銘
の
時
7
は
阿
Æ
瓌
自
身
が
北
魏
領
に
入
っ
た
五
二
〇
年
以
後
で
あ
る
こ
と
が

確
實
で
︑
�
下
限
は
同
人
が
突
厥
に
攻
擊
さ
れ
て
自
殺
し
た
天
保
三
年

(五
五

二
)
に
設
定
で
き
る
︒

阿
Æ
瓌
は
先
々
代
伏
圖
の
子
︑
先
代
醜
奴
の
弟
に
あ
た
り
︑
正
光
元
年

(五

二
〇
)
に
殺
Æ
さ
れ
た
醜
奴
の
後
を
う
け
て
卽
位
し
た
が
︑
わ
ず
か
十
日
に
し

て
王
	
の
內
紛
で
敗
れ
て
南
に
Ç
F
し
︑
北
魏
に
歸
順
し
た
︒
È
年
孝
I
}
は

阿
Æ
瓌
を
蠕
蠕
王
に
封
じ
︑
兵
を
つ
け
て
塞
北
に
É
Ê
し
た
と
い
う
︒
四
年
に

は
柔
然
の
民
が
大
Ë
饉
に
見
舞
わ
れ
た
た
め
阿
Æ
瓌
は
北
魏
に
荏
Ì
を
*
Í
し
︑

孝
I
}
も
そ
れ
に
應
じ
て
元
孚
を
Î
Ï
し
て
救
Ì
に
あ
た
ら
せ
た
が
︑
阿
Æ
瓌

は
元
孚
を
Ð
に
拘
束
し
︑
南
の
﹁
舊
京
﹂
Y
城
に
Ñ
し
て
よ
う
や
く
身
柄
を
釋

放
し
た
︒
尙
書
令
の
李
崇
は
敕
命
を
Á
け
︑
十
萬
の
騎
兵
を
¹
い
て
阿
Æ
瓌
討

伐
に
向
か
っ
た
が
︑
こ
れ
を
聞
い
た
阿
Æ
瓌
は
良
民
二
千
と
數
十
萬
に
J
ぶ

馬
・
牛
・
羊
を
掠
奪
し
︑
北
方
に
Ç
れ
た
と
い
う

(﹃
北
1
﹄
卷
一
六
元
孚
傳
︑
卷

九
八
蠕
蠕
傳
)
︒

張
焯
は
第
十
八
窟
の
當
該
銘
を
掠
奪
が
行
わ
れ
た
正
光
四
年
と
し
た
が(5
)
︑
阿

Æ
瓌
は
︑
母
と
大
臣
に
よ
っ
て
﹁
C
﹂
に
た
て
ら
れ
て
い
る
の
で
︑
兄
か
ら
位

を
繼
い
だ
正
光
元
年
の
時
點
で
す
で
に
﹁
可
汗
﹂
に
な
っ
て
い
た
と
み
な
し
て

よ
い
︒
た
だ
︑
體
制
を
整
え
る
L
に
內
紛
で
北
魏
に
落
ち
N
び
て
い
る
の
で
︑

可
汗
の
美
號
な
ど
を
整
備
す
る
時
閒
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒﹃
魏
書
﹄

や
﹃
北
1
﹄
蠕
蠕
傳
の
記
事
に
よ
れ
ば
︑
阿
Æ
瓌
が
﹁
敕
連
頭
兵
豆
伐
可
汗
﹂

と
號
し
た
の
は
正
光
六
年

(
五
二
五
)
四
G
で
あ
る
が
︑
漠
北
歸
Ê
後
︑
勢
力

が
擴
大
し
た
の
を
う
け
て
︑
改
め
て
美
號
を
設
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ(6
)
︑
そ
う

で
あ
れ
ば
張
焯
說
は
成
立
の
餘
地
が
あ
る
︒

こ
こ
で
再
檢
討
す
べ
き
は
︑
こ
の
佛
龕
J
び
5
宴
の
制
作
年
代
で
あ
る
︒
原

報
吿
第
十
二
卷
四
一
頁
で
は
︑
©
接
す
る
第
十
七
窟
の
I
窓
に
位
置
す
る
太
和

十
三
年

(四
八
九
)
銘
佛
龕
と
本
龕
を
竝
び
稱
し
て
︑﹁
こ
の
あ
た
り
の
︑
こ
の

作
風
の
佛
龕
が
太
和
十
年
代
に
つ
く
ら
れ
た
﹂
と
斷
じ
て
い
る
︒
し
か
し
西
方

式
著
衣
で
量
感
豐
か
な
四
八
九
銘
年
龕
の
5
宴
に
對
し
︑
當
該
龕
の
�
宴
は
中

國
式
�
制
で
體
形
も
比
�
�
華
奢
で
あ
り
︑
5
形
�
に
は
や
や
後
れ
る
*
素
が

目
立
つ
︒
よ
り
Ó
切
な
比
�
對
象
は
︑
第
十
七
窟
拱
門
の
東
西
壁
に
お
い
て
︑

本
龕
と
ほ
ぼ
照
應
す
る
位
置
に
刻
さ
れ
た
二
つ
の
二
佛
竝
坐
龕
で
あ
る
︒
本
龕

同
樣
︑
こ
の
二
龕
も
破
損
部
が
多
い
が
︑
�
制
や
體
形
だ
け
で
な
く
︑
尖
拱
額

の
坐
佛
列
の
光
背
を
線
刻
で
表
現
す
る
な
ど
︑
形
式
面
で
の
共
3
項
が
'
め
ら

れ
る
︒
し
か
し
第
十
七
窟
の
I
窓
・
拱
門
の
5
宴
の
場
合
︑
上
方
に
位
置
す
る

龕
の
方
が
古
樣
な
5
形
を
示
す
一
方
︑
二
佛
竝
坐
龕
を
含
む
東
壁
拱
門
部
一
帶

の
區
割
り
は
︑
千
佛

(16
の
解
說
參
照
)
に
よ
る
e
食
を
Á
け
て
い
な
い
點
か
ら

み
て
︑
四
八
九
年
を
大
き
く
下
ら
な
い
時
點
で
固
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ

う
︒
比
�
�
ゆ
と
り
の
あ
る
龕
內
空
閒
や
細
部
の
#
匠
に
鑑
み
て
も
︑
龕
の
外

形
か
ら
5
宴
ま
で
が
︑
雲
岡
5
宴
の
d
息
7
で
あ
る
五
二
三
年
の
頃
︑
一
擧
に

制
作
さ
れ
た
と
み
な
す
こ
と
は
躊
躇
さ
れ
る
︒
東
壁
拱
門
二
佛
竝
坐
龕
の
尖
拱

額
は
未
完
成
で
あ
り
︑
第
十
八
窟
拱
門
部
も
含
め
︑
同
年
の
頃
に
周
邊
が
類
似

の
狀
況
を
Ô
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
︒
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以
上
諸
點
を
考
慮
す
れ
ば
︑
當
該
刻
銘
は
來
訪
記
の
可
能
性
を
も
つ
一
方
︑

�
中
の
﹁
以
茲
�
福
﹂
を
5
宴
の
功
德
を
さ
す
願
�
中
の
字
句
と
解
釋
し
て
︑

未
完
成
龕
に
`
刻
を
行
う
な
ど
し
て
開
眼
に
至
ら
し
め
た
記
錄
の
可
能
性
も
'

め
て
よ
か
ろ
う
︒
い
ず
れ
に
せ
よ
︑
曇
¸
五
窟
の
中
央
窟
で
あ
る
第
十
八
窟
の

門
口
と
い
う
特
別
な
場
�
で
︑
柔
然
の
可
敦
が
佛
事
を
行
っ
た
#
義
が
︑
改
め

て
問
題
に
な
る
だ
ろ
う
︒

と
こ
ろ
で
s
年
︑
當
該
銘
の
解
釋
に
大
き
な
影
響
を
J
ぼ
す
怨
1
料
が
發
見

さ
れ
た
︒
二
〇
一
四
年
十
一
G
～
二
〇
一
五
年
七
G
︑
西
安
市
長
安
區
郭
庄
村

の
西
魏
の
墓
か
ら
出
土
し
た
吐
谷
渾
出
身
の
暉
華
公
C

(五
〇
三
～
五
四
一
)
の

墓
誌
で
あ
り
︑
二
〇
一
九
年
に
發
掘
報
吿
が
公
刊
さ
れ
た(7
)
︒
こ
の
墓
誌
は
吐
谷

渾
の
歷
1
や
吐
谷
渾
と
柔
然
と
の
關
係
に
怨
知
見
を
も
た
ら
す
重
*
な
1
料
で

あ
り
︑
周
洩
洲
が
そ
の
內
容
を
詳
細
に
考
證
し
た(8
)
︒
こ
の
論
考
に
よ
る
と
︑
墓

誌
の
�
中
に
み
え
る
吐
谷
渾
C
の
I
元
と
は
諡
號
で
あ
り
︑
伏
連
籌
を
指
す
︒

暉
華
公
C
は
伏
連
籌
の
第
四
女
で
あ
り
︑
そ
の
姉
が
柔
然
の
阿
Æ
瓌
に
嫁
ぎ
︑

阿
Æ
瓌
が
可
汗
と
な
る
と
︑
そ
の
姉
は
可
敦
と
稱
し
た
︒
西
魏
大
瓜
四
年

(五

三
八
)
正
G
︑
可
敦
の
長
女
が
十
四
歲
で
西
魏
の
�
}

(元
寶
炬
)
に
嫁
い
だ

(﹃
北
1
﹄
卷
一
三
后
妃
傳
上
・
魏
悼
后
傳
)
︒
こ
れ
が
悼
皇
后

(五
二
五
～
五
四
〇
)

で
あ
り
︑
伏
連
籌
の
娘
が
柔
然
の
阿
Æ
瓌
に
嫁
い
だ
の
は
正
光
五
年

(五
二
四
)

以
L
と
(
I
す
る
︒

第
十
八
窟
の
當
該
銘
の
作
成
年
代
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
と
︑﹁
吐
谷
渾
﹂
ら

し
き
名
稱
が
出
て
く
る
も
の
の
︑﹁
可
敦
﹂
が
﹁
吐
谷
渾
﹂
で
あ
っ
た
と
I
記

さ
れ
て
い
る
譯
で
は
な
い
の
で
︑
こ
れ
を
阿
Æ
瓌
の
妻
と
斷
定
す
る
こ
と
は
難

し
い
︒
た
だ
︑
現
時
點
で
は
吐
谷
渾
出
身
の
柔
然
の
可
敦
は
阿
Æ
瓌
の
可
敦
し

か
知
ら
れ
て
い
な
い
︒
銘
�
の
作
成
年
代
が
六
世
紀
L
¨
と
な
れ
ば
︑
阿
Æ
瓌

の
可
敦
の
可
能
性
は
高
く
な
る
︒
銘
�
の
﹁
方
妙
﹂
と
い
う
語
は
︑
北
	
5
宴

記
の
定
型
句
で
あ
る
﹁
託
生
西
方
妙
樂

(洛
)
國
土
﹂
を
豫
想
さ
せ
︑
5
宴
の

功
德
に
よ
っ
て
可
敦
の
s
親
で
あ
る
吐
谷
渾
人
の
F
者
が
西
方
淨
土
へ
生
ま
れ

る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
と
推
測
で
き
る
︒
た
だ
し
缺
損
部
分
が
あ
ま
り
に
多
い

の
で
斷
定
は
で
き
な
い
︒

な
お
﹃
高
僧
傳
﹄
卷
八
に
は
僧
法
瑗
の
第
二
兄
で
︑
經
論
を
解
し
數
6
を
×

ね
備
え
て
い
た
と
い
う
僧
法
愛
が
︑﹁
芮
芮
國
師
﹂
と
し
て
俸
祿
三
千
戶
を
與

え
ら
れ
た
と
の
記
載
が
あ
る
︒
法
瑗
は
南
齊
永
I
七
年

(
四
八
九
)
す
な
わ
ち

北
魏
太
和
十
三
年
に
八
十
一
歲
で
示
寂
し
て
お
り
︑
五
世
紀
の
時
點
で
柔
然
が

す
で
に
佛
敎
を
Á
容
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒
そ
の
實
態
は
詳
ら
か
で

な
い
が
︑
永
Y
四
年

(五
一
一
)
九
G
︑
兄
の
醜
奴
が
沙
門
洪
宣
を
Ï
わ
し
て

宣
武
}
に
﹁
珠
宴
﹂
を
奉
獻
し
た
と
い
う
﹃
魏
書
﹄
蠕
蠕
傳
の
記
事
も
/
目
さ

れ
よ
う(9
)
︒
(稻
本
・
倉
本
)

(1
)

趙
一
德
﹃
雲
岡
石
窟
�
;
﹄
三
〇
二
～
三
一
一
頁
︒

(2
)

閻
�
儒
﹃
雲
岡
石
窟
硏
究
﹄
三
〇
頁
︒

(3
)

張
焯
﹃
雲
岡
石
窟
�
年
1
﹄
一
五
三
頁
︒

(4
)

周
洩
洲
﹁
關
于
雲
岡
石
窟
�
︽
茹
茹
5
宴
銘
記
》
︱
︱
×
談
柔
然
�
名

號
問
題
﹂
(﹃
西
北
大
學
學
報
﹄
一
九
八
三
年
第
一
7
︑
雲
岡
石
窟
�
物
硏
究
�

�
﹃
雲
岡
百
年
論
�
¼
集

(
一
)﹄
�
物
出
版
社
︑
二
〇
〇
五
年
に
再
錄
)
︒

(5
)

/

(3
)
張
焯
著
參
照
︒

(6
)

會
田
大
輔
氏
の
ご
敎
示
に
よ
る
︒

(7
)

陝
西
省
考
古
硏
究
院
・
陝
西
歷
1
Û
物
館
・
長
安
﹁
陜
西
西
安
西
魏
吐

谷
渾
公
C
與
茹
茹
大
將
軍
合
葬
墓
發
掘
鯵
報
﹂﹃
考
古
與
�
物
﹄
二
〇

一
九
年
第
四
7
︒

(8
)

周
洩
洲
﹁
吐
谷
渾
暉
華
公
C
墓
誌
與
北
	
北
方
民
族
關
係
﹂﹃
民
族
硏

究
﹄
二
〇
二
〇
年
第
二
7
︒

(9
)

/

(4
)
周
洩
洲
論
�
參
照
︒

雲岡石刻錄

203



18
︑
淸
信
士
�
宴
記

N
昌
四
年

(五
一
五
)
九
G
十
五
日

第
十
九
B

(
怨
十
九

=

二
)
窟
後
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
一
三
・
一
四

=

七
一
︑
硏
究
一
七
六
︑
�
年
一
四
七
︑
辭
典
五

五
八
︑
楹
聯
五
九
︑
三
晉
二
四
︑
怨
�
二
〇

=

一
三
六
︑
D
集
一
六

=

二
七
四
・
二
七
五
・
二
七
七
・
三
四
六

【釋
�
︼

N
昌
四
年
歲
f
乙
／

未
九
G
辛
丑
朔
十
／

五
日
乙
卯
︐
淸
信
士
／

元
曇
慶 1

・
母
王
鳳
皇
／

丶
丶
丶
F
丶
丶
丶
／

釋
S
？

？
2

宴 3

一
區
︒
上
爲
／

皇
}
陛
下
・
太4

皇
太
／

后
︐
幷 5

J
七
世6

� 7

生
／

父
母
︐
願8

託
生
西
方
／

妙
樂
國
土
︐
蓮
花
;
／

生
︒
後9

願
己
身
丶
丶
／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
日
臻10

丶
／

丶
丶
丶
／

丶
丶
丶
／

丶
丶
丶
／

丶
丶
丶

1

｢曇
慶
﹂

：

雲
岡
﹁
丶
父
﹂
原
錄
・
楹
聯
﹁
三
爲
F

？

？

？

父
﹂

2

｢釋
S

？

？

﹂

：
雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
5
﹂

3

｢
宴
﹂

：
雲
岡
﹁
丶
﹂

4

｢太
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
太
﹂

5

｢
幷
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
下
﹂

6

｢七
世
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
七
世
父
母
﹂

7

｢
�
﹂

：

雲
岡
﹁
�
﹂

8

｢願
﹂

：

雲
岡
な
し

9

｢後
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
﹂

10

｢臻
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
﹂

【
槪
*
︼
第
十
九
B
窟
左
壁
下
部
に
位
置
す
る
︑
複
雜
な
°
成
の
楣
拱
龕
に
付

屬
す
る
5
宴
記
で
あ
る
︒
龕
の
C
�
は
裳
懸
座
を
も
つ
佛
坐
宴
で
︑
周
圍
に
細

か
な
區
畫
を
設
け
て
飛
天
︑
�
殊
・
維
Ü
宴
︑
二
體
の
佛
立
宴
な
ど
︑
多
Ý
な

モ
チ
ー
フ
を
�
し
て
い
る
︒
銘
區
は
C
�
の
直
下
に
あ
り
︑
兩
脇
に
は
と
も
に

傘
を
さ
し
か
け
る
從
者
を
Þ
う
︑
騎
馬
人
物

(
向
か
っ
て
左
)
と
騎
象
人
物

(同

右
)
を
あ
ら
わ
す
︒
こ
の
一
對
の
圖
宴
に
つ
い
て
︑
原
報
吿
第
十
三
卷

(
圖
版

一
二
六
)
の
解
說
は
釋
�
の
出
家
踰
城
と
�
賢
菩
d
と
す
る
が
︑
後
者
が
佛
傳

中
の
乘
象
入
胎
で
あ
る
可
能
性
な
ど
も
想
定
で
き
︑
比
定
に
は
課
題
が
の
こ
る
︒

こ
の
下
に
は
圓
拱
龕
に
入
っ
た
一
段
の
坐
佛
列

(計
十
體
)
︑
さ
ら
に
下
に
は

供
養
者
列
宴
が
あ
ら
わ
さ
れ
る
が
︑
畫
面
向
か
っ
て
左
下
隅
の
壁
面
は
大
き
く

切
り
取
ら
れ
て
い
る
︒
供
養
者
列
は
後
方
に
い
く
に
つ
れ
て
身
長
が
低
く
な
っ

て
お
り
︑
ß
s
を
#
識
し
た
表
現
と
み
て
よ
い
︒

本
5
宴
記
で
/
目
す
べ
き
は
︑﹁
太
皇
太
后
﹂
と
い
う
語
が
見
え
る
こ
と
で

あ
る
︒
N
昌
四
年
正
G
に
宣
武
}
が
�
じ
︑
孝
I
}
が
卽
位
︒
二
G
に
高
皇
后

が
皇
太
后
︑
生
母
の
胡
氏
が
皇
太
妃
と
な
っ
た
︒
し
か
し
皇
太
后
高
氏
は
兄
の

司
徒
高
c
が
死
罪
と
な
っ
た
た
め
出
家
し
て
尼
と
な
り
︑
八
G
六
日
に
胡
氏
が
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皇
太
后
と
な
り
︑
九
G
五
日
に
萬
機
を
親
覽
す
る
詔
を
下
す
︒
當
時
︑
胡
氏
は

皇
太
后
で
あ
っ
て
︑
太
皇
太
后
は
存
在
し
な
い
︒
た
だ
し
︑
山
西
省
柳
木
巖
Ü

崖
の
N
昌
四
年
八
G
十
四
日
5
宴
記(1
)
や
︑
熙
Y
二
年

(五
一
七
)
孔
惠
超
5
宴

記(2
)
に
も
﹁
太
皇
太
后
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
/
#
す
べ
き
で
あ
る
︒
ま
た
︑

﹁
託
生
西
方
妙
樂
國
土
﹂﹁
蓮
花
;
生
﹂
と
い
う
西
方
淨
土
信
仰
の
定
型
句
が
見

え
る
こ
と
で
も
/
#
さ
れ
る
︒
(
稻
本
・
倉
本
)

(1
)

劉
澤
民
・
李
玉
I
C
�
﹃
三
晉
石
刻
大
D
・
晉
城
市
沁
水
縣
卷
﹄
(
三
晉

出
版
社
︑
二
○
一
二
年
)
六
頁
︒

(2
)

河
南
Û
物
院

�

王
景
荃

C
�
﹃
河
南
佛
敎
石
刻
5
宴
﹄
(大
象
出
版
社
︑

二
○
○
九
年
)
四
八
～
五
三
頁
︒

19
︑
佛
弟
子
�
宴
記

第
二
十
窟
西
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
一
三
・
一
四

=

八
四
︑
硏
究
三
九
︑
�
年
一
二
六
︑
辭
典
五
五

九
︑
楹
聯
五
三
︑
三
晉
二
七
︑
怨
�
二
〇

=

一
四
二
・
一
五
二
︑
D

集
一
七

=

八
一
・
二
六
五

【釋
�
︼

a
︑
佛
弟
子
盖
□ 1

／
爲
七
世
父
母
︐
�
／
生
父
母
□
□

b
︑
□
□
□ 2

J
知
／
識
︐
5
多
寶
佛
二 3

區
︒

1

｢盖
□
﹂

：

雲
岡
﹁
□
□
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
善
師

？

？

﹂︒﹁
盖
﹂
は
﹁
蓋
﹂
の

衣
體
字
︒

2

｢□
□
□
﹂

：

楹
聯
﹁
善？

師
子？

﹂

3

｢寶
佛
二
﹂

：

雲
岡
﹁
丶
丶
丶
﹂
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18 淸信士5宴記とその周邊

(右上：原報吿 Pl. 13-126A部分、左上：原報吿 Pl. 13-126B部分、下：原報吿補?拓 2B)



【
槪
*
︼
曇
¸
五
窟
の
ひ
と
つ
第
二
十
窟
は
︑
脆
い
巖
質
の
た
め
L
壁
も
ろ
と

も
右
脇
侍
佛
が
早
く
に
�
落
し
た
が
︑
そ
の
頭
光
外
周
の
¨
パ
ル
メ
ッ
ト
竝
列

á
が
西
壁
に
一
部
殘
存
し
て
い
る
︒
そ
の
頭
光
に
食
い
.
む
形
で
小
さ
な
二
佛

竝
坐
龕
が
5
宴
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
こ
の
佛
龕
は
本
�
と
脇
侍
の
基
本
5

宴
と
同
じ
L
一
7
の
開
窟
時
に
5
宴
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

右
脇
侍
佛
の
¨
パ
ル
メ
ッ
ト
竝
列
á
と
佛
龕
の
拱
額
が
0
差
す
る
と
こ
ろ
に

短
册
形
の
銘
區
が
あ
り
︑
二
行
一
二
字
か
ら
な
る
5
宴
記
19
b
が
刻
ま
れ
︑
そ

の
左
側
に
は
未
\
蓮
華
を
捧
げ
る
高
髻
形
の
供
養
天
人
が
上
¨
身
だ
け
表
し
て

い
る
︒
そ
の
後
ろ
に
は
鮮
卑
²
を
か
ぶ
る
供
養
者
が
果
實
狀
の
供
物
を
]
え
︑

頭
を
垂
れ
て
跪
い
て
お
り
︑
供
養
天
人
宴
と
の
閒
に
三
行
一
七
字
か
ら
な
る
5

宴
記
a
が
刻
ま
れ
る
︒
こ
の
供
養
者
宴
は
願
C
の
﹁
佛
弟
子
蓋
□
﹂
で
あ
ろ
う
︒

蓋
氏
に
つ
い
て
姚
薇
元
は
﹁
魏
書
世
祖
紀
a
廬
水
胡
蓋
吴
︐
聚
衆
反
於
杏
城
︒

杏
城
本
廬
水
胡
居
地
︐
�
謂
廬
水
胡
實
卽
五
胡
中
之
羯
胡
︐
是
蓋
樓
氏
乃
羯
族

也
︒
孝
�
高
后
母
蓋
氏
︐
節
義
蓋
㑺
︐
疑
皆
此
族
人
︒﹂
と
い
う(1
)
︒
本
窟
の
5

營
時
に
こ
の
佛
龕
を
寄
�
し
た
蓋
氏
は
︑
當
時
の
a
力
な
胡
姓
氏
族
で
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
︒
0
脚
菩
d
龕
と
二
佛
竝
坐
龕
を
上
下
に
�
し
た
第
十
七
窟
I

窓
太
和
十
三
年

(四
八
九
)
龕
の
5
宴
記
16
に
は
﹁
釋
S
・
多
寶
・
彌
勒
宴
三

區
﹂︑
第
十
一
窟
西
壁
の
5
宴
記
7
e
に
は
﹁
多
寶
宴
一
區
﹂
と
あ
り
︑
こ
こ

で
﹁
多
寶
佛
二
區
﹂
と
い
う
の
は
釋
S
・
多
寶
二
佛
の
﹁
二
區
﹂
を
指
す
の
で

あ
ろ
う
︒

曇
¸
五
窟
は
�
成
}
の
發
願
に
よ
る
皇
}
の
た
め
の
石
窟
で
あ
る
が
︑
こ
の

佛
龕
は
本
�
大
佛
の
5
營
と
時
を
同
じ
く
し
て
石
窟
の
5
營
事
業
に
協
贊
す
る

皇
}
以
外
の
﹁
佛
弟
子
﹂
が
自
己
の
﹁
七
世
父
母
﹂
の
た
め
に
5
宴
さ
れ
た
こ

と
を
も
の
が
た
る(2
)
︒
(岡
村
)

(1
)

姚
薇
元
﹃
北
	
胡
姓
考
﹄
(
修
訂
本
︑
中
華
書
局
︑
二
〇
〇
七
年
)
一
六
四

頁
︒

(2
)

岡
村
秀
典
﹁
雲
岡
石
窟
の
初
7
5
宴

︱
︱
曇
¸
五
窟
の
佛
龕
を
中
心

と
し
て
﹂﹃
東
方
學
報
﹄
京
都
第
九
三
册
︑
二
〇
一
八
年
︒

20
︑
尼
�
法
□
�
宴
記

第
二
十
二

(
怨
二
十
三
)
窟
東
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
一
五

=

七
一
︑
�
年
一
四
五
︑
辭
典
五
五
六
︑
楹
聯
五
四
︑
三

晉
二
六
︑
怨
�
二
〇

=

一
六
一
︑
D
集
一
八

=

六
一
・
六
二
・
三
三

八

【釋
�
︼

a
︑
尼
O
法
□
／
�
5
宴
二
／
區
︒
爲
父
母
丶
丶

b
︑
興
法？

□
□
／
尼
O
惠
洛？

5
／
宴
二
區
︒
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19 佛弟子5宴記 (原報吿 Pl. 14-49B)
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【
槪
*
︼
第
二
十
一
窟
以
西
の
西
方
諸
洞
は
基
底
部
の
岩
質
が
脆
く
︑
L
壁
の

�
落
し
た
石
窟
が
少
な
く
な
い
︒
第
二
十
二
窟

(
怨
二
十
三
窟
)
も
そ
の
ひ
と

つ
で
︑
東
方
�
;
硏
究
�
の
:
査
時
に
は
奧
壁
の
二
佛
竝
坐
龕
を
殘
す
の
み
で

あ
っ
た
︒
一
九
二
〇
年
ご
ろ
北
京
の
山
本
寫
眞
館
が
撮
影
し
た
寫
眞
を
み
る
と
︑

東
壁
は
二
佛
竝
坐
龕
︑
西
壁
は
二
佛
竝
立
龕
︑
天
井
は
二
大
蓮
華
á
で
あ
り
︑

三
壁
に
二
佛
竝
列
宴
を
�
置
し
た
特
衣
な
石
窟
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︒
こ

の
5
宴
記
は
第
二
十
二
窟
L
に
�
落
し
て
い
た
斷
石
に
刻
ま
れ
て
い
た
も
の
で
︑

二
佛
竝
坐
宴
の
閒
に
大
小
二
對
の
坐
佛
龕
が
上
下
に
`
刻
さ
れ
︑
下
方
の
竝
列

す
る
二
小
龕
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
5
宴
記
が
刻
ま
れ
て
い
る
︒
5
宴
記
の
兩
方
に

﹁
5
宴
二
區
﹂
と
あ
る
の
は
︑
こ
の
一
對
の
坐
佛
竝
列
龕
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
︒

D
集
の
寫
眞
を
み
る
と
︑
現
在
で
は
も
と
の
位
置

(二
十
二
窟
東
壁
北
側
)
に
戾

さ
れ
て
い
る
︒
5
宴
記
の
﹁
尼
O
﹂
は
二
字
で
﹁
尼
﹂
と
い
う
#
を
表
す
か
ら
︑

5
宴
C
の
尼
僧
の
名
は
﹁
法
□
﹂
と
﹁
惠
洛？

﹂
で
あ
る
︒
同
樣
の
事
例
と
し
て
︑

龍
門
石
窟
古
陽
洞
の
永
Y
四
年

(五
一
一
)
比
丘
尼
O
僧
略
5
宴
記
が
あ
る
︒

5
宴
記
の
兩
方
に
﹁
5
宴
二
區
﹂
と
あ
る
の
は
︑
こ
の
一
對
の
坐
佛
竝
列
龕
を

い
う
の
で
あ
ろ
う
︒
D
集
の
寫
眞
を
み
る
と
︑
現
在
で
は
も
と
の
位
置

(二
十

二
窟
東
壁
北
側
)
に
戾
さ
れ
て
い
る
︒
(岡
村
・
倉
本
)

21
︑
老
李
自
願
�
宴
記

第
二
十
七

(
怨
二
十
八
)
窟
北
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
一
五

=

七
四
︑
硏
究
一
九
六
︑
�
年
一
四
二
︑
辭
典
五
五
九
︑

楹
聯
五
五
︑
三
晉
二
〇
︑
怨
�
二
〇

=

一
六
二
︑
D
集
一
八

=

一
八

六
・
一
八
九
・
三
四
九
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20 尼O法□5宴記斷石 (原報吿 Pl. 15-10C)

21-1 第二十七窟 (怨二十八窟) 北壁

(岡村撮影)



【釋
�
︼

丶
丶
華？

大
丶
丶
丶 1

興
滅
乃
惟
□
f？

丶 2

／

丶
丶
丶
詣？

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／

丶
丶
丶
登？

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／

丶
丶
節 3

丶
丶
丶
丶
丶
丶
離
難 4

丶
丶
丶
／

一
切
寶？

海
丶
丶
丶
丶 5

衆
？
靈6

之
丶
丶
丶
／

丶
如
契？

7

在
於
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶 8

／

丶
乘？

此
福？

9

�
F
妻
å
身？

Á
蓮？

丶
丶
丶10

／

丶
後？

願
老
母11

四
躰
休
宜？

︐
六
府
:
順12

︐
□
□13

丶
／

丶
丶
丶
丶
老
李
自
願
□
□
�
生
□
如？

□
□14

／

丶
丶
丶
澤？

□
豐？
15

□16

用
之
無
窮

？

？
17

︒

1

｢丶
﹂

：

雲
岡
な
し
︒

2

｢丶
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
な
し
︒
末
行
を
除
い
た
各
行
の
�
字
數
は
原

錄
で
は
八
字
︑
十
三
字
︑
十
四
字
で
あ
る
が
︑

本
稿
で
は
十
四
字
ま
た
は

十
五
字
と
み
な
す
︒

3

｢
節
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
﹂︒

4

｢離
難
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
﹂︒

5

｢丶
丶
丶
﹂

：

雲
岡
な
し
︒

6

｢衆？

靈
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
﹂︒

7

｢如
契？

﹂

：
雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
其
﹂︒

8

｢丶
丶
丶
丶
﹂

：

雲
岡
﹁
丶
丶
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
丶
﹂︒

9

｢乘？

此
福？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
以？

此
æ
﹂︒

10

｢
å
身？

Á
蓮？

丶
丶
丶
﹂

：

雲
岡
﹁
丶
丶
丶
敬
�
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
丶

敬
5
﹂︒

11

｢丶
後？

願
老
母
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
丶
丶
﹂︒﹁
後
﹂
は
あ
る
い

は
﹁
復
﹂
か
︒

12

｢六
府
:
順
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
:
丶
﹂︒

13

｢□
□
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
﹂︒

14

｢□
□
�
生
□
如？

□
□
﹂

：

雲
岡
﹁
丶
丶
丶
丶
丶
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶

丶
丶
丶
丶
﹂︒

15

｢澤？

□
豐？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
丶
﹂︒

16

｢□
﹂

：

原
錄
・
楹
聯
﹁
無？

﹂︒
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21-2 老李自願5宴記 (倉本撮影)



17

｢無
窮

？

？

﹂

：

雲
岡
﹁
丶
丶
丶
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
﹂︒

【
槪
*
︼
第
二
十
七
窟

(
怨
二
十
八
窟
)
は
一
邊
二
・
〇
～
二
・
三
︑
高
さ
二
・

三
メ
ー
ト
ル
の
小
石
窟
で
あ
る
︒
北
壁
に
二
佛
竝
坐
宴
︑
東
西
壁
に
佛
坐
宴
を

�
し
た
三
壁
三
龕
形
式
で
︑
北
壁
尖
拱
龕
の
拱
額
中
央
に
方
形
區
劃
を
作
っ
て

5
宴
記
を
刻
ん
で
い
る
︒
風
;
の
た
め
︑
銘
�
は
ほ
と
ん
ど
讀
め
な
い
が
︑
末

尾
の
s
く
に
﹁
老
李
自
願
﹂
と
あ
る
︒
(岡
村
)

22
︑
佛
弟
子
惠
奴
�
宴
記

正
始
四
年

(五
〇
七
)
八
G

第
二
十
七
B

(
怨
二
十
八

=

二
)
窟
東
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
一
五

=

七
五
︑
硏
究
一
九
六
︑
�
年
一
四
二
︑
辭
典
五
五
九
︑

楹
聯
五
六
︑
三
晉
二
〇
︑
怨
�
二
〇

=

一
六
四
︑
D
集
一
八

=

二
一

四
・
二
一
五
・
三
五
一

【釋
�
︼

丶
丶
丶
正
始
四
年
八
G 1

／

丶
丶
丶
丶 2

5
錢
署
銀 3

／

丶
丶
丶
惠
奴
詣
代
è
／

父
日
卽

？

？

5
佛
窟
壹
區
︒
／

願
弟
子
惠
奴
丶
丶 4

／

將
父
Y
安
到
京
︐
／

願
〻
從
心
︐
�
／

求
如
願
︒

1

｢
G
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
G
丶
﹂︒
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2

｢丶
丶
丶
丶
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
丶
﹂

3

｢銀
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
銀
丶
﹂

4

｢丶
丶
﹂

：

原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
﹂

【
槪
*
︼
第
二
十
七
B
窟

(
怨
二
十
八

=

二
窟
)
は
第
二
十
七
窟
の
上
に
あ
る
小

窟
で
︑
北
壁
に
本
�
の
佛
坐
宴
が
あ
る
︒
東
西
兩
壁
と
天
井
は
未
完
成
で
︑
荒

v
り
の
鑿
痕
を
殘
し
て
い
る
︒
東
壁
の
`
刻
龕
は
本
�
坐
佛
宴
と
脇
侍
菩
d
宴

は
衣
�
な
ど
細
部
の
仕
上
げ
を
殘
し
て
ほ
ぼ
完
成
し
た
が
︑
龕
は
外
形
を
線
刻

し
た
だ
け
で
︑
寶
壇
も
銘
區
の
み
Y
滑
に
し
て
5
宴
記
を
刻
み
︑
そ
れ
以
外
の

部
分
は
荒
v
り
の
面
が
そ
の
ま
ま
殘
っ
て
い
る
︒
5
宴
の
完
成
を
待
つ
こ
と
な

く
5
宴
記
を
刻
ん
だ
例
と
し
て
重
*
で
あ
る
︒
こ
れ
は
`
刻
龕
で
あ
る
か
ら
︑

銘
�
の
﹁
5
佛
窟
壹
區
﹂
は
こ
の
石
窟
D
體
で
は
な
く
︑
本
龕
を
指
し
て
﹁
佛

窟
﹂
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
︒
銘
�
內
容
は
︑
惠
奴
が
舊
都
Y
城
ま
で
父
を
è
え

に
來
て
︑
雲
岡
石
窟
で
5
宴
し
︑
そ
の
功
德
に
よ
っ
て
自
身
が
父
を
連
れ
て
無

事
に
都
の
洛
陽
に
到
著
で
き
る
こ
と
を
願
っ
た
も
の
で
あ
る
︒
(岡
村
・
倉
本
)

23
︑
�
釋
"
宴
記

N
昌
三
年

(五
一
四
)
七
G
二
十
五
日

第
二
十
七
B

(
怨
二
十
八

=

二
)
窟
西
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
一
五

=

七
五
︑
�
年
一
四
五
︑
辭
典
五
五
六
︑
楹
聯
五
七
︑
三

晉
二
三
︑
怨
�
二
〇

=

一
六
四
︑
D
集
一
八

=

二
一
一
・
三
五
一

(釋
�
な
し
)

【釋
�
︼

唯
大
代
N
昌
三
年
七
G
／

廿
五
日
丶
丶
丶
丶
丶
宴？

1

／
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(左：原報吿 Pl. 15-28A、右：怨� Pl. 20-178)



丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／

丶
丶
丶
丶
丶
丶 2

丶
丶
F 3

／

父？

母
敬
5
釋
S

？

？

牟
尼
佛
丶 4

／

一
區
︒
願
F
者
上
生
丶 5

丶
／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
／

丶
丶
丶

1

｢
宴？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
な
し
︒

2

｢丶
丶
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
西
方？

﹂︒

3

｢丶
F
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
な
し
︒

4

｢丶
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
な
し
︒

5

｢上
生
丶
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
上？

丶
﹂

【
槪
*
︼
第
二
十
七
B
窟

(
怨
28
-
2
窟
)
西
壁
の
`
刻
龕
で
あ
る
︒
粗
彫
り
の

ま
ま
放
置
さ
れ
た
石
窟
の
壁
面
に
方
形
區
劃
を
線
刻
し
︑
東
壁
の
正
始
四
年
龕

と
同
じ
よ
う
に
︑
本
�
坐
佛
と
脇
侍
菩
d
の
三
�
宴
お
よ
び
下
の
5
宴
記
を
彫

刻
し
た
段
階
で
作
業
を
中
止
し
て
い
る
︒
本
窟
で
は
七
年
以
上
に
わ
た
っ
て
佛

龕
の
`
刻
が
お
こ
な
わ
れ
︑
5
宴
未
完
成
の
段
階
で
5
宴
記
を
刻
ん
で
い
る
こ

と
に
/
#
さ
れ
る
︒
(岡
村
)

24
︑
爲
�
母
�
宴
記

第
三
十

(
怨
三
十
一
)
窟
L
室
北
壁

【
著
錄
︼
雲
岡
一
五

=

七
八
︑
�
年
一
四
五
︑
辭
典
五
五
六
︑
楹
聯
五
八
︑
三

晉
二
六
︑
D
集
一
八

=

二
九
七
・
三
五
八

【釋
�
︼

劉
大
□
為
F
母
敬
5
佛
︒
／

獨
孤
莫
何 1

5
︒

1

｢獨
孤
莫
何
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
□
□
□
﹂

【
槪
*
︼
第
三
十
窟

(
怨
三
十
一
窟
)
は
L
後
二
室
°
5
の
比
�
�
大
き
い
石
窟

で
︑
L
室
北
壁
の
門
O
と
I
窓
の
閒
に
は
大
小
の
佛
龕
が
不
規
則
に
竝
ん
で
い

る
︒
門
O
の
左
直
上
に
竝
列
す
る
小
さ
な
二
坐
佛
龕
が
あ
り
︑
5
宴
記
は
二
龕
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の
閒
に
第
一
行
の
九
字
︑
右
龕
の
右
側
に
第
二
行
を
刻
ん
で
い
る
︒
(
岡
村
)

25
︑
華
堂
・
舊
宮
二
□
營
匠
�
彌
勒
七
佛
菩
8
記

N
昌
四
年

(五
一
五
)
正
G
十
四
日

第
三
十
五

(
怨
三
十
五
)
窟
門
口
東
側

【
著
錄
︼
雲
岡
一
五

=

八
三
︑
硏
究
二
〇
三
︑
�
年
一
四
六
︑
辭
典
五
五
八
︑

楹
聯
六
一
︑
三
晉
二
四
︑
D
集
一
九

=

一
二
五
～
一
二
七
・
三
五
五

【釋
�
︼

沙？

弥
O 1

□
／

比
丘2

／

O
丶 3

／

惟
大 4

代
N
昌
／

四
年
正
G
十
／

四
日
︐
恆
・
雍
二？

州5

／

□
□ 6

尉
都
瓜
／

華
堂
・
舊
宮
二
／

□
營7

匠
︐
爲
F
／

弟
安？

鳳
^
︐
／

5
弥
勒
幷
七
／

佛
立
侍？

菩
d
︒
／

比
丘
O
□
□
供？

養8

／

O？
9

幹
／

沙
弥10

O
初

1

｢沙？

弥
O
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
比
丘
□
﹂
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25-1 華堂・舊宮二□營匠5彌勒七佛菩d記と「沙弥O初」

(左：原報吿 Pl. 15-69BA、中：岡村撮影、右：倉本撮影)



2

｢比
丘
﹂

：
雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
比
丘
丶
丶
﹂

3

｢
O
丶
﹂

：

雲
岡
な
し
︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
丶
﹂

4

｢大
﹂

：

雲
岡
﹁
□
﹂︑
原
錄
﹁
大
﹂

5

｢二？

州
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
正？

﹂

6

｢□
□
﹂

：

雲
岡
﹁
□
﹂

7

｢□
營
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
常
C

？

？

﹂

8

｢供？

養
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
;？

□
﹂

9

｢
O？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
﹂

10

｢弥
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
門
﹂

【
槪
*
︼
第
三
十
五
窟

(
怨
三
十
五
窟
)
の
窟
門
東
側
は
大
き
く
上
下
二
層
に
分

け
ら
れ
︑
上
層
は
0
脚
菩
d
の
楣
拱
龕
︑
下
層
は
坐
佛
の
尖
拱
龕
に
な
っ
て
い

る
︒
兩
龕
は
橫
幅
の
サ
イ
ズ
が
衣
な
り
︑
別
々
の
5
宴
で
あ
る
︒
こ
の
5
宴
記

は
上
層
龕
の
寶
壇
中
央
に
刻
ま
れ
︑
銘
�
に
﹁
5
弥
勒
幷
七
佛
立
侍
菩
d
﹂
と

い
う
︒﹁
弥
勒
﹂
は
本
�
の
0
脚
菩
d
︑﹁
七
佛
﹂
は
拱
額
の
坐
佛
︑﹁
立
侍
菩

d
﹂
は
兩
脇
侍
菩
d
を
指
す
︒
そ
の
右
側
に
大
小
三
人
の
比
丘
︑
左
側
に
二
人

の
比
丘
が
立
つ
︒
原
報
吿
第
十
五
卷
圖
版
六
九
A
の
解
說
は
5
宴
記
末
尾
の

﹁
比
丘
O
□
﹂
は
右
側
先
頭
の
僧
名
で
あ
り
︑
後
ろ
に
立
つ
比
丘
に
は
そ
れ
ぞ

れ
﹁
□
幹
﹂﹁
沙
門
O
初
﹂
と
い
う
榜
題
が
あ
る
と
し
た
が
︑
今
囘
︑
拓
本
を

再
檢
討
し
て
一
部
の
�
字
を
修
正
し
た
︒
(
岡
村
)

26
︑
佛
弟
子
王
乙
�
宴
記

第
三
十
五

(
怨
三
十
五
)
窟
門
口
東
側

【
著
錄
︼
雲
岡
一
五

=

八
三
︑
�
年
一
四
六
︑
辭
典
五
五
八
︑
楹
聯
六
三
︑
D

集
一
九

=

一
二
五
・
一
二
六
・
三
五
五

(
釋
�
な
し
)
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【釋
�
︼

a
︑
佛
弟
子
王？

乙
為
弟
5
石
宴
一
區
︒

b
︑
佛
弟
子
張
□
□

【
槪
*
︼
L
項
に
み
た
第
三
十
五
窟

(
怨
三
十
五
窟
)
N
昌
四
年
龕
の
左
側

(外

側
)
に
二
佛
龕
が
上
下
に
`
刻
さ
れ
て
い
る
︒
下
の
龕
は
ほ
と
ん
ど
風
;
し
て

い
る
が
︑
そ
れ
ぞ
れ
龕
の
右
側
に
5
宴
記
の
a
と
b
が
一
行
ず
つ
刻
ま
れ
て
い

る
︒
(岡
村
)

27
︑
吳
氏
爲
�
兒
吳
天
恩
�
宴
記

第
三
十
八

(
怨
三
十
八
)
窟
外
壁
上
部

【
著
錄
︼
雲
岡
一
五

=

八
五
︑
3
一
︑
硏
究
二
一
八
︑
�
年
一
三
五
︑
辭
典
五

四
〇
︑
楹
聯
三
八
︑
三
晉
一
四
︑
怨
�
二
〇

=

一
七
五

(釋
�
な
し
)
︑

D
集
一
九

=

二
三
〇
・
二
三
一
・
三
六
五

(釋
�
な
し
)

【釋
�
︼

夫
幽
宗
玄
邈 1

︐
非2

言3

无
以
光
其
;
︒
眞
容
沖 4

／

隱
︐
非
圖
宴
莫
能
闢 5

其
迹
︒
於
是
令 6

顏 7

ê 8

世 9

︐
／

萇10

寢11

�
正
覺
之
悟
︒
ë12

儀
滋
鑒？
13

︐
□
載？
14

留
敍
／

懇15

之
敬
︒
於
是
□
於
无16

崖17

︐
德
談？
18

來
世
者
矣
︒
／

含
生
a
識
莫
不
憑19

慈
以
樹
善
︐
悕？
20

福？
21

以
¢
／

常22

︒
卷
舒
待
時
︐
屈
指
常
湛
︒
皇
上23

�24

歷
穹？
25

宇
︐
／

;
超
{
ì
︐
況
乃
世
蔭
靈
徵26

︐
津
沐
玄
□
者
／

哉
︒
吳
氏
忠
洩

？

？
27

︐
為
F28

息
冠
軍
將
軍
華
□
侯29

／

吳
天
恩
︐
5
宴
幷
窟
︐
憑30

依
巖
側31

︐
妙
X32

□
□
︒
／

洸
〻
焉
鑒33

眞
容
之
在
於34

虛
空
︐
麗
〻
焉35

□
／

釋
S36

Y
生37

︒
藉
此
�
福
︐
願
F
兒
生
〻
o
□38

︐
／

萇39

辭
苦
海40

︐
ï
神
浄
土
︐
□
;
㳽41

隆
︐
三
灋
□
／

\
︐
万
累
´
融
︒
ð
吳
氏
家
先
︐
忠
和
著
□
︐
□
／

孝
竝
擧
︐
至
子
孫
興
茂
︐
紹
隆
家42

祠43

︐
□
□
□
／

助
︐
彫
零
而
立
︒
惟
孤
惟
念
︐
□
�
□
□
︐
□
□
／

單？

志
︐
書
頌
於
玄
石
︒
其
辭
曰
︒
／

遼
〻44

眞
O
︐
邈45

〻46

玄
源47

︐
非
聲
非
□48

︐
非
□
□
／

知
︒
;
由
物
感
︐
藉
應49

迺？

證50

︐
光
融
□
□
︐
□
□
／

九
居
︒
後51

寧
熟
世
︐
興52

由
}
王
︐
非
是53

□
□54

︐
□
／

□
□
唱55

︒
$56

a
深
悟
︐
®57

石
圖58

光59

︒
依
巖？
60

□
□
︒
／

□
□
□61

方62

︒
願
言63

F
兒
︐
常
謁？
64

□
□65

︐
生66

□
□
／

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶

1

｢
邈
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
I
﹂

2

｢非
﹂

：

3
一
﹁
井
﹂

3

｢言
﹂

：

雲

岡
・
原

錄
・
楹

聯
﹁
□
﹂︑
�

年
﹁
□

□
﹂︑
硏

究
﹁
經
﹂︒

﹁
言
﹂
の
上
か
ら
﹁
詮
﹂
な
ど
の
�
字
が
脫
落
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

4

｢沖
﹂

：

3
一
・
�
年
﹁
p
﹂
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26 佛弟子王乙5宴記

(原報吿 Pl. 15-69A部分)



5

｢闢
﹂

：

3
一
・
�
年
﹁
顯
﹂

6

｢令
﹂

：

雲
岡
﹁
今
﹂︑
3
一
・
�
年
﹁
□
﹂

7

｢顏
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
須
﹂

8

｢
ê
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
□
﹂

9

｢世
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
﹂

10

｢萇
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
長
﹂

11

｢寢
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
□
﹂︑
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
夜
﹂

12

｢
ë
﹂

：

3
一
・
硏
究
・
�
年
﹁
O
﹂

13

｢鑒？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
□
﹂

14

｢載？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
以
﹂

15

｢懇
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
□
﹂

16

｢无
﹂

：

3
一
・
硏
究
・
�
年
﹁
先
﹂

17

｢崖
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
歲
﹂

18

｢談
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
□
﹂︑
�
年
な
し

19

｢憑
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
須
﹂︑
3
一
・
�
年
﹁
興
﹂︑
硏
究
﹁
與
﹂

20

｢
悕？

﹂

：

雲
岡
﹁
根？

﹂︑
原
錄
﹁
權
﹂︑
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
積
﹂

21

｢
福？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
掇
﹂

22

｢常
﹂

：

3
一
﹁
當
﹂

23

｢上
﹂

：

3
一
﹁
土
﹂

24

｢
�
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
□
﹂︑
�
年
な
し

25

｢穹？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
□
﹂︑
硏
究
﹁
寬
﹂︑
�
年
な
し

26

｢
徵
﹂

：
3
一
﹁
園
﹂

27

｢忠
洩

？

？

﹂
：

�
年
な
し

28

｢
F
﹂

：

3
一
﹁
安
﹂

29

｢侯
﹂

：

3
一
﹁
候
﹂

30

｢憑
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
漏
﹂︑
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
得
﹂

31

｢巖
側
﹂

：
雲
岡
・
原
錄
﹁
擧？

倒
﹂

32

｢
X
﹂

：
雲
岡
・
原
錄
﹁
安
﹂︑
硏
究
﹁
恣
﹂

33

｢鑒
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
□
﹂︑
硏
究
﹁
□
鑒
﹂

34

｢於
﹂

：

硏
究
な
し

35

｢
〻
焉
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
□
□
﹂

36

｢S
﹂

：

原
錄
﹁
加
﹂

37

｢
Y
生
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
Y？

□
﹂︑
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
本
生
﹂

38

｢□
﹂

：

硏
究
﹁
佛
﹂

39

｢萇
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
長
﹂

40

｢苦
海
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
□
﹂︑
�
年
な
し

41

｢
㳽
﹂

：

硏
究
・
楹
聯
﹁
弥
﹂

42

｢家
﹂

：

硏
究
﹁
字
﹂

43

｢祠
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
嗣
﹂

44

｢遼
〻
﹂

：

3
一
﹁
□
□
﹂

45

｢
邈
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
貌
﹂

46

｢
〻
﹂

：

3
一
・
硏
究
﹁
貌
﹂

47

｢源
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
�
年
・
楹
聯
﹁
凍
﹂︑
3
一
・
硏
究
﹁
凜
﹂

48

｢□
﹂

：

硏
究
﹁
樂
﹂

49

｢藉
應
﹂

：

雲
岡
﹁
慈
應
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
茲
應
﹂︑
硏
究
﹁
藉
茲
﹂

50

｢迺
證
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
�
年
・
楹
聯
﹁
�
昭
﹂︑
3
一
﹁
�
諸
﹂︑
硏
究

﹁
應
�
﹂

51

｢後
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
□
﹂︑
�
年
な
し

52

｢興
﹂

：

3
一
﹁
樂
﹂

53

｢是
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
�
年
・
楹
聯
﹁
定
﹂

54

｢□
□
﹂

：

3
一
﹁
在
□
﹂︑
硏
究
﹁
在

(
定
)
在
﹂

55

｢□
唱
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
�
年
・
楹
聯
﹁
□
□
﹂︑
3
一
・
硏
究
﹁
維
福
﹂
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56

｢
$
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
□
﹂

57

｢
®
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
□
﹂︑
3
一
﹁
將
﹂

58

｢圖
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
�
年
・
楹
聯
﹁
□
﹂︑
3
一
・
硏
究
﹁
窟
﹂

59

｢光
﹂

：

3
一
・
硏
究
﹁
免
﹂

60

｢巖
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
﹁
徵？

﹂

61

｢□
□
□
﹂

：

3
一
・
硏
究
﹁
此
區
D
﹂

62

｢方
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
�
年
・
楹
聯
﹁
□
﹂︑
3
一
・
硏
究
﹁
窟
﹂

63

｢言
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
硏
究
・
�
年
・
楹
聯
﹁
□
﹂︑

64

｢
謁？

﹂

：

�
年
﹁
□
﹂

65

｢□
﹂

：

3
一
・
硏
究
・
楹
聯
﹁
應
﹂

66

｢生
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
3
一
・
�
年
﹁
□
﹂
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27-2 吳氏爲F兒吳天恩5宴記 (原報吿 Pl. 15-77)

27-1 吳氏爲F兒吳天恩5宴記とその周邊

(原報吿 Pl. 15-76部分)



【
槪
*
︼
こ
の
5
宴
5
窟
記
は
第
三
十
八
窟

(
怨
三
十
九
窟
)
の
窟
門
の
上
に
あ

る
︒
橫
幅
一
〇
五

×

高
さ
七
〇
セ
ン
チ
の
長
方
形
の
碑
面
を
作
り
︑
二
一
行
に

わ
た
る
長
�
を
刻
ん
で
い
る
︒
石
窟
は
東
西
二
・
一

×

南
北
一
・
四
︑
高
さ

一
・
九
メ
ー
ト
ル
と
す
こ
ぶ
る
小
さ
く
︑
原
報
吿
第
十
五
卷
圖
版
七
七
の
解
說

は
﹁
第
三
十
八
洞
の
小
窟
に
對
し
︑
こ
の
完
備
し
た
5
宴
記
は
︑
す
こ
し
不
似

合
に
も
お
も
は
れ
る
︒
か
へ
っ
て
第
三
十
九
洞
の
た
め
か
う
た
が
は
れ
る
が
︑

よ
く
か
ん
が
へ
る
と
︑
こ
の
第
三
十
八
洞
は
な
か
な
か
凝
っ
た
衣
例
の
石
窟
で
︑

か
へ
っ
て
︑
こ
の
石
窟
に
こ
そ
︑
ふ
さ
は
し
い
と
い
ふ
氣
も
す
る
﹂
と
す
る
︒

李
治
國
・
丁
I
夷
は
こ
れ
を
吳
天
恩
5
宴
記
と
呼
び
︑﹃
魏
書
﹄
官
氏
志
を
も

と
に
︑
そ
の
﹁
冠
軍
將
軍
華
□
侯
﹂
は
從
二
品
散
侯
の
~
位
で
從
三
品
の
官
職

に
あ
り
︑
�
都
後
の
雲
岡
第
三
7
に
お
け
る
銘
�
の
中
で
は
5
窟
C
吳
天
恩
の

官
職
が
も
っ
と
も
高
い
こ
と
︑﹁
長
辭
苦
海
︐
ï
神
淨
土
﹂
と
い
う
願
�
に
は

淨
土
信
仰
の
液
行
が
う
か
が
え
る
こ
と
を
指
摘
し
た(1
)
︒
た
だ
し
︑
こ
の
石
窟
は

願
C
の
吳
氏
が
息
子
の
吳
天
恩
の
冥
福
を
祈
っ
て
5
宴
5
窟
し
た
も
の
で
あ
る
︒

(岡
村
)

(1
)

李
治
國
・
丁
I
夷
﹁
第
38
窟
の
窟
形
式
お
よ
び
彫
刻
藝
6
に
つ
い
て
﹂

(雲
岡
石
窟
�
物
保
管
�
�
﹃
中
國
石
窟

雲
岡
石
窟
﹄
第
二
卷
︑
Y
凡
社
︑
一

九
九
〇
年
)

28
︑
法
玉
�
宴
記

第
三
十
九

(
怨
三
十
九
)
窟
窟
門
東
側
中
央
部

【
著
錄
︼
�
年
一
四
五
︑
辭
典
五
五
六
︑
楹
聯
六
三
︑
怨
�
二
〇

=

一
七
七
︑

D
集
一
九

=

二
七
五
・
三
七
〇

(釋
�
な
し
)

雲岡石刻錄

217

27-3 吳氏爲F兒吳天恩5宴記 (原報吿補?拓 1)



【釋
�
︼

白
□
／
寺
／
法？

／

玉
／
供
／
養
︒

【
槪
*
︼
第
三
十
九
窟

(
怨
三
十
九
窟
)
は
木
5
瓦
葺
き
五
層
塔
を
か
た
ど
っ
た

中
心
S
を
も
つ
塔
b
窟
で
あ
る
︒
中
三
7
に
開
鑿
が
は
じ
ま
っ
た
も
の
の
︑
窟

內
の
南
壁
か
ら
窟
門
に
か
け
て
の
部
分
は
荒
v
り
の
ま
ま
放
置
さ
れ
︑
洛
陽
�

都
後
に
大
小
の
佛
龕
が
`
刻
さ
れ
た
︒
窟
門
東
側
の
中
央
部
に
は
開
窟
時
よ
り

Ð
Y
字
形
に
走
る
龜
裂
が
あ
り
︑
そ
の
閒
隙
に
は
上
下
三
段
に
佛
龕
が
`
刻
さ

れ
て
い
る
︒
い
ず
れ
も
仕
上
げ
が
未
完
成
で
あ
る
が
︑
一
番
上
の
小
さ
な
坐
佛

龕
の
下
に
は
左
か
ら
右
へ
と
七
�
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
︒
(
岡
村
)

遼

29
︑
張
閒
滿
妻
等
修
宴
記

重
熙
十
七
年

(一
〇
四
八
)

第
十
三
窟
南
壁
西
側

【
著
錄
︼
雲
岡
一
〇

=

四
九
︑
�
年
一
三
五
︑
辭
典
五
三
四
︑
楹
聯
七
三
︑
三

晉
六
七
︑
怨
�
一
九

=

八
九
︑
D
集
一
一

=

一
五
〇

【釋
�
︼

丶
丶
丶
丶
丶
丶
丶
宴？

C 1

／

□ 2

張
閒？

滿？
3

妻
壽
災
□ 4

／

□
□
ö？

丶
丶
丶
丶
丶
丶
／

契 5

丹
丶
丶
丶
丶
部？

6
四？

／

□
□
耶
律
丶
丶
丶
□
□ 7

／

妻
□
丶
丶
丶
丶
丶
丶
劉
氏8

／
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28 第三十九窟門口東側と法玉5宴記 (左：原報吿 Pl. 15-84A、右：怨� Pl. 20-209)



部 9

署
伍？

□10

丶
丶
丶
妻
□
氏11

／

張
3？

(？
12
官
□13

丶
丶
妻14

丶
丶
／

丶
丶
羈？
15
丶
丶
妻
張
氏
丶
／

□
大
小
一
千
八
百
七
十
六
�
／

戊
子16

十
二
G
一
日
円
︒
六
G
三
十
日
畢
︒

1

｢
宴？

C
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
罪
馬
﹂︒

2

｢□
﹂

：

雲
岡
﹁
丶
丶
﹂︒

3

｢
閒
滿
？

？

﹂

：

雲
岡
﹁
備
市
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
閒？

□
﹂︒

4

｢壽
災
□
﹂

：

雲
岡
﹁
妄
張
丶
﹂︒

5

｢
契
﹂

：

雲
岡
﹁
丶
契
﹂︒

6

｢部？

﹂

：

雲
岡
﹁
都？

﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
郭？

﹂︒

7

｢□
□
﹂

：

雲
岡
﹁
敎？

削？

﹂・
原
錄
・
楹
聯
﹁
敎？

ö？

﹂︒

8

｢劉
氏
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
□
﹂︒

9

｢部
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
郭？

﹂︒

10

｢伍？

□
﹂

：

雲
岡
﹁
伍？

材
﹂︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
伍？

罪
﹂

11

｢□
氏
﹂

：

雲
岡
な
し

12

｢
(？

﹂

：

雲
岡
﹁
別
﹂︒

13

｢□
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
行
﹂

14

｢妻
﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
﹂︒

15

｢羈？

﹂

：

雲
岡
・
原
錄
・
楹
聯
﹁
丶
﹂︒

16

｢戊
子
﹂

：
雲
岡
な
し
︑
原
錄
・
楹
聯
﹁
戊
午？

﹂

【
槪
*
︼
こ
の
石
刻
銘
は
第
十
三
窟
南
壁
下
層
西
側
の
坐
佛
龕
の
下
に
位
置
し
︑

雲
岡
で
現
存
唯
一
の
遼
代
の
銘
�
と
し
て
貴
重
で
あ
る
︒
一
九
三
九
年
に
︑
當

該
箇
�
を
塗
り
つ
ぶ
し
て
あ
っ
た
淸
	
壁
畫
を
試
み
に
剝
が
し
て
寶
壇
部
分
が
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29 張閒滿妻等修宴記とその周邊 (左：原報吿 Pl. 10-24B、右：原報吿 Pl. 10-21部分)



現
れ
た
際
︑
發
見
さ
れ
た
︒
北
魏
の
佛
龕
に
`
刻
さ
れ
た
銘
�
で
あ
り
︑
風
;

の
た
め
未
讀
字
が
多
い
が
︑
國
號
の
﹁
契
丹
﹂
や
皇
}
の
姓
で
あ
る
﹁
耶
律
﹂

と
い
う
語
が
(
讀
さ
れ
る
︒
原
報
吿
は
末
尾
部
分
に
み
え
る
干
荏
を
﹁
戊
午
﹂

と
讀
ん
で
こ
れ
を
一
〇
七
八
年
か
と
し
︑
同
年
十
二
G
一
日
に
5
宴
を
は
じ
め
︑

È
年
の
六
G
三
〇
日
に
大
小
一
八
七
六
體
の
5
宴
が
完
了
し
た
と
解
釋
し
た
︒

長
廣
敏
雄
は
こ
れ
を
重
脩
記
と
み
て
︑
第
十
三
窟
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
彫

宴
補
Ý
の
施
工
が
C
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る(1
)
︒
宿
白
も
︑
風
;
し
た
石
宴
表
面

の
泥
塑
に
よ
る
補
作
︑
も
し
く
は
空
白
の
石
壁
へ
の
`
刻
に
對
應
し
て
い
る
と

す
る(

2
)
︒
宿
白
は
そ
の
多
く
を
L
者
と
み
て
︑
第
十
一
窟
西
壁
七
佛
の
端
の
二
體

な
ど
を
例
示
す
る
の
に
對
し
︑
後
者
は
第
十
一
窟
中
心
S
南
面
左
右
の
脇
侍
な

ど
︑
少
な
い
と
す
る
︒

張
焯
は
﹁
戊
午
﹂
年
の
釋
�
を
®
用
し
︑
原
錄
が
可
能
性
を
示
し
た
の
と
同

じ
一
〇
七
八
年
に
比
定
し
た(

3
)
︒
遼
は
し
ば
し
ば
國
號
を
變
え
て
お
り
︑
太
祖
耶

律
阿
保
機
が
円
國
し
た
の
は
﹁
契
丹
國
﹂
だ
が
太
宗
は
﹁
大
遼
﹂
に
改
稱
︑
以

後
も
九
八
三
年
に
�
宗
が
﹁
契
丹
﹂︑
一
〇
六
六
年
に
O
宗
が
﹁
大
遼
﹂
へ
と

變
÷
し
て
い
る
︒
こ
れ
と
の
對
照
か
ら
s
年
︑
戊
午
年
を
一
〇
一
八
年
に
あ
て

る
#
見
が
一
部
に
あ
る
が
︑
遼
大
康
四
年

=

北
宋
元
豐
元
年

(一
〇
七
八
)
こ

そ
相
應
し
い
比
定
で
あ
り
︑﹁
契
丹
﹂
が
國
名
を
示
す
と
は
限
ら
な
い
事
例
と

し
て
九
八
二
年
の
﹁
許
從
贇
墓
誌
﹂
が
擧
げ
ら
れ
る
︑
と
い
う
の
が
そ
の
見
解

の
骨
子
で
あ
る
︒

し
か
し
﹁
北
	
石
窟
寺
院
の
硏
究
﹂
班
に
お
け
る
そ
の
後
の
再
檢
討
か
ら
︑

陳
垣
﹃
廿
1
朔
閏
表
﹄
に
よ
れ
ば
一
〇
七
九
年
六
G
に
は
﹁
三
十
日
﹂
が
な
く
︑

原
報
吿
が
﹁
戊
午
﹂
か
と
し
た
干
荏
は
む
し
ろ
﹁
戊
子
﹂
と
(
讀
で
き
る
こ
と(4
)
︑

﹁
戊
子
﹂
な
ら
一
〇
四
八
年
に
比
定
さ
れ
︑
5
宴
の
完
成
が
﹁
金
碑
﹂
の
﹁
遼

重
熙
十
八
年

(一
〇
四
九
)
︐
母
后
再
脩
﹂
と
い
う
記
事
に
合
致
す
る
こ
と
が
(

I
し
た(

5
)
︒
大
小
一
八
七
六
體
も
の
5
宴
が
七
か
G
の
短
7
閒
で
完
成
し
た
背
景

に
は
︑
欽
愛
皇
太
后
ら
}
室
の
强
い
荏
Ì
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
︑
こ
の
干
荏

は
﹁
戊
子
﹂
年
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い(6
)
︒
(
稻
本
)

(1
)

長
廣
敏
雄
﹁
雲
岡
石
窟
の
謎
﹂
(﹃
佛
敎
藝
6
﹄
一
三
四
︑
一
九
八
一
年
︒
同

﹃
中
國
美
6
論
集
﹄
�
談
社
︑
一
九
八
四
年
に
再
錄
)
︒

(2
)

宿
白
﹁
Y
城
に
お
け
る
國
力
の
集
中
と
︿
雲
岡
樣
式
﹀
の
形
成
と
發

展
﹂
(﹃
中
國
石
窟

雲
岡
石
窟
﹄
第
一
卷
︑
Y
凡
社
︑
一
九
八
九
年
)
︒

(3
)

張
焯
﹃
雲
岡
石
窟
�
年
1
﹄
二
三
七
頁
︒

(4
)

佐
�
智
水
の
指
摘
︒

(5
)

向
井
佑
介
の
指
摘
︒

(6
)

岡
村
秀
典
﹃
雲
岡
石
窟
の
考
古
學
﹄
(臨
川
書
店
︑
二
〇
一
七
年
)
二
六

〇
頁
︒

Ⅱ

補
�

北
魏

補
1
︑
佛
弟
子
�
宴
記

第
五
L

(
怨
五

=

一
)
窟
南
壁
西
側
佛
龕
・
龕
楣
・
龕
S

【
著
錄
︼
楹
聯
六
三
︑
三
晉
二
六
︑
D
集
二

=

二
三
〇
・
二
三
一
・
三
五
九

【釋
�
︼

a
︑
佛1

弟
子
□
德？

蚝
¤？

□ 2

／
□
／
□
／
□
／

b
︑
佛
弟
子
□
爲
父3

母
／
皂 4

／
佛
／
□
／

1

｢佛
﹂

：

楹
聯
﹁
一
佛
﹂
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2

｢
德？

蚝
¤？

﹂

：

楹
聯
﹁
□
□
□
﹂

3

｢□
爲
父
﹂

：

楹
聯
﹁
侍
父
J
﹂

4

｢
皂
﹂

：

楹
聯
﹁
宅
﹂

【
槪
*
︼
こ
の
銘
記
二
則
は
︑
第
五
L

(
怨
五

−

一
)
窟
南
壁
西
側
佛
龕
群
の
う

ち
︑
禪
定
印
の
佛
坐
宴
を
刻
む
竝
列
す
る
二
つ
の
尖
拱
龕
の
︑
各
龕
左
側
龕
S

か
ら
龕
楣
ま
た
は
龕
楣
の
上
方
に
か
け
て
刻
ま
れ
る
︒
龕
楣
に
�
字
が
刻
ま
れ

る
の
は
珍
し
い
︒﹁
□
德？

蚝
﹂
は
鮮
卑
族
の
複
姓
﹁
紇
豆
陵
﹂
を
指
す
可
能
性

が
あ
る
︒
(倉
本
)

補
2
︑
正
光
元
年
□
神
龍
等
�
宴
記

正
光
元
年

(五
二
〇
)

怨
五

=

四
〇
龕

(舊
窟
番
號
な
し
)
北
壁
佛
龕
下

【
著
錄
︼
楹
聯
六
四
︑
三
晉
二
四
︑
D
集
二

=

二
四
九
～
二
五
一
・
三
六
一

【釋
�
︼

正
光
元
年？

丶
丶
／
廿1

日
邑
丶
丶
／
神
龍
□
丶
丶
／
張
樂
丶
丶
丶
／
等
為 2

丶
丶
丶

／
釋
S？

丶
丶
丶
／
宴
一？

丶

1

｢廿
﹂

：﹁
廿
﹂
の
下
に
一
�
字
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒

2

｢為
﹂

：

楹
聯
﹁
發
﹂

【
槪
*
︼
楹
聯
に
よ
れ
ば
︑
こ
の
5
宴
記
は
二
〇
〇
一
年
五
G
に
雲
岡
石
窟
硏

究
院
の
劉
円
軍
に
よ
っ
て
發
見
さ
れ
た
︒
こ
の
龕
は
三
壁
に
龕
を
開
き
︑
北
壁

(正
壁
)
と
西
壁
の
龕
は
佛
坐
宴
︑
東
壁
の
龕
は
0
脚
菩
d
宴
を
�
す
る
︒
5
宴

記
は
︑
北
壁
佛
龕
下
部
の
銘
區
に
刻
ま
れ
る
︒
銘
區
の
兩
側
に
は
合
計
二
十
人
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以
上
の
供
養
者
の
列
宴
が
§
彫
さ
れ
て
お
り
︑
集
團
に
よ
る
5
宴
で

あ
る
︒
(倉
本
)

補
3
︑
�
昭
銘
記

第
六
窟
後
室
南
壁
門
拱
右
側
補
刻
龕
下

【
著
錄
︼
楹
聯
六
九
︑
三
晉
二
八
︑
D
集
四

=

二
二
二
・
三
四
八

【釋
�
︼

O
昭？

1

1

｢昭？

﹂

：

あ
る
い
は
﹁
聰
﹂
か
︒

【
槪
*
︼
第
六
窟
の
C
室
南
壁
の
腰
壁
の
門
口
傍
に
は
︑
四
天
王
に

よ
っ
て
脚
を
荏
え
ら
れ
る
馬
に
悉
Ñ
太
子
が
跨
が
り
︑
城
門
を
出
た

場
面

(踰
城
出
家
)
を
表
現
し
た
§
彫
が
あ
り
︑
こ
の
§
彫
の
向
か
っ

て
右
端
下
部
に
佛
坐
宴
を
�
す
る
小
龕
が
補
刻
さ
れ
る
︒
こ
の
寫
眞

で
は
切
れ
て
お
り
見
え
な
い
が
︑﹁
O
昭？

﹂
と
い
う
�
字
は
そ
の
下

に
刻
ま
れ
る
︒
僧
の
名
で
あ
ろ
う
︒
さ
ら
に
そ
の
す
ぐ
下
に
は
小
佛

坐
宴
が
三
體
橫
に
竝
ん
で
刻
ま
れ
て
い
る
︒
(倉
本
)

補
4
︑
太
和
十
九
年
刻
石

太
和
十
九
年

(四
九
五
)

第
八
窟
L
庭
部
出
土

【
著
錄
︼
怨
�
一
八

=

八
八
︑
?
物
六
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【釋
�
︼

□
和
十
九
年
歲 1

1

｢
歲
﹂

：

怨
�
・
?
物
な
し

【
槪
*
︼
こ
の
刻
石
は
︑
一
九
三
八
年
に
第
八
窟
L
庭
で
發
掘
が
行
わ
れ
た
際

に
出
土
し
た
︒

(以
下
︑
?
物
@
六
・
七
頁
よ
り
拔
粹
)
紀
年
は
北
魏
の
太
和
十
九
年

(
四
九
五
)

で
あ
ろ
う
︒
石
窟
と
は
衣
な
る
良
質
の
砂
巖
を
Y
ら
に
加
工
し
︑
幅
八
・
七
︑

高
さ
七
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
ほ
ぼ
長
方
形
の
面
が
殘
存
す
る
︒
銘
は
殘
存

面
の
右
端
に
一
行
あ
る
だ
け
で
︑
左
側
が
空
白
に
な
っ
て
い
る
︒
小
さ
い
破
片

の
た
め
原
形
の
復
元
が
難
し
い
が
︑
?
物
臺
帳
は
石
佛
の
臺
座
片
と
し
て
い
る
︒

石
窟
の
彫
刻
と
は
別
の
︑
獨
立
し
た
石
佛
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
︒
(
岡
村
)

補
5
︑
邊
一
□
銘
記

第
十
一
窟
西
壁
下
層
南
側

【
著
錄
︼
雲
岡
八
・
九

=

五
六
︑
楹
聯
四
七
︑
三
晉
二
七
︑
D
集
九

=

六
一
・

三
七
五

(釋
�
な
し
)

【釋
�
︼

邊？

一
□ 1

1

｢邊？

一
□
﹂

：

楹
聯
﹁
穆
鎭

？

？

﹂︑
三
晉
﹁
穆
□
鎭
□
﹂︒

【
槪
*
︼
第
十
一
窟
西
壁
下
層
南
端
に
は
︑
;
佛
を
a
す
る
寶
冠
を
戴
い
た
0

脚
菩
d
宴
を
C
�
と
す
る
楣
拱
龕
が
存
在
す
る
︒
そ
の
龕
の
北
側
に
は
︑
上
か
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ら
順
に
︑
禪
定
印
佛
坐
宴
を
�
し
た
龕
︑
0
脚
菩
d
宴
龕
︑
二
龕
竝
列
す
る
小

佛
龕
︑
そ
の
下
に
︑
佛
坐
宴
を
�
し
た
尖
拱
龕
が
あ
る

(
補
5
-
1
圖
の
□
で

圍
っ
た
部
分
)
︒
こ
の
龕
の
下
部
に
三
�
字
の
銘
記
が
あ
る
︒
原
報
吿
は
﹁
三
字

あ
る
が
︐
讀
み
が
た
い
︒
5
宴
者
の
題
名
で
あ
ら
う
か
︒﹂
と
す
る
︒
硏
究
班

で
は
﹁
邊？

一
□
﹂
と
(
讀
し
た
︒
(
倉
本
)

補
6
︑
王
三
・
周
師
兒
銘
記

第
十
二
h
龕

(第
十
二
g
龕
︿
怨
十
二

=

四
龕
﹀
の
下
方
の
龕
)
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補 5-1 第 11窟西壁南側 (原報吿 PL. 8-41)補 5-2 邊一□銘記 (原報吿 Pl. 8-66E)

補 6 第 12窟周邊 (原報吿 Pl. 9-1)



【
著
錄
︼
楹
聯
七
一

【釋
�
︼

王
三
／
周
師
兒

【
槪
*
︼

第
十
二
g
龕

(
怨
十
二

−

四
龕
)
下
方
の
第
十
二
h
龕
は
︑
第
十
二
窟
の
上
方
に

位
置
す
る
未
完
成
龕
で
あ
る
︒
原
報
吿
第
十
卷
本
�
三
一
頁
に
は
︹
第
十
二
f
︑

g
︑
h
龕
︺﹁
h
龕
は
︑
そ
の
し
た
に
あ
り
︑
小
さ
く
て
な
に
も
の
こ
っ
て
ゐ

な
い
︒﹂
と
あ
る
︒
佛
宴
は
5
ら
れ
て
い
な
い
が
︑
壁
面
に
二
名
の
人
名
が
刻

ま
れ
て
い
る
︒
楹
聯
は
こ
れ
ら
を
施
C
あ
る
い
は
工
匠
の
名
と
推
測
し
︑
石
窟

の
開
鑿
�
û
を
硏
究
す
る
の
に
重
*
な
龕
で
あ
る
と
す
る
︒
(倉
本
)

補
7
︑
銘
記
殘
畫

第
十
九
B

(
怨
十
九

=

二
)
窟
I
窓
北
壁
龕
下
右
側
供
養
人
行
列
下

【
著
錄
︼
楹
聯
七
〇
︑
D
集
一
六

=

三
〇
五
・
三
四
八

(釋
�
な
し
)

【釋
�
︼

丶
丶
丶
□
／
丶
丶
丶
□
／
丶
丶
丶
□ 1

1

｢丶
丶
丶
□
／
丶
丶
丶
□
／
丶
丶
丶
□
﹂

：

楹
聯
﹁
一
儿
﹂

【
槪
*
︼
こ
の
題
記
は
︑
圖
中
の
下
方
︑
右
側

(向
か
っ
て
左
側
)
の
女
性
供
養

者
列
宴
の
下
部
に
存
在
す
る
︒
わ
ず
か
に
�
字
の
下
端
が
一
部
殘
存
す
る
の
み

で
︑
上
部
の
供
養
者
列
宴
に
よ
っ
て
破
壞
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
現
在
の
殘

存
部
分
は
﹁
一
﹂﹁
儿
﹂
の
よ
う
に
見
え
る
が
︑
そ
の
中
閒
に
も
わ
ず
か
に
刻
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補 7 第 19B窟I窓北壁と銘記殘畫
(右：原報吿 Pl. 13-107。上圖は右圖の部分擴大圖)



字
の
殘
畫
が
見
え
る
︒
元
來
は
每
行
數
�
字
刻
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
︒

(倉
本
)

補
8
︑
比
丘
尼
曇
媚
碑

景
I
四
年

(五
〇
三
)

第
二
十
窟
L
庭
出
土

【
著
錄
︼
試
解
︑
�
;
三
五
四
︑
�
年
一
四
一
︑
辭
典
五
四
二
︑
楹
聯
五
〇
︑

三
晉
一
八
︑
D
集
一
七

=

釋
論
九
・
二
五
八
・
二
八
六

【釋
�
︼

丶
丶 1

靈
鏡
覺
︐
凝
寂
ý
代
︒
照
周
作 2

／

邦
︐
感
垂
應
物
︒
利
潤
當
時
︐
澤
潭
機
／

季
︒
慨
不
邀
昌
辰
︐
慶
鍾
播
末
︐
思
戀
／

靈
福
︐
同
擬
狀
金
石
︒
冀
瞻
容
者
加
／

極
虔
︐
想
宴
者
增
忻
悕
︐
生
〻
¢
津
︐
／

十
方
齊
慶
︒
頌
曰
︐
／

靈
慮
巍
凝
︐

悟
巖
鑒
覺
︒

寂
絕
照
周
︐
／

蠢
趣
澄
濁
︒

隨
宴
擬
儀
︐

瞻
¢
懿
渥
︒
／

生
〻
邀
益
︐

十
方
同
沐
︒

景
I
四
年
四
G
六
日

比
丘
尼
曇
媚
5
︒

1

｢丶
丶
﹂

：

試
解
﹁
夫
慮
﹂︑
�
;
・
楹
聯
﹁
夫
光
﹂
と
そ
れ
ぞ
れ
推
測
︒

2

｢
作
﹂

：

試
解
・
楹
聯
﹁
群
﹂︑
�
;
﹁
祥
﹂
と
そ
れ
ぞ
れ
推
測
︒

【
槪
*
︼
一
九
五
六
年
十
一
G
︑
雲
岡
古
迹
保
養
�

(雲
岡
石
窟
硏
究
院
の
L
身
)

が
第
二
十
窟
L
の
積
土
を
整
備
時
に
こ
の
刻
石
を
發
見
し
た
︒
灰
色
の
細
砂
巖

質
で
あ
る
︒
刻
石
の
向
か
っ
て
右
上
角
が
缺
損
す
る
︒
高
さ
二
九
︑
幅
二
八
︑

厚
さ
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
に
s
い
形
で
︑
側
面
も
Y
滑
に
整
形
さ
れ

て
い
る
︒
こ
れ
と
同
樣
の
方
形
に
整
形
さ
れ
た
5
宴
龕
が
一
九
四
〇
年
に
同
じ

く
第
二
十
窟
L
か
ら
出
土
し
て
お
り
︑
円
物
の
土
壁
に
嵌
め
こ
ま
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る

(補
8
-
2
圖
參
照
)
︒
雲
岡
石
窟
に
は
尼
寺
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お

り(1
)
︑
曇
媚
碑
が
出
土
し
た
現
在
の
第
二
十
窟
の
L
庭
が
O
宣
の
い
う
﹁
西
頭
の

尼
寺
｣
(2
)

で
あ
っ
た
と
い
う
說
も
あ
る(3
)
︒
(
倉
本
)
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(1
)

陸
屹
峰
・
員
海
瑞
﹁
雲
岡
石
窟
尼
寺
考
﹂﹃
�
物
季
刊
﹄
一
九
八
九
年

一
7

(雲
岡
石
窟
�
物
硏
究
�
�
﹃
雲
岡
百
年
論
�
¼
集

(一
)﹄
�
物
出
版

社
︑
二
〇
〇
五
年
に
再
錄
)

(2
)

『廣
弘
I
集
﹄
卷
二
﹁
今
時
見
者
傳
云
︐
谷
深
三
十
里
︐
東
爲
僧
寺
︐

名
曰
靈
巖
︐
西
頭
尼
寺
︐
各
鑿
石
爲
龕
︐
容
千
人
︒
已
Ê
者
相
f
櫛

比
︒﹂
(大
正
五
二
・
一
〇
三
下
)
﹂

(3
)

雲
岡
古
迹
保
養
�
﹁
雲
岡
怨
發
現
�
一
塊
北
魏
石
刻
﹂﹃
�
物
參
考
¢

料
﹄
一
九
五
七
年
九
7
︒

補
9
︑
石
鉢
刻
銘

第
二
十
窟
窟
L
考
古
發
掘
出
土

【
著
錄
︼
楹
聯
七
二
︑
三
晉
二
七
︑
D
集
一
七

=

釋
論
一
〇
・
二
五
五
・
二
八

六【釋
�
︼

妙
興
西
北
／
方
C

【
槪
*
︼
こ
の
石
鉢

(上
圖
)
は
北
魏
時
代
の
も
の
で
︑
一
九
九
二
年
︑
第
二
十

窟
L
庭
に
お
け
る
考
古
發
掘
中
に
出
土
し
た
︒
つ
ま
み
の
あ
る
蓋
つ
き
の
容
器

で
あ
り
︑
口
徑
一
七
・
七
︑
高
さ
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
︑
砂
巖
質
で
あ
る
︒
蓋

と
周
圍
に
は
蓮
華
を
象
っ
た
裝
�
が
施
さ
れ
て
い
る
︒
蓋
部
分
は
複
瓣
の
蓮
華

裝
�
が
見
ら
れ
る
︒
同
じ
出
土
場
�
か
ら
︑
こ
れ
と
類
似
し
た
形
狀
の
石
鉢
が

別
に
出
土
し
て
い
る

(下
圖
)
︒
銘
�
は
石
鉢
の
底
部
裏
に
刻
ま
れ
る
︒
楹
聯
は
︑

こ
の
石
鉢
を
佛
の
供
物
を
盛
る
器
と
み
な
し
︑﹁
妙
興
﹂
を
こ
の
鉢
を
�
用
し

て
い
た
僧
の
法
名
と
み
な
す
︒
ま
た
︑﹁
西
北
方
C
﹂
と
い
う
�
字
か
ら
︑
雲

雲岡石刻錄
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岡
石
窟
の
僧
た
ち
が
石
窟
の
修
理
5
宴
と
管
理
を
分
擔
し
て
い
た
と
推
測
す
る
︒

(倉
本
)

金

補
10

大
金
西
京
武
州
山
重
修
大
石
窟
寺
碑

皇
瓜
七
年

(一
一
四
七
)

【
著
錄
︼
�
;
四
二
七
︑
�
年
二
四
九
︑
楹
聯
七
四
︑
三
晉
三
六
七
︒

宿
白
﹁︽
大
金
西
京
武
州
山
重
修
大
石
窟
寺
碑
︾
校
Ì
︱
︱
怨
發
現

�
大
同
雲
岡
石
窟
寺
歷
1
材
料
�
初
步
整
理
﹂
(宿
白
﹃
中
國
石
窟
寺
硏

究
﹄
�
物
出
版
社
︑
一
九
九
六
年
︒
)

張
焯
﹁︽
大
金
西
京
武
州
山
重
修
大
石
窟
寺
碑
︾
小
議
﹂﹃
中
國
�
物

報
﹄
二
〇
〇
五
年
四
G
一
日

(
雲
岡
石
窟
�
物
硏
究
�
�
﹃
雲
岡
百
年
論

�
¼
集
﹄
(二
)
�
物
出
版
社
︑
二
〇
〇
五
年
に
一
部
改
稿
し
て
轉
載
)
︒

底
本

：

繆
荃
孫
抄
出
﹃
永
樂
大
典
﹄
天
字
韻
﹃
順
天
府
﹄
條
引
﹃
析
津
志
﹄

昔
如
來
出
世
︐
爲
利
益
一
切
衆
生
︐
故
分
形
;
體
於
無
邊
華
藏
莊
嚴
世
界

海
�
塵
刹
土
︐
隨
緣
赴
感
︐
應 1

現
L
︒
當
此
之
時
︐
寶
山

[之2

]
相
・
滿
G
之

容
︐
a
目
者
皆
得 3

見
︒
獅
子
之
吼
・
海
潮
之
�
︐
a
耳
者
皆
得
聽
聞
︒
而
優
塡

王
暫
離
法
會
︐
已
生
渴
仰
︐
�
以
旃
檀
刻
爲
瑞
相
︒
何
況
示
滅
鶴
林
︐
潛
輝
鷲

嶺
︐
眞
容
莫
覩
︐
宴
敎
方
興
︐
宜
乎
範
金
・
合
土
・
刻
木
・
繪
絲
︐
而
廣
興
供

養
者
也
︒
然
而
慮
不
ß
不
足
以
成
大
功
︐
工
不
大
不
足
以
傳
永
世
︒
且
物
之
堅

者
莫
如
石
︐
石
之
大
者
莫
如
山
︐
上
Ü
高
天
︐
下
蟠
厚
地
︐
與
天
地
而
同
久
︒

是
以
昔
人
留
心
佛
法
者
︐
�
�
因
山
以
爲
室
︐
卽
石
以
成
宴
︐
蓋
欲
廣
其
供
養
︐

與
天
地
而
同
久
︐
慮
ß
而
功
大
矣
︒
與
夫
範
金
・
合
土
・
[刻
木 4

]・
繪
絲
者
︐

豈
可
同
日
而
語
哉
︒

西
京
大
石
窟
寺
者
︐
後
魏
之
�
円
也
︒
凡
a
十
名
︒
一
3
樂 5

︐
二
靈
巖
︐

三
鯨
崇
︐
四
鎭
國
︐
五
護
國
︐
六
天
宮
︐
七
崇
敎 6

︐
八
越
子
︐
九
華
嚴
︐
十
兜

¹
︒
按
﹃
北
1
﹄
︐
魏
太
祖
O
武
皇
}
拓
跋
珪
︐
以
東
晉
武
}
太7

元
十
一 8

年

(三
八
六
)
稱
王
於
定
襄
之
盛
樂
︐
國
號
代
︐
円
元
登
國
︒
後
乃
卽
眞
︐
�
都
Y

城
︐
號
恆
安
都
︐
今
西
京
是
也
︒
二
世
曰
I
元
}
︒
三
世
曰
太9

武
}
︒
四
世
曰

�
成
}
︒
五
世
曰
獻
�
}
︒
六
世
曰
孝
�
}
︐
始
都
洛
陽
︐
改
姓
元
氏
︒
七
世

曰
宣
武
}
︒
八
世
曰
孝
I
}
︒
孝
I

(五
一
五
～
五
二
八
)
之
後
︐
權
歸
藩
鎭
︐

而
魏
祚
衰
矣
︒﹃
魏
紀
﹄
凡
円
寺
皆
書
︐
而
不
書
此
寺
︒
唯
﹃
獻
�10

紀
﹄
書
︐

皇
興
元
年

(四
六
七
)
八
G
︐﹁
幸
武
州
山
石
窟
寺
︒﹂
印
按
﹃
雲
中
圖
﹄
云
︐

﹁
�
成
和
Y
元11

年

(四
六
〇
)
︑
獻
�
天
安
元
年

(
四
六
六
)
革
︐
興
5
石
窟
寺
︒﹂

然
未
知
a
何
�
據
︒

東 方 學 報

228

補 9 石鉢 (稻本撮影)



今
寺
中
?
刻
�
存
者
二
︒
一
載
在
護
國
︐
大
而
不
D
︐
無
年
G
可
攷
︒
一

在
崇
敎12

︐
小
而
完
︒
其
略
曰
︐
安
西
大
將
軍
・
散
騎
常
侍
・
�
部
內
行
尙
書
・

宕
昌
[公13

]
鉗
耳
慶
時
鎸14

巖
開
寺
︒
其
銘
曰
︐﹁
承
藉
[□15

]
福
︐
ü
邀
冥
慶
︐
仰

鍾
皇
家
︐
卜
世
惟
永
︒﹂
蓋
慶
時
爲
國
祈
福
之
�
円
也
︒
末
云
︐﹁
大
代
太
和
八

年

(四
八
四
)
円
︐
十
三
年

(四
八
九
)
畢
︒﹂
按
O
武
登
國
元
年

(三
八
六
)
卽

代
王
位
︐
四
G
改
稱
魏
王
︐
皇
始
元
年

(三
九
六
)
稱
}
︒
天
興
元
年16

(三
九

八
)
︐
詔
群
臣
議
國
號
︐
咸
謂
國
家
�
基
云
代
︐
應
以
代
爲
號
︒
}
不
從
︐
詔

國
號
魏
︒
天
興
至
孝
�
太
和
十17

三
年
︐
凡
九
十
載
︐
而
碑
仍
稱
代
︐
何
也
︒
參

稭
內
典
︐
矛
楯
爲
�
︒﹃
元
氏
錄18

﹄
云
︐﹁
O
武
皇
}
改
號
神
瑞

(四
一
四
～
四

一
六
)
︐
當
東
晉
武
}
太9

元
元
年

(三
七
六
)
︒
立
恆
安
都
︐
於
郊
西
大20

谷
石
壁
︐

皆
劖
鑿
爲
窟
︐
東
西
三
十
里
︐
櫛
比
相
連
︒﹂
按
神
瑞
時21

I
元
�
改
︐
歲
在
癸

丑
︐
當
東
晉
安
}
隆
安
十
七
年

(四
一
三
)
︐
在
太
元
後
三
十
七
年
矣
︒
其
舛
"

如
此
︒﹃
續
高
僧
傳
﹄
云
︐﹁
沙
門
曇
¸
︐
於
�
成
}
和
Y
中

(四
六
〇
～
四
六

五
)
�
石
窟
3
樂
寺
︒﹂﹃
大
{
內
典
錄
﹄
云
︐﹁
曇
¸
︐
}
禮
爲
師
︒
Í
}
開

石
窟
五
�
︒
東
爲
僧
寺
︐
名
曰
靈
巖
︒
西
爲
尼
寺22

︒﹂
不
言
其
名
︒
僧
法
軫
爲

﹃
寺
記
﹄
云
︐﹁
十
寺
︐
魏
孝
�
}
之
�
円
也
︒
護
國
東
壁
︐
a
拓
國
王
騎
從
︒﹂

﹃
廣
弘
I
集
﹄
云
︐﹁
卽
孝
�
皇
}
円
寺
之
C
也
︒
}
王
於
天
宮
寺
以
金
銅
5
釋

S
宴
︒﹂衆

記
參
差
如
此
︐
悦
不
知
經
始
在
於
何
}
︒
以
#23

推
之
︐
O
武
�
都
之
後
︐

d
其
世
纔
十
年
︒
其
閒
創
立
城
郭
・
宮
室
・
宗
b
・
社
稷
・
百
官
制
度
︐
見
於

1
筆
︐
其
事
實
繁
︒
至
於
鑿
山
爲
寺
︐
理
應
未
暇
︒
太24

武
毁
敎
︐
末
}
雖
感
白

足
之
言
︐
ð
卽
殂
落
︐
亦
非
其
�
爲
也
︒
獻
�
卽
位
之
初
︐
幸
其
寺
︐
則
寺
興

於
L
矣
︒
其
閒
惟
I
元
・
�
成
二
}
︒
據
﹃
錄25

﹄
特
標
神
瑞
之
號
︐
I
元
實
經

其
始
︒﹃
內
典
錄
﹄
I
載
和
Y
之
事
︐
則
�
成
實
繼
其
後
矣
︒
彼
﹃
弘26

I
﹄
�

記
︐
記
孝
�
爲
円
寺
之
C
者
︐
蓋
指
護
國
而
言
也
︒
法
軫
云
十
寺
皆
孝
�
�
円
︐

非
也
︒
然
則
I
元
始
興
3
樂
︐
�
成
繼

靈
巖
︐
護
國
・
天
宮
則
創
自
孝
�
︐

崇
福
則
成
於
鉗
耳
︐
其
餘
諸
寺
f
第
可
知
︒
復
a
上
方
一
位
石
室
數
閒
︐
按

﹃
高
僧
傳27

﹄
云
︐﹁
孝
�
時
天
竺
僧
陁
番28

經
之
地
也
︒﹂
十
寺
之
外
︐
西
至
懸
空

寺
︐
在
焦
山
之
東
︐
ß
J
一
舍
︐
皆
a
龕
宴
︐
�
謂
﹁
櫛
比
相
連
﹂
者
也
︒
驗

其
?
刻
︐
年
號
頗
多
︐
內
a
正
光
五
年

(五
二
四
)
︐
卽
孝
I
嗣
位
之
九
年
也
︒

然
則
此
寺
之
円
︐
c
於
神
瑞
︐
d
乎
正
光
︐
凡
七
}
︐
歷
百
一
十
一
年
︒
雖
輟

於
太
武
之
世
︐
計
æ
不
減
七
八
十
年
︒
何
則29

崇
福
一
寺
五
年
而
成
︐
以
此
�
之
︐

不
爲
多
矣
︒﹃
錄
﹄
云
魏
成
於
一
}
︐
何
其
謬
歟
︒
此
卽
始
d
之
大
略
也
︒

自
神
瑞
癸
丑

(四
一
三
)
︐
�
今
皇
瓜
丁
卯

(
一
一
四
七
)
︐
凡
七
百
三
十
四

年30

︒
{
{
貞
觀
十
五
年

(六
四
一
)
︐
守
臣
重
円
︒
遼
重
熙
十
八
年

(
一
〇
四
九
)
︐

母
后
再
修
︒
天
慶
十
年

(
一
一
二
〇
)
︐
賜
大
字
額
︒
咸
雍31

五
年

(一
〇
六
九
)
︐

禁
山
樵
牧
︐
印
差
軍
�
守
︒
[壽32

]
昌
五
年

(一
〇
九
九
)
︐
委
轉
�
�
提
點
︒
淸

寧
六
年

(一
〇
六
〇
)
︐
印
委
劉
轉
�
監
脩
︒
李
{
已
L
︐
雖
無
?
蹟
︐
以
s
推

ß
︐
從
可
知
也
︒
此
則
歷
年
之
大
略
也
︒

本
	
天
會
二
年

(一
一
二
四33
)
︸
︐︷
大
軍
Y
西
京
︐
故
元
帥
・
晉
國
王
到
寺
︐

隨
喜
讚
嘆
︐
曉
諭
軍
兵
︐
不
令
e
擾
︒
竝
戒
綱
首
︐
長
切
守
護
︒
印
奏
︐
特
賜

提
點
僧
禪
紫
衣
︐
竝
﹁
3
ï
大
德
﹂
號
︒
九
年

(一
一
三
一
)
︐
元
帥
府
以
河
液

s
寺
︐
恐
致
e
嚙
︐
委
�
火
司
差
夫
三
千
人
︐
改
撥
河
O
︒
此
則
皇
	
外
護
之

大
略
也34

︒︸

叠
嶂
峥
嶸
而
西
去
︐
長
沙
浩
渺
以
東
來
︐
嵐
影
相
連
︐
波
聲
不
斷
︐
勢
壯

京
邑
︐
潤
分
林
藪
︐
豈
特
國
家
之
寶
︐
抑
亦
仙
�
之
宅
︒
此
則
形
勢
之
大
略
也
︒

峰
巒
後
擁
︐
龕
室
L
開
︐
廣
者
容
三
千
人
︐
高
者
至
三
十
丈
︒
三
十
二
瑞

相
︐
巍
乎
當
陽
︒
千
百
億
;
身
︐
森
然
在
目
︒
�
霞
供
寶
座
之
色
︐
日
G
助
玉

毫
之
輝
︒
神
龍
夭
矯
以
飛
𨔝
︐
靈
獸
雍
容
而
助
武
︒
色
楯
連
N
︐
則
天
皇
彌
勒

之
宮
︒
層
檐
竦
峙
︐
則
地
3
多
寶
之
塔
︒
以
至
八
部
之
眷
屬
︐
諸
經
之
因
地
︐

妙
筆
不
能
同
其
變
︐
辯
口
不
能
談
其
目
︐
巧
力
不
能
計
其
數
︒
況35

若
神
�

[於36

]
鷲
嶺
︐
宛
如
身
詣
於
耆
闍
︒
此
則
制
︷
度
之
大
略
也
︒
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『爾
�
﹄
云
︐﹁
石
山
戴
土
︐
謂
之
崔
嵬
︒﹂
此
山
是
山
︐
外
積
黃
壤
︐
中

含
C
石
︐
高
卑
莫
測
︐
厚
$
難
知
︒
然
而
良
工
預
爲
其
制
︐
群
匠
爭
奮
其
力
︐

�
□
隳
壞
︐
績
用
a
成
︒
雖
大
禹
之
鑿
龍
門
︐
六
丁
之
開
蜀
O
︐
不
�
摧
其
頑

險
︐
務
於
3
Ñ
而
已
︒
方
之
於
此
︐
未
足
爲
難
︒
倘
非
�
心
一
發
︐
�
力
潛
扶
︐

安
能
致
是
哉
︒
印
護
國
二
龕
︐
不
加
力
而
自
開
︐
以
至
扣
地
則
神
鍾37

︸
發
響
︐

聞
者
攝
心
︐
琢
石
則
醴
泉
液
出
︐
飮
之
U
疾
︒
珍
禽
時
聚
︐
詠
蟲
屛
迹
︒
此
則

靈
感
之
大
略
也
︒

嗚
呼
︐
靑
鴛
c
於
西
域
︐
徒
見
其
名
︒
白
馬
興
於
中
土
︐
悦38

隳
其
志
︒
未

如
此
寺
殊
功
�
迹
︐
亘
古
今
而
常
存
者
也
︒

先
是
︐
F
遼
季
世
︐
盜
�
群

︐
寺
u
焚
劫
︒
靈
巖
棟
宇
︐
�
地
無
?
︒

皇
瓜

(一
一
四
一
～
一
一
四
九
)
初
︐
緇
白
命
議
︐
以
爲
欲
圖
修
復
︐
須
仗
當
仁
︒

乃
Í
惠
公
法
師
�
持
︒
師
既
�
錫
︐
卽
爲
;
緣
︒
富
者
樂
施
其
財
︐
貧
者
願
輸

其
力
︐
於
是
重
修
靈
巖
大
閣
九
楹
︐
門
樓
四
�
︐
香
厨
・
客
f
之
綱
常
�
寺
位39

︐

凡
三
十
楹
︐
輪
奂
一
怨
︒
印
創
石
垣
五
百
餘
步
︐
屋
之
以
瓦
二
百
餘
楹
︒
皇
瓜

三
年

(一
一
四
三
)
二
G

工
︐
六
年

(一
一
四
六
)
七
G
落
成
︐
¡
費
錢
二
千

萬
︒
自
是
山
門
氣
象
︐
翕
然
復
完
矣
︒
師
印
以
靈
巖
古
刹
既
爲
灰
燼
︐
護
國
大

碑
印
復
摧
燬
︐
¤
槪
不
傳
︐
居
常
嘆
息
︒
欲
表
L
蹤
︐
以
垂
後
世
︐
乃
礱
巨
石
︐

謁
�
於
予
︒
予
既
聞
師
名
︐
印
嘉
其
志
︐
�
不
復
辭
︐
爲
摭
實
而
書
之
︒

師
名
稟
ï
︐
姓
王
氏
︐
弘
州
永
寧
人
︐
幼
於
天
成
縣
幽
峰
院
出
家
︐
Á
具
︒

自
十
八
歲
�
﹃
華
嚴
經
﹄・﹃
Ü
訶
演40

論
﹄
︐
辯
析41

疑
�
︐
聽
者
常
數
百
人
︒
四

十
五
︐
散
徒
�
方
︐
卽
其
�
傳42

︒
天
眷
元
年

(一
一
三
八
)
︐
奉
�
旨
︐
傳
菩
d

戒
︒
皇
瓜
三
年
︐
轉
�
司
定
閏
本
寺
提
點
︐
申
行
臺
尙
書
省
︐
繼
準
{
堂
帖
︒

師
性
I
悟
︐
威
儀
端
重
︐
一
方
欽
仰
︐
円
;
之
功
頗
多
︐
至
於
石
窟
爲
�
云43

︒

皇
瓜
七
年
︐
夷
門
曹
衍
記
竝
書
︒
傳
菩
d
戒
・
提
點
大
石
窟
寺
沙
門
稟
ï
助
辦44

︒

經45

武
將
軍
・
L
西
京
軍
器
庫
�
・
騎
都
尉
・
太
原
縣
開
國
男
・
食
邑
三
百
戶
王

慶
祐
︐
L
西
京

(下
闕
)

癸
卯
年

(一
三
六
三
)
臘
G
二
十
四
日
︐
予
自
東
¤
來
︒
是
日
︐
宿
於
寺

之
方
丈
︐
Á
淸
供
︒
f
日
︐
Ñ
西
京
︒
f
年
二
G
八
日
︐
始
錄
上
草
本
於
何
尙

書
思
�
東
齋
︒

1

｢應
﹂

：

�
年
・
楹
聯
﹁
應

[身
]
﹂︒﹁
身
﹂
と
は
確
定
で
き
な
い
が
﹁
應

□
現
L
﹂
の
四
字
句
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
︒

2

｢之
﹂

：

底
本
な
し
︑
宿
白
・
楹
聯
に
よ
り
補
う
︒

3

｢得
﹂

：

�
;
﹁
得
[睹
]﹂

4

｢刻
木
﹂

：

底
本
な
し
︑
宿
白
に
從
い
補
う
︒

5

｢樂
﹂

：

底
本
﹁
示
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

6

｢崇
敎
﹂

：

下
�
で
は
﹁
崇
福
﹂︒

7

｢太
﹂

：

底
本
﹁
大
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

8

｢一
﹂

：

底
本
﹁
三
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

9

｢太
﹂

：

底
本
﹁
大
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

10

｢獻
�
﹂

：

底
本
﹁
�
獻
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

11

｢元
﹂

：

底
本
﹁
八
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

12

｢崇
敎
﹂

：

下
�
で
は
﹁
崇
福
﹂︒

13

｢公
﹂

：

底
本
な
し
︑
宿
白
に
從
い
補
う
︒

14

｢
鎸
﹂

：

底
本
﹁
鎸
也
﹂︒
宿
白
に
從
い
﹁
也
﹂
を
衍
字
と
す
る
︒

15

｢□
﹂

：

底
本
な
し
︑
宿
白
に
從
い
補
う
︒
宿
白
は
﹁
弘
﹂
と
推
測
︒

16

｢年
﹂

：

底
本
﹁
}
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

17

｢十
﹂

：

底
本
﹁
至
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

18

｢元
氏
錄
﹂

：﹃
大
{
內
典
錄
﹄
卷
四
﹁
後
魏
元
氏
$
傳
佛
經
錄
﹂
を
指
す
︒

19

｢太
﹂

：

底
本
﹁
大
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

20

｢大
﹂

：

底
本
﹁
土
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

21

｢時
﹂

：

宿
白
は
﹁
繫
﹂
の
"
り
と
す
る
︒
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22

こ
こ
の
引
用
元
は
﹃
大
{
內
典
錄
﹄
で
は
な
く
︑
正
し
く
は
﹃
廣
弘
I

集
﹄
卷
二

(大
正
五
二
・
一
〇
三
下
)
︒

23

｢
#
﹂

：

底
本
﹁
悦
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

24

｢太
﹂

：

底
本
﹁
O
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

25

｢
錄
﹂

：

L
出
﹃
元
氏
錄
﹄
(﹃
大
{
內
典
錄
﹄
卷
四
﹁
後
魏
元
氏
$
傳
佛
經
錄
﹂
)

を
指
す
︒

26

｢弘
﹂

：

底
本
﹁
和
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

27

｢高
僧
傳
﹂

：

宿
白
は
こ
れ
に
相
當
す
る
も
の
と
し
て
﹃
續
高
僧
傳
﹄
卷
一

曇
¸
傳
﹁﹁
¸
慨
L
淩
廢
︐
欣
今
重
復
︒
故
於
北
臺
石
窟
︐
集
諸
德
僧
︒

對
天
竺
沙
門
︐
譯
﹃
付
法
藏
﹄
傳
幷
﹃
淨
土
經
﹄︒﹂
(大
正
五
〇
・
四
二
八

上
)
と
い
う
記
事
を
擧
げ
る
︒
當
時
譯
經
に
參
じ
た
天
竺
沙
門
と
し
て
記

錄
に
名
L
が
あ
が
る
の
は
常
Æ
&
舍

(﹃
魏
書
﹄
釋
老
志
に
﹁
曇
¸
印
與
天
竺

沙
門
常
Æ
&
舍
等
︐
譯
出
怨
經
十
四
部
︒﹂
と
あ
る
︒
)
だ
け
で
あ
り
︑
僧
陁
と

い
う
名
の
僧
は
見
當
た
ら
な
い
︒

28

｢番
﹂

：﹁
番
﹂
は
﹁
$
﹂
と
同
じ
#
味
︒

29

｢則
﹂

：

�
年
・
楹
聯
・
三
晉
は
﹁
者
﹂
に
改
め
る
︒

30

こ
の
後
に
﹁
此
卽
歷
年
之
大
略
也
﹂
と
續
く
が
︑
�
年
に
從
い
盈
除
︒
こ

れ
に
續
く
�
違
に
は
大
き
な
錯
鯵
が
存
在
す
る
︒
�
年
の
整
理
に
從
い
順

序
を
入
れ
替
え
る
︒

31

｢雍
﹂

：

底
本
﹁
熙
﹂︒

32

｢壽
﹂

：

底
本
な
し
︑
宿
白
に
從
い
補
う
︒

33

{
{
貞
觀
～
天
會
二
年
︸

：

こ
の
箇
�
︑
�
年
の
整
理
に
從
い
順
序
を
入
れ

替
え
る
︒
底
本
で
は
﹁
此
則
靈
感
之
大
略
也
﹂
の
直
後
に
位
置
︒

34

{大
軍
～
外
護
之
大
略
也
︸

：

こ
の
箇
�
︑
�
年
の
整
理
に
從
い
順
序
を
入

れ
替
え
る
︒
底
本
で
は
﹁
以
至
扣
地
則
神
鐘
﹂
の
直
後
に
位
置
︒

35

｢況
﹂

：

�
年
・
三
晉
・
楹
聯
﹁
怳
﹂︒
況
は
怳
に
3
ず
︒

36

｢於
﹂

：
宿
白
に
從
い
補
う
︒

37

{度
之
大
略
～
神
鍾
︸

：

こ
の
箇
�
︑
�
年
の
整
理
に
從
い
順
序
を
入
れ
替

え
る
︒
底
本
で
は
﹁
本
	
天
會
二
年
﹂
の
直
後
に
位
置
︒

38

｢
悦
﹂

：

底
本
﹁
景
﹂
︐
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

39

｢客
f
之
綱
常
�
寺
位
﹂

：

宿
白
は
こ
の
句
に
脫
"
あ
り
と
推
測
︒

40

｢演
﹂

：﹁
衍
﹂
に
3
ず
︒﹃
Ü
訶
衍
論
﹄
は
﹃
大
智
度
論
﹄︒

41

｢析
﹂

：

底
本
﹁
折
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

42

｢
卽
其
�
傳
﹂

：

宿
白
は
こ
の
句
を
"
り
で
あ
ろ
う
と
営
べ
る
︒

43

｢云
﹂

：

底
本
﹁
玄
﹂︑
宿
白
に
從
い
改
め
る
︒

44

｢
辦
﹂

：

底
本
﹁
辯
﹂︑
�
;
・
�
年
・
三
晉
・
楹
聯
に
從
い
改
め
る
︒

45

｢經
﹂

：

宿
白
は
﹁
信
﹂
ま
た
は
﹁
顯
﹂
の
"
り
で
あ
ろ
う
と
営
べ
る
︒

【
槪
*
︼
こ
の
碑

(以
下
﹁
金
碑
﹂
と
稱
す
る
)
は
金
の
皇
瓜
七
年

(一
一
四
七
)

に
円
て
ら
れ
た
︒
碑
�
の
�
者
か
つ
揮
毫
者
は
曹
衍
で
あ
る
︒
石
碑
自
體
は
早

く
に
失
わ
れ
現
存
し
な
い
が
︑
幸
い
に
淸
末
～
s
代
の
學
者
繆
荃
孫
が
抄
錄
し

た
﹃
永
樂
大
典
﹄
天
字
韻
﹁
順
天
府
﹂
條
に
︑
元
末
の
熊
夢
祥
が
�
纂
し
た

﹃
析
津
志
﹄
が
引
用
さ
れ
︑
そ
の
中
に
こ
の
碑
�
が
收
錄
さ
れ
て
い
た

(後
営
す

る
よ
う
に
︑
本
當
に
﹃
析
津
志
﹄
か
ら
の
引
用
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
疑
問
も
殘
る
)
︒

一
九
四
七
年
︑
宿
白
が
北
京
大
學
圖
書
館
で
こ
れ
を
發
見
し
︑
詳
細
な
校
/
を

加
え
て
論
考
に
ま
と
め
た(1
)
︒
雲
岡
石
窟
の
年
代
に
つ
い
て
は
︑
原
報
吿
十
六
卷

﹁
雲
岡
5
窟
f
第
﹂
が
は
じ
め
て
體
系
�
な
�
年
案
を
提
示
し
た
が
︑
宿
白
氏

は
︑
こ
の
碑
�
や
怨
た
な
考
古
:
査
結
果
を
も
と
に
︑
原
報
吿
の
雲
岡
石
窟
�

年
論
を
批
(
し
︑
怨
�
年
案
を
提
示
し
た(2
)
︒

そ
の
後
︑
張
焯
が
そ
の
著
﹃
雲
岡
石
窟
�
年
1
﹄
に
お
い
て
︑
碑
�
の
錯
鯵

を
本
來
の
も
の
と
想
定
さ
れ
る
形
に
復
元
し
た
︒
こ
の
復
元
に
よ
っ
て
︑
金
碑

が
﹁
始
d
之
大
略
﹂﹁
歷
年
之
大
略
﹂﹁
皇
	
外
護
之
大
略
﹂﹁
形
勢
之
大
略
﹂
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﹁
制
度
之
大
略
﹂﹁
靈
感
之
大
略
﹂︑
そ
し
て
金
代
の
稟
ï
に
よ
る
寺
院
復
興
と

い
う
°
成
を
a
し
て
い
る
こ
と
が
I
確
と
な
っ
た
︒

金
碑
は
︑
北
魏
の
創
円
か
ら
金
代
ま
で
の
雲
岡
石
窟
の
歷
1
に
關
す
る
︑
他

に
は
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
1
料
を
含
ん
で
い
る
︒
特
に
十
寺
に
關
す
る
記
事
が

し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
︒
こ
の
十
寺
に
つ
い
て
は
︑
す
べ
て
が
北
魏
の
創
円
と

い
う
わ
け
で
は
な
く
︑
遼
代
に
お
け
る
十
の
寺
院
を
指
す
と
い
う
說(3
)
が
a
力
で

あ
る
︒
十
寺
の
う
ち
︑
硏
究
者
の
閒
で
よ
く
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
は
︑
北
魏
の

寺
院
で
あ
る
こ
と
が
確
實
な
護
國
寺
や
崇
敎
寺

(崇
福
寺
)
で
あ
る
︒
と
り
わ

け
鉗
耳
慶
時

(の
ち
の
王
o
)
が
開
い
た
崇
敎
寺
を
雲
岡
石
窟
の
ど
の
窟
に
比

定
す
る
か
と
い
う
問
題
に
關
し
て
は
#
見
が
分
か
れ
て
い
る
︒

第
七
窟
と
第
八
窟
の
中
閒
の
外
壁
に
は
︑
大
き
な
石
碑
と
龜
趺
が
5
形
さ
れ

て
い
る
︒
宿
白
は
こ
れ
を
碑
�
で
﹁
大
而
不
D
﹂
と
稱
さ
れ
る
護
國
寺
の
﹁
?

刻
﹂
の
石
碑
で
あ
る
と
し
た
︒
さ
ら
に
︑
鉗
耳
慶
時
が
太
和
八
～
十
三
年

(四

八
四
～
四
八
九
)
に
5
營
し
︑﹁
小
而
完
﹂
で
あ
る
石
碑
を
a
す
る
と
さ
れ
る
崇

敎
寺
を
雙
窟
で
あ
る
第
九
・
十
窟
に
比
定
し
た(4
)
︒

L
者
の
護
國
寺
に
關
す
る
宿
白
の
見
解
に
つ
い
て
は
多
く
の
硏
究
者
が
贊
同

す
る
︒
し
か
し
張
焯
は
こ
の
碑
が
引
用
す
る
僧
法
軫
﹃
寺
記
﹄
に
見
ら
れ
る

﹁
僧
護
國
東
壁
︐
a
拓
國
王
騎
從
法
軫
﹂
と
い
う
記
事
に
相
當
す
る
畫
宴
が
第

一
窟
の
東
壁
下
層
北
側
に
あ
る
こ
と
︑
ま
た
︑
金
碑
の
﹁
護
國
二
龕
︐
不
加
力

而
自
開
︐
以
至
扣
地
則
神
鍾
發
響
︐
聞
者
攝
心
︐
琢
石
則
醴
泉
液
出
︐
飮
之
U

疾
︒﹂
に
相
當
す
る
窟
が
I
淸
以
來
の
雲
岡
東
部
の
﹁
石
鼓
洞
﹂﹁
(
泉
洞
﹂
す

な
わ
ち
第
一
・
二
窟
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
︑
護
國
寺
を
第
一
・

第
二
窟
に
比
定
す
る(

5
)
︒

後
者
の
崇
敎
寺
に
關
し
て
︑
吉
村
怜
は
︑
第
九
・
第
十
窟
を
崇
敎
寺
と
み
な

し
た
場
合
︑
5
營
年
代
が
遲
す
ぎ
る
と
C
張
す
る
︒
そ
し
て
︑
鉗
耳
慶
時
が
馮

太
后
と
孝
�
}
と
い
う
二
�
の
た
め
に
円
て
た
暉
福
寺
の
雙
塔
と
円
立
#
圖
を

同
じ
く
し
︑
時
7
�
に
も
ふ
さ
わ
し
い
と
し
て
︑
第
九
・
十
窟
よ
り
も
規
模
が

小
さ
く
位
置
も
離
れ
︑
佛
塔
を
か
た
ど
っ
た
中
心
S
を
a
す
る
雙
窟
の
第
一
・

第
二
窟
を
崇
敎
寺
に
比
定
す
る(6
)
︒
李
靜
)
や
曾
布
川
寬
も
鉗
耳
慶
時
と
い
う
一

臣
下
が
發
願
し
た
窟
を
第
七
・
八
窟
よ
り
規
模
が
大
き
く
華
や
か
な
第
九
・
十

窟
と
す
る
說
は
成
立
し
難
い
と
宿
白
說
を
批
(
し
︑
吉
村
說
の
論
據
を
さ
ら
に

\
衍
し
崇
敎
寺
を
第
一
・
第
二
窟
に
比
定
す
る(7
)
︒
彭
I
浩
や
衣
麗
都

(
Y
i

L
id
u
)
も
先
営
の
張
焯
の
說
を
批
(
し
つ
つ
第
一
・
第
二
窟
を
崇
敎
寺
に
比
定

す
る(8
)
︒

一
方
︑
石
松
日
奈
子
は
四
八
三
年
に
曇
¸
が
失
脚
し
た
と
し
て
︑
こ
れ
を
畫

7
と
み
な
し
︑
こ
れ
以
影
︑
雲
岡
石
窟
は
皇
室
以
外
に
も
門
戶
が
開
か
れ
た
と

し
︑
円
築
�
モ
チ
ー
フ
が
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
ら
れ
︑
細
か
く
巧
み
な
工
藝
�
彫

技
の
)
出
し
た
水
準
が
鉗
耳
慶
時
の
石
5
円
築
關
係
の
業
績
に
相
應
し
て
い
る

と
し
︑
馮
太
后
の
も
と
︑
財
力
と
技
6
力
を
持
っ
た
彼
が
中
國
式
�
制
の
佛
宴

を
®
用
し
た
と
考
え
︑
第
六
窟
を
崇
敎
寺
に
比
定
す
る(9
)
︒

岡
村
秀
典
は
︑
第
九
・
第
十
窟
の
拱
端
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
鳥
形
と
籐
座
︑
{

草
�
樣
に
つ
い
て
︑
5
營
年
代
の
I
ら
か
な
方
山
思
ß
寺
・
永
固
陵
や
宋
紹
祖

墓
・
司
馬
金
龍
墓
の
例
と
比
�
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
�
年
を
行
っ
た
︒
そ
の
結

果
︑
第
九
・
第
十
窟
は
四
七
九
～
四
八
一
年
に
5
營
さ
れ
た
永
固
陵
に
後
續
し

て
5
營
さ
れ
た
こ
と
を
I
ら
か
に
し
た
︒
こ
の
結
論
は
宿
白
說
を
强
く
荏
持
す

る
も
の
で
あ
る
が
︑
こ
の
碑
に
い
う
﹁
小
而
完
﹂
で
あ
る
5
窟
銘
の
痕
跡
が
見

當
た
ら
ず
︑
一
臣
下
が
第
七
・
第
八
窟
を
し
の
ぐ
規
模
の
雙
窟
を
寄
�
で
き
た

の
か
と
い
う
疑
問
も
あ
り
︑
崇
敎
寺
の
比
定
に
つ
い
て
は
將
來
の
檢
討
に
委
ね

る
と
す
る(10
)
︒

f
に
石
窟
の
5
營
開
始
と
d
了
の
年
代
に
關
し
て
︑
碑
�
は
そ
の
開
始
を

﹃
大
{
內
典
錄
﹄
に
基
づ
き
神
瑞
年
閒

(四
一
四
～
四
一
六
)
と
す
る
が
︑
他
に

こ
れ
を
荏
持
す
る
¢
料
が
見
當
た
ら
な
い
︒﹃
魏
書
﹄
釋
老
志
に
基
づ
き
︑
�
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成
}
の
和
Y
年
閒

(四
六
〇
～
四
六
五
)
の
初
め
に
︑
曇
¸
が
奏
Í
し
て
開
か
れ

た
と
す
る
の
が
大
方
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
一
方
︑
北
魏
時
代
の
5
宴

活
動
の
d
了
に
つ
い
て
︑
碑
�
で
は
正
光
年
閒

(五
二
〇
～
五
二
五
)
と
し
︑
正

光
五
年

(五
二
四
)
の
5
宴
記
の
存
在
に
言
J
し
て
い
る
︒
今
囘
收
錄
し
た
5

宴
記
の
う
ち
︑
未
完
成
の
宴
に
對
す
る
5
宴
記
で
あ
る
第
一
番
﹁
爲
F
夫
侍
中

5
宴
記
﹂
が
正
光
五
年
の
5
宴
記
に
該
當
す
る
可
能
性
が
あ
る
︒

碑
�
は
{
以
影
の
石
窟
寺
院
の
復
興
に
つ
い
て
も
�
字
を
多
く
割
い
て
記
営

す
る
︒
以
下
︑
そ
の
槪
*
を
Ó
宜
補
足
し
つ
つ
說
I
し
よ
う
︒
初
{
の
貞
觀
十

五
年

(六
四
一
)
︑
地
方
官
が
寺
を
再
円
し
た
︒
そ
の
後
關
連
す
る
記
営
が
な
く
︑

遼
の
重
熙
元
年

(一
〇
四
九
)
︑
母
后

(欽
愛
皇
太
后
)
が
再
円
し
た
こ
と
を
傳

え
る
︒
す
で
に
槪
*
に
て
指
摘
し
た
よ
う
に
︑
こ
の
年
は
第
二
九
番
の
遼
代
の

修
宴
記
﹁
戊
子
﹂
年
と
一
年
/
い
で
ほ
ぼ
一
致
す
る
︒
そ
の
後
︑
天
慶
十
年

(一
一
二
〇
)
に
大
字
額
を
天
祚
}
よ
り
下
賜
さ
れ
る
︒
し
か
し
︑
遼
の
末
7
に

は
盜
�
が
各
地
で
お
こ
り
︑
雲
岡
石
窟
の
寺
院
も
灰
燼
に
歸
し
た
︒

天
輔
六
年

(一
一
二
二
)
︑
金
の
軍
0
が
遼
の
西
京

(大
同
)
を
Y
定
し
た
︒

天
會
二
年

(一
一
二
四
)
︑
金
の
元
帥
・
晉
國
王
の
宗
^

(粘
罕
)
が
石
窟
寺
に

來
て
隨
喜
讚
嘆
し
︑
兵
に
寺
を
e
さ
な
い
よ
う
命
じ
︑
僧
禪
に
紫
衣
を
下
賜
し

﹁
3
ï
大
德
﹂
の
號
を
與
え
た
︒
皇
瓜

(一
一
四
一
～
一
一
四
九
)
の
初
め
︑
O

俗
が
寺
院
の
復
興
の
た
め
︑
高
僧
の
惠
公
法
師

(稟
ï
)
に
對
し
寺
に
入
�
し

て
�
持
と
な
る
よ
う
に
Í
い
︑
惠
公
は
了
承
し
た
︒
富
め
る
者
は
財
を
︑
貧
し

い
者
は
人
力
を
供
出
し
て
靈
巖
寺
の
大
閣
九
楹

(楹
は
家
屋
を
數
え
る
單
位
︒
家

屋
の
一
列
を
一
楹
と
い
う
)
・
門
樓
四
1
︑
ま
た
︑
厨
1
・
應
接
閒
な
ど
合
計
三

十
楹
を
再
興
し
た
︒
さ
ら
に
石
垣
五
百
餘
步
を
5
營
し
︑
瓦
ぶ
き
の
屋
根
を
持

つ
円
物
は
二
百
餘
楹
で
あ
っ
た
︒
皇
瓜
三
年

(一
一
四
三
)

工
し
︑
二
千
萬

錢
を
費
や
し
六
年
七
G
に
落
慶
し
た
︒
È
皇
瓜
七
年

(一
一
四
七
)
︑
こ
の
碑
が

立
て
ら
れ
︑
曹
衍
が
�
を
�
し
揮
毫
し
た
︒
以
上
が
金
碑
の
記
営
す
る
{
以
影

の
沿
革
の
槪
*
で
あ
る
︒

こ
の
碑
�
に
續
い
て
末
尾
に
︑﹁
癸
卯
年
﹂
以
下
の
�
が
付
加
さ
れ
て
い
る
︒

宿
白
に
よ
れ
ば
︑
こ
れ
は
﹃
析
津
志
﹄
を
�
纂
し
た
熊
夢
祥

(
熊
自
得
)
自
身

が
雲
岡
石
窟
を
訪
問
し
た
こ
と
を
自
ら
記
錄
し
た
も
の
で
あ
り
︑
癸
卯
年
は
︑

元
の
至
正
二
十
三
年

(一
三
六
三
)
に
比
定
さ
れ
る(11
)
︒
た
だ
し
︑﹃
析
津
志
﹄
と

い
う
書
は
元
代
の
大
都
の
地
方
志
で
あ
っ
て
︑
大
同
の
雲
岡
石
窟
に
か
か
わ
る

詳
細
な
記
営
が
載
せ
ら
れ
る
と
は
一
般
�
に
言
っ
て
考
え
難
く
︑
本
來
は
別
の

書
に
載
せ
ら
れ
て
い
た
記
事
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
が
︑
そ
う
す
る
と
癸
卯
年

が
一
三
六
三
年
で
あ
る
か
ど
う
か
も
再
檢
討
が
必
*
で
あ
る(12
)
︒
(
倉
本
)

(1
)

宿
白
﹁︽
大
金
西
京
武
州
山
重
修
大
石
窟
寺
碑
︾
校
Ì
︱
︱
怨
發
現
�

大
同
雲
岡
石
窟
寺
歷
1
材
料
�
初
步
整
理
﹂
(宿
白
﹃
中
國
石
窟
寺
硏
究
﹄

�
物
出
版
社
︑
一
九
九
六
年
)
初
出
一
九
五
六
年
︒

(2
)

こ
の
兩
者
の
�
年
論
の
相
/
に
つ
い
て
の
詳
細
は
︑
岡
村
秀
典
﹃
雲
岡

石
窟
の
考
古
學
︱
︱
�
牧
國
家
の
巨
石
佛
を
さ
ぐ
る
﹄
臨
川
書
店
︑

二
〇
一
七
年
︑
四
四
～
四
七
頁
を
參
照
︒

(3
)

L
揭
宿
白
書
五
六
頁
︒

(4
)

L
揭
宿
白
書
六
〇
～
六
一
頁
︒

(5
)

張
焯
﹁︽
大
金
西
京
武
州
山
重
修
大
石
窟
寺
碑
︾
小
議
﹂﹃
中
國
�
物

報
﹄
二
〇
〇
五
年
四
G
一
日

(雲
岡
石
窟
�
物
硏
究
�
�
﹃
雲
岡
百
年

論
�
¼
集
﹄
(二
)
�
物
出
版
社
︑
二
〇
〇
五
年
に
改
訂
の
上
收
錄
︒

(6
)

吉
村
怜
﹁
雲
崗
石
窟
�
年
論

︱
︱
宿
白
・
長
廣
學
說
批
(
﹂﹃
國
華
﹄

一
一
四
〇
︑
一
九
九
〇
年
︒

(7
)

李
靜
)
﹁
雲
岡
第
九
・
一
〇
窟
の
圖
宴
°
成
に
つ
い
て
﹂﹃
佛
敎
藝
6
﹄

二
六
七
︑
二
〇
〇
三
年
︒
曾
布
川
寬
﹁
雲
岡
石
窟
再
考
﹂﹃
東
方
學
報
﹄

京
都
︑
八
三
︑
二
〇
〇
八
年
︒
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(8
)

彭
I
浩
﹃
雲
岡
石
窟
�
營
5
工
û
﹄
�
物
出
版
社
︑
二
〇
一
七
年
︑
二

四

八

～

二

五

二

頁
︑
Y
i,
Jo
y
L
id
u
Y
u
n
g
a
n
g
:
A
rt,
H
isto
ry
,

A
rch
a
eo
lo
g
y
,
L
itu
rg
y
,
L
o
n
d
o
n
a
n
d
N
e
w

Y
o
rk
:
R
o
u
tle
d
g
e
,

2
0
1
8
,
p
p
.9
0
-
1
0
9
.

(9
)

石
松
日
奈
子
﹁
雲
岡
中
7
石
窟
怨
論
︱
︱
沙
門
瓜
曇
¸
の
失
脚
と
胡

�
供
養
者
宴
の
出
現
﹂﹃
M
U
S
E
U
M
﹄
五
八
七
號
︑
二
〇
〇
三
年
︒

(10
)

京
都
大
學
人
�
科
學
硏
究
�
・
中
國
社
會
科
學
院
考
古
硏
究
�
�
著

﹃
雲
岡
石
窟
第
十
八
卷

第
七
窟
︱
第
十
窟

本
�
﹄
科
學
出
版
社
︑

二
〇
一
七
年
︑
一
二
四
頁
︒

(11
)

L
揭
宿
白
書
七
三
頁
︒

(12
)

古
松
崇
志
氏
の
御
敎
示
に
よ
る
︒
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